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受講にあたってのルール

・単位の取得には、毎回 2時間の予習および復習をしなければならない
・授業にふさわしい雰囲気づくりのため、受講にあたっては以下の行為を禁ずる

（1）授業開始後の入退室
（2）私語
（3）無許可での飲食
（4）情報端末（スマートフォン等）の無許可利用・無許可撮影
（5）受講にふさわしくない服装（無許可での帽子等）の着用
（6）レポート等におけるインターネットからの無断引用
（7）その他、授業の進行を妨げたり、雰囲気を悪くする行為

生産環境工学科

学科 Web サイト
http://www.bee-nodai.jp/

生産環境工学科では Instagram と Facebook により、研究・教育活
動、学科の各種イベントを随時掲載しています。フォローをよろしくお
願いします。

Instagram URL

Facebook URL

生産環境工学科オリジナル Web サイト

生産環境工学科では Instagramと Facebook により，研究・教育活動，学科の各種イベント
を随時掲載しています。フォローをよろしくお願いします。

  

@BEE.TokyoNODAI

  



生産環境工学Ψイυ ���� のൃץにあたって

　この生産環境工学ガイドは、生産環境工学科の教員が学科所属の学生の皆さんのために編

纂した冊子です。皆さんが満足の行く学生生活を送り将来へ向かって羽ばたいて行かれるこ

とを願って教員一同で作りました。学科教員紹介を始め、履修に関すること、特に分野や研

究室の選択、生産環境コース・技術者養成コースの選択、さらには就職に関することや、そ

の他にも学科に関する情報をたくさん掲載しており、4年間活用できるようにしています。

　ここで、生産環境工学科の歴史について触れておきます。当学科は、1940 年（昭和15年）

に専門部農業工学科として誕生しました。今年で82年目を迎えます。その前身は1905年（明

治 38年）に国から農大に委託された開墾および耕地整理技術員教育にあり、当時から実験

実習教育を中心とした実学教育が行われてきました。1945 年（昭和 20年）には農業土木学

科が新設され、1949 年（昭和 24年）に農学部農業工学科となりました。

　1998 年（平成10年）には大規模な学部改組により、農業工学が培ってきた農地造成・保

全の技術を活かし、農業生産と周辺環境の共存と保全に貢献するため地域環境科学部生産

環境工学科が誕生しました。大学院は1990 年（平成 2年）に農業工学専攻が設置され、現

在に至っています。現在、生産環境工学科では、4分野 8研究室体制で教育・研究を行って

います。2004 年には日本技術者教育認定機構（JABEE）から、技術者教育を適切に実施して

いる学科として認定を受けています。

　本学には、21世紀の人類の課題である「生命」「食料」「環境」「健康」「エネルギー」「地域再生」

という研究キーワードがあります。生産環境工学科は、「食料生産・食料供給と環境保全と

の調和を図るための革新的な技術を追求する」を掲げ、農業生産の現場の技術開発のみなら

ず、地球温暖化や砂漠化などの地球的規模の環境問題や、流域レベルでの水質保全、農産

物の加工やヒト・モノの輸送のための道路基盤に関する問題を解決するための技術を勉強す

る学科です。皆さんがこれらのテーマに興味・関心をもち研究課題とする目標を持ったなら

ば、それに向かって努力してください。意欲の高い皆さんのために我々も労を惜しみません。

東京農業大学の創設者である榎本武揚公の建学の精神「学びてのち、足らざるを知る」に則り、

現状に満足することなくつねに高みを目指してください。

　　2022 年４月

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　生産環境工学科　学科長　中村貴彦
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　このシンボルマークは、生産環境工学科の前身である農業工学科のシ
ンボルマークとして、平成2年に行われた50周年記念事業の一環で制作
したものです。農業工学の欧文名Agricultural Engineering の頭文字の
ＡとＥの小文字、a とe をデザインして双葉を形取り、上方に水滴を付
したものです。双葉は芽生えたばかりの植物であるのと同時に農大で学
問に励む学生諸氏であり、水滴は灌漑を意味するのと同時に、社会に出
た後も社会に出て大きく育ってほしいと願う我々の微力ながらの教鞭を
意味したものです。
　平成10年度に実施した学部改組により、現在の生産環境工学科に名称
変更をいたしましたが、「人間食わずに生きらりょか」の青山ほとりの
精神である、土を耕し、作物を植え、水をやるというわれわれの研究教
育の姿勢は変わることはありません。地球環境を考えた食糧生産、生態
系にしっかりと組み込まれた人間活動の確立はやはり植物を育てること
にあり、その始まりはいつも芽生えであると思います。生産環境工学科
は、これからも変わることなく生物生産を支援するエコ・テクノロジー
を追求し続ける学科でありたいと考えております。
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Ⅰ　生産環境工学科の紹介

�ɽ学科のྺ࢙
　東京農業大学は、1891年（明治 24年）に徳川育英会育英黌農業科として創設され、1905

年（明治 38年）には農商務省から開墾及耕地整理技術員講習としての農業土木教育が委託

された。これが本学科の成り立ちで、わが国の農業土木教育機関としては最も古い歴史を有

する。そして、1940 年（昭和15年）には、東京農業大学創立 50周年の記念式典が行われ、

この年に農業工学科が創設された。一方、長年にわたって継続されてきた伝統ある農林省委

託の開墾及耕地整理技術員講習は、1955 年（昭和 30年）の農林省の機構改革によって廃止

されるに至った。

　1940 年に創設された農業工学科は、その後1944 年（昭和19年）に名称を農業土木科と

改称し、1945 年（昭和 20年）には農学部に農業土木学科が新設された。終戦後わが国の学

制にも大改革がなされ、1949 年（昭和 24年）にはこの改革によって新制大学が設置される

ことになった。これに伴って旧制度による農業土木学科は廃止され、学科名を再び農業工学

科として発足することになった。

　そして、1990 年（平成 2年）には、農業工学科創設 50周年記念式典が挙行され、この年

4月より大学院農学研究科農業工学専攻修士課程が開設された。

　1991年（平成 3年）には東京農業大学創立百周年記念式典が挙行され、この時に本学は「地

球時代の食料・環境・健康・エネルギー」に大学を挙げて取り組むことになった。そのため

には学部を再編することが重要課題となり、生物学を基調とするユニークな総合大学を目指

すべく従来の農学部を4つの学部に再編することになった。すなわち、農学部、応用生物科

学部、地域環境科学部、国際食料情報学部の4学部で、この再編にともなって、1998 年（平

成10年）に本学科は地域環境科学部に属し、生産環境工学科と名称を変更した。

　学部・学科の再編による教育および研究体制の充実にあわせて、大学院教育を発展させる

べく2002年（平成14年）4月より大学院農学研究科農業工学専攻博士後期課程が増設され、

学部から大学院博士前期・後期課程まで一貫した専門教育の高度化が図られ今日に至っている。

　生産環境工学科は、その前身である農業工学科の創設から今年で 80年目をむかえる。

　近年における化石燃料を主とするエネルギーの多量消費や資源の乱開発・多使用など活

発化した生産活動の影響は、温暖化、異常気象、沙漠化、内分泌系撹乱物質の蔓延など、

地球規模に及ぶ環境の悪化という形で噴出し始め、人類と生物の存続をも脅かす問題となっ

ている。そのため、本学科では生物の存続と生産に当たり、長年培ってきた農業土木・農業
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機械技術を応用して、自然と共生した循環型社会を創造し、地球規模の環境保全を実現す

るために、以下のような新しい試みを展開し、教育に反映させている。

　具体的には、①有用な生物資源の利活用を通して土地資源や水資源の持続的利用を進め

る資源利用、②放棄された農地や廃棄された植物性資源の有効利用、③衛星画像や地理情

報システムを用いた環境劣化のモニタリングおよび原因の究明、④沙漠における土壌・大気

間の水循環メカニズムに基づいた緑化のためのウォーターハーベスティング技術の開発、⑤

社会資本の長寿命化技術と省資源・省エネルギーに有効な材料の開発、⑥河川水質を指標

とした農業流域の生態系サービスと地域環境の評価、⑦生態系に配慮した新しい農作業環境

の保全技術の開発、⑧限りある食糧資源を高品質な状態で有効に使うための農産物処理技

術の開発、等々である。

　本学科は生産環境コースと技術者養成コース（JABEEコース）の2つのコース制とし、各々

の学習・教育目標を掲げ、すぐれた人材の育成に努めている。

�ɽೖ学ऀ受ೖํ਑ʢΞυϛογϣンϙリγーʣ
（1）大学・学部および学科の教育理念

　東京農業大学学則において、本大学はその伝統及び私立大学の特性を活かしつつ教育基

本法の精神に則り、生命科学、環境科学、情報科学、生物産業学等を含む広義の農学の理

論及び応用を教授し、有能な人材を育成するとともに関連の学術分野に関する研究及び研究

者の育成をなす事を使命としている。

　その中で地域環境科学部は、まず1998 年度の学部改組によって、森林総合科学科、生産

環境工学科、造園科学科の3学科の構成により開設され、次いで 2017 年度の学部改組によっ

て地域創成科学科が加わった。本学部は、生物に対する深い理解を基調として、自然と人間

の調和ある地域環境と生物資源の保全・利用・開発・整備・管理のための科学技術を確立

することを目指し、ミクロな地域環境問題の解決はもとより、これらが集積して引き起こさ

れるマクロな広域環境問題、さらにはグローバルな地球環境問題の解決に貢献することを基

本理念としている。

　そこで、生産環境工学科は、21世紀最大の課題である「食料」、「環境」、「資源」、「エネルギー」

などの諸問題に対して、「土」の文化と「農」の多面的意義を原点として、地域から地球へ

と考えることに重点を置きながら、人類の生存と発展を支えるための人材育成を基本的な学

習・教育目標としている。また本学科では、「エコ・テクで生物生産を支援する」をテーマ

として、長年培ってきた農業土木と農業機械の技術を応用して、省資源、省エネルギーおよ

びリサイクル技術などを導入し自然と共生する循環型社会を創造し、地球規模の環境保全を
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実現するための新しい試みを展開できる教育・研究を実施している。

（2）地域環境科学部アドミッションポリシー

　本学部は、グローバルな地球環境から、ミクロな地域環境に至るまでの幅広い知識・理解

力を有し、様々な環境問題の解決や持続可能な地域づくりに貢献できる人材の養成を目指し

ている。そのため、次のような者を求めている。

①　環境問題や環境共生型・循環型の地域づくり、地域環境と生物資源の保全・利用・管

理に興味を持っている。

②　それらの実現に向けて幅広い知識への関心や柔軟な思考力を身につけている。

③　それらの実現に向けてチャレンジする意欲を有している。

④　コミュニケーション力や表現力などの素養を有している。

（3）生産環境工学科　教育研究の目的・教育目標・3つのポリシー

教育研究の目的：

　本学科は、農業生産の場における土・水・施設・機械に関する技術を応用し、地域から地

球規模まで考慮した環境保全に資する新たな農業生産技術とエコ・テクノロジーの開発を行

うとともに、さらに、生産性向上のみでなく、環境・資源・エネルギーに配慮した計画・設計・

施工・管理を行える倫理観を持った技術者を養成する。

教育目標：

　生産環境工学科は、その人材養成目的を踏まえ、次のような者の養成を教育目標とする。

①　「土と水」の機能と地域の文化及び「農」の多面的意義を理解して、人類の生存と発展

を支えることのできる者。

②　地域から地球規模への環境保全を実現するための新しい試みを展開できる者。

③　省資源及び省エネルギー技術などを導入して、自然と共生する循環型社会の創造に貢

献できる者。

入学者受け入れ方針（アドミッションポリシー）：

　生産環境工学科は、「食料」「環境」「資源」「エネルギー」をテーマに、環境に配慮した農

業生産を支える工学的な技術開発に挑戦し、循環型社会の創造に貢献する人材を養成して

いる。そのため、本学科では、次のような学生を求めている。

①　英語の基礎学力を有し、数学、物理、化学、生物のうち一つ以上の科目を受験科目とし

て学んでおり、農業生産及びその環境保全に関心がある。

②　ある問題についての現状や原因、対策について、限られた情報だけから判断することな

く、関連領域に好奇心を持ち多面的に考えることができる。
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③　数学と力学、情報技術について関心がある、または本学科が対象とする問題解決のため

に、それらを学ぶ意欲があり、自分から学習に臨むことができる人。また、現場への調

査をいとわないなど、行動力がある。

④　積極的に自己をアピールでき、かつ他の人とのコミュニケーションが取れる。

⑤　学部在学中に、工学的な考え方や技術を身に付け、自分の将来計画を考えることができる。

教育課程編成方針（カリキュラムポリシー）：

　生産環境工学科のディプロマ・ポリシーに掲げた能力を身に付けるため、以下の専門科目

に加え、分野・研究室ごとに「基礎実験」「専攻実験」および「専攻演習（一）～（三）」を

配当し、教育課程を編成している。

①　地域資源利用分野：地球を人間の生活、自然及び生物生産の共存空間と捉え、土地や水、

生物などの地域資源を生態系に配慮して有効利用・保全するための理論と技術に関連

する科目として「地域資源利用工学」「農村環境工学」などの科目を配当。

②　環境情報利用分野：衛星画像データを含めた広域情報と、土中の水の動きや微気象の

局所情報の両面から、環境情報を収集・解析・評価し、それを生物生産に利用・応用

するための科目として「広域環境情報学」「地水環境工学」などの科目を配当。

③　環境基盤創成分野：構造力学、土質力学、水理学、土木材料学を基礎とした、農業生

産環境・生活環境に関わる基盤整備・維持管理についての科目として「社会基盤工学」「水

利施設工学」などの科目を配当。

④　機械システム創成分野：主に農産物の生産・加工・流通に関わる機械システムを、エネ

ルギー効率や環境負荷も考慮しながら、設計・開発・評価・活用・維持管理するため

の科目として「バイオロボティクス」「農産加工流通工学」などの科目を配当。

学位授与方針（ディプロマポリシー）：

　生産環境工学科は、数物系の基礎教育に加え、カリキュラムポリシーに掲げた各分野で開

講される工学的なフィールド実験を通して、現場作業への対応ができる、以下の能力が身に

付いている学生に対し、学位を授与する。

①　自然科学に関する基礎知識と農業生産及びその環境保全に資する工学的専門知識を身

に付けている。

②　物事を工学的に考える能力を修得し、技術が社会や自然に及ぼす影響や効果、及び技

術者が社会に対して負っている責任について考え、何をなすべきかを判断できる見識を

身に付けている。

③　「食料」「環境」「資源」「エネルギー」などの問題に関心を持ち、解決しようとする意欲

と姿勢を身に付けている。

④　上述の修得した技術に関して、論理的記述、口頭発表、討論等のコミュニケーション能

力を身に付けている。
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表Ⅰ-1 生産環境工学科 分野・研究室・教員一覧
分　　　野 研　究　室 教　　　員

地域資源利用分野

地域資源利用工学研究室
三原真智人　教　授

中島　　亨　准教授

農村環境工学研究室
中村　貴彦　教　授

トウ ナロン　准教授

環境情報利用分野

広域環境情報学研究室
島田　沢彦　教　授

関山　絢子　准教授

地水環境工学研究室
渡邉　文雄　教　授

鈴木　伸治　教　授

環境基盤創成分野

社会基盤工学研究室
小梁川　雅　教　授

川名　　太　教　授

水利施設工学研究室
岡澤　　宏　教　授

マスケ サラベス　助　教

機械システム創成分野

バイオロボティクス研究室
田島　　淳　教　授

佐々木　豊　教　授

農産加工流通工学研究室
村松　良樹　教　授

川上昭太郎　准教授

　生産環境工学科には、表Ⅰ-1に示すように 4つの教育研究分野があり、各々の分野は

2つの研究室によって構成されている。なお、各分野で行っている研究の概要は以下の通り

である。

（1）地域資源利用分野

　地域を人間の生活と自然、生物生産のための共存空間として捉え、土地や水などを地域資

源として生態系に配慮しつつ有効利用・保全するための理論と技術を追求する。

1）地域資源利用工学研究室

　土地資源、水資源、生物資源を地域資源として捉え、有用な生物資源の利活用を通して

土地資源や水資源の持続的利用を進めつつ農村開発や地域環境の修復保全にアプローチし

ている。具体的には以下の2課題について研究を進めている。

a．国土の水資源総量の大半は農業用水として利用され、流域の水循環システムの形成に貢献

している。近年、安全で安心できる食料生産が求められている中で、河川･湖沼･地下水

などの水域の水質環境、水田の灌概方法による浄化機能、水路やため池での生物の生息環

境、地域住民や土地改良区による環境創造活動などの実態解明を行い、総合的な観点から

農地・水・生物資源の保全対策を検討し、農業･農村の環境的付加価値を追究する。

b．土地資源の荒廃化・砂漠化、水資源の枯渇化・汚濁化は世界各地で進行しており、地球規模

での重大な環境問題の一つである。国内では河川や湖沼などの陸水圏の水質汚濁が、乾燥域

や熱帯域では塩類集積や土壌侵食に起因した土壌劣化が進んでいる。そのため物質の環境動
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態を解明するとともに、生物的・工学的手法を中心とした土壌および水環境の修復保全対策

の確立と有用な生物資源の利活用を通した土地資源や水資源の持続的利用に取り組んでいる。

2）農村環境工学研究室

　食料生産機能のみならず、物質循環や自然環境保全等の多面的機能あるいは生態系サー

ビスとも呼ばれる機能を有している日本の農業・農村の持続的な発展を目指している。その

ために次の諸課題に取り組んでいる。

a. 農地に関する問題（生産性の向上や耕作放棄地対策、新しい時代へ向けた農地の拡大、

環境負荷の低い農地の確保、地球温暖化へ向けた農地の造成）

b. 農業生産のみに依存しない振興を考える際の農村資源の利用に関する問題（バイオマス

を利用したエネルギー生産や再生可能エネルギー生産、廃棄物処理等の環境改善および

再資源化、肥料となるリンの調達）

c. 農業生産活動と自然環境保全との調和に関する問題（農業生産活動による土壌・水質汚染

や野生鳥獣による被害とビオトープ、稀少種の保護と多様性の維持、生物多様性の保全）

（2）環境情報利用分野

　生物生産のための自然環境や人間の生存環境について、衛星画像データを含めた広域情

報と、土中水の動きや微気象などの局地情報の両面から解析・評価し、それらの情報の生産

技術への工学的な利用・応用を考究する。

1）広域環境情報学研究室

　広域環境情報学研究室は、広域環境情報を駆使した生物生産環境の分析・評価をとおして、

環境に配慮した循環型社会、持続的農業の樹立に貢献することを基本目標としている。大気、

水、土壌、動植物等の地域環境情報を広域的視点でとらえ、地水環境工学研究室等との連

携による局地情報を加えて、物質循環を基とした生物生産環境システムの維持・保全を視野

に入れた地域環境の分析・評価を行う。モニタリングや解析手法にはGIS（地理情報システム）

やリモートセンシングを利用し、例えば、流域等のようなある一定広域区域内における土壌、

水、動植物等から構成される地域環境の維持・保全・管理の重要性を評価し、地域管理計

画に役立てるような考察を行う。

　研究対象は国内の地域環境だけでなく、グローバルな環境問題の観点から湿潤熱帯や乾

燥地帯などの地域も対象とし、広域での調査・環境解析を行っている。

　また、様々な環境情報を処理するための各種ソフトウェアやプログラミングの手法を習得で

きる体制を整えると共に、気象情報・衛星画像データも含めたGISデータの蓄積を図っている。
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2）地水環境工学研究室

　雨をはじめとする水の循環と、太陽に起因するエネルギーの流れは、生物の生存や作物生

産の要となっている。この水やエネルギーが与える様々な作用・影響を有効に利用し、作物

の栽培環境である水田や畑の整備改善に関する研究を行なっている。またこの研究で得られ

た知識や技術を応用し、気候変動に対応した適切な土壌管理手法の確立、さらには沙漠の

緑化などに役立てようとしている。このように当研究室は、気象や土壌といった環境の情報

を測定し、植物の生育状態との関係を観測によって明らかにすることにより、自然環境の保

全や改善のための計画手法について研究を行っている。

　沙漠化防止の研究として、乾燥地域である北東アフリカのジブチ共和国やエチオピア連邦

民主共和国、西アジアのアフガニスタン・イスラム共和国などにおいて、乾燥地緑地化法や

効率的な集水法、節水灌漑法の技術開発を行っている。また気候変動が農地環境に及ぼす

影響についての研究を、北海道で行っている。

　　

（3）環境基盤創成分野

　地域環境に配慮した空間づくりのために適した施設の建設を考えていく分野で、環境をふ

まえた構造物の設計や施工法、新素材の開発と利用技術、植物と共生できる施設のデザイン

などをシステム工学的に捉える。

1）社会基盤工学研究室

　我々が生存し、快適に生活するためには農業施設、工業施設、生活施設などの施設・構

造物の建設を欠かすことは出来ない。しかしこれらの建設行為は環境に対して一定の負荷を

与えることも事実である。この負荷とは、山林の伐採に伴う砂漠化や、建設行為および完成

した施設からの騒音発生、建設行為に伴う産業廃棄物の発生などを意味している。これらの

負荷を軽減するためには、様々な科学技術を応用したいろいろな方法が考えられるが、本研

究室では施設の設計・施工・材料・維持管理といった建設技術の面からアプローチを行って

いる。具体的には、以下 3点に重点を置いて研究している。

a．様々な構造物の設計方法の新たな確立および現設計法の見直しを通して、安全で快適か

つ省エネルギーや経済性を考慮した構造物の建設を目指す。

b．建設に用いられる材料の特性を把握する事により、効率的な材料の使用法、使用量の低減、

省エネルギーを実現する。

c．建設廃材、産業廃棄物の有効利用を目指してこれらを基にした新材料の開発を行う。

2）水利施設工学研究室

　当研究室では、水路などの水利施設の設計などに加えて、未利用資源を活用した農業汚
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濁水の水質浄化、水文モデルによる降雨流出時を対象とした農業流域河川の流量・水質変

動予測といった農業と水資源に関わる教育・研究に取り組んでいる。具体的には、農業排水

の水質改善を目指した石炭灰の再利用法、数理モデルによる農業流域河川の洪水予測、水

路における騒音問題の改善に向けた水利施設の設計法など、フィールド調査や室内実験を通

じて行っている。これらの研究活動を通じて、環境に配慮した基盤施設の計画・設計・維持

管理に携われる技術者を育成している。また最近の研究は次の通りである。

a. 水文モデル（TOPMODEL）による農業流域河川の洪水予測と土砂流出

b. 水利施設から発生する騒音特性の評価と音質改善に関する研究

c. 石炭灰を活用した水質浄化システムの構築

d. UAV（小型無人航空機）を用いた農地の画像測量および作物生育調査

e. 肉牛林間放牧における水質・森林・放牧地の環境影響調査

（4）機械システム創成分野

　食の生産から加工流通・消費に至るまでのフードチェーンを対象に、食の安全・安心のみな

らず、環境や生態系に配慮した機械化・システム化・情報化に関する教育・研究を行っている。

1）バイオロボティクス研究室

　環境や生態系に配慮したフードチェーンを対象に、総合工学であるバイオロボティクス

による教育・研究を行う。キーワードとして、農作業ロボットシステム、太陽電池利用技術、

野生鳥獣対策、教育工学などが挙げられる。具体的な最近の研究に以下がある。

・ 太陽電池駆動型農作業ロボットの開発

・ 局所耕うん法の開発

・ 野生鳥獣対策のための Web GIS ハンターマップ・スマートトラップの開発

・ プログラミング・STEM 教育支援のための教育コンテンツの開発

・ 食品ロスを活用した昆虫生産システム。

2）農産加工流通工学研究室

　農産物は生態系が育んだ貴重な資源である。その農産物も含んだ食品を有効に利用し、品

質を高め、安全な状態で消費者に届けるための物理的な加工および流通技術を研究している。

具体的には、数値シミュレーションによる食品加工流通プロセスの最適化、非破壊評価技術

および農産物・食品加工流通機械の制御システムの開発，数値シミュレーションに必要とな

る物理パラメータの測定・推定，農産物の最適加工流通条件の確立などである。これらの研

究活動を通して、食品機械技術者としての基本的素養と問題解決能力を身に付けた人材育

成を目指している。
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ホームページ：http://www.nodai.ac.jp/eng/original/l- farmland/
　　　　　　　　index.html
所属学会（抜粋）：農業農村工学会、農村計画学会、水จ・水ݯࢿ学
　　　　　　　　会
趣味や特技：ಡॻ（ྺ࢙খઆ）、日༵大工
出　身　地：ઍ༿ݝ
著　　　書：水と地域と農の࿈ܞ、઒のඦ科ࣄయ、
　　　　　　水土を୓͘ʵ஌の࿈ؐʵ、৯と農とݯࢿ、農村計画学
　　　　　　土地改ྑと地域ݯࢿ管理なͲ

  担当授業科目（抜粋）
地域環境科学֓࿦（1 年前期）、地域ݯࢿ利用工学（2 年前期）、Ԡ用測量学（2 年後期）、
土地改ྑ学（3 年後期）ࠃ土๷ࡂ工学（̏年後期）

  研究テーマとその概要
（1）水ాのᕲᕱٕज़による水Թ੍ޚとะ৔環境の改ળ

水ాにおいてਂ水ᕲᕱを行い、Նの高Թ࣌に適ਖ਼水Թに
ҡ持させることによͬて水Ҵの生ҭ環境や඼࣭改ળ、ࡶ草
཈੍、水࣭保全なͲに果たすػ能をূݕする。

（2）水ా生態系を഑ྀした水のネットϫーク੔උ
重生物の生ଉ環境の੔උوを利用した水࣭改ળとాߞٳ

にͭいてݕ౼する。
（3）֎དྷ生物による農村環境΁のӨڹと๷আରࡦ

特定֎དྷ生物（植物・֋類）が農村環境にٴ΅すӨڹと
๷আରࡦをݕ౼する。

（4）農業用水の水力ΤネルΪー利用
農業用水を利用した水力ΤネルΪーの開発と地域的有効

利用をݕ౼する。

  指導学生の卒業論文題目（抜粋）
（1）ఱ然ੴٴびಃثยを活用した水࣭ড়化に関するڀݚ
（2）農地ٴび農業用水の地域๷ࡂおよび環境保全ػ能にͭいて
（3）୨ాの生態系ٴび水࣭保全ػ能にͭいて

  学生へ一言
　失敗を恐れずԿࣄにもチャレンジし、学生࣌୅にࢥい出を多ͬ͘࡞て下さい。

地域資源利用分野　地域資源利用工学研究室

三原　真智人　教授

Machito MlHARA

担当授業科目（抜粋）

　地球環境と炭素循環（１年後期）、地域環境保全学（2年後期）、海外農業開発工学

　（4年前期）

研究テーマとその概要

（1）土壌侵食の機構解明と水環境の保全対策

　土壌や汚濁成分の流出機構の解明と水環境の保全対策に 

ついて

（2）微生物機能を活用した土壌・水環境保全

　糸状菌や Bacillus sp. 添加による土壌・水環境保全効果

について

（3）流域の水環境に与えるインパクトを考慮した地域資源の 

持続的利用

　水資源や土地資源に加えて有機資源の有効かつ持続的な 

利用法について

（4）海外開発協力における住民参加に基づいた土壌・水環境 

の修復保全

　東南アジアの発展途上国で活用できる土壌・水環境の修 

復保全技術について

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）塩類集積地における土壌環境の修復保全に関する研究

　（2）施肥による E.coli（大腸菌）や肥料成分の流出特性に基づいた保全対策に関する研究

　（3）水生植物および微生物添加による水質浄化に関する研究

　（4）水田と畑地の配置と汚濁物質が流出負荷に及ぼす影響に関する研究  など

学生へ一言

　土壌、水、微生物、有機物を相手に、自由な環境で自由な発想のもと、環境科学に取 り

組んでみませんか？　海外で研究！？　実践！？　研究は楽しいよ！ 

E-mailアドレス： m-mihara@nodai.ac.jp

ホームページ： http://www.nodai.ac.jp/eng/lab/land_and_
water_use_engineering.html

所属学会（抜粋）： Soil and Water Conservation Society-USA，
International Society of Environmental and Rural 
Development，環境情報科学センター、農業農村
工学会 など

趣 味 や 特 技： テニス、旅行、海釣り、国際協力ボランティア
など

出    身    地： 兵庫県

著　　　　　書： Participatory Strategy for Soil and Water 
Conservationなど
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三原　真智人　教授
Machito MlHA3A

地域資源利用分野　地域資源利用工学研究室（７号館２階）

E-mail アドレス：m-mihara@nodai.ac.jp
ホームページ：http://www.nodai.ac.jp/eng/laC/ 
　　　　　　　　land@and@water@Vse@engineering.html
所属学会（抜粋）：Soil and 8ater $onserWation Society-6SA
 
　　　　　　　　International Society of EnWironmental and 3Vral 
　　　　　　　　DeWelopment
 環境情報科学センター、農業農村工
　　　　　　　　学会 なͲ
趣味や特技：テニス、旅行、海௼り、ڠࡍࠃ力ϘランテΟア なͲ
出　身　地：ฌݝݿ
著　　　書：1articipatory Strategy for Soil and 8ater $onserWation

なͲ

  担当授業科目（抜粋）
地ٿ環境と炭素॥環（̍年後期）、地域環境保全学（2 年後期）、海֎農業開発工学
（4 年前期）、測量学（2 年前期）

  研究テーマとその概要
（1）土壌৵৯のߏػ解明と水環境の保全ରࡦ

土壌やԚ୙੒分のྲྀ出ߏػの解明と水環境の保全ରࡦに
ͭいて

（2）ඍ生物ػ能を活用した土壌・水環境保全
やەঢ়ࢳ　 #acillVs sp. ఴՃによる土壌・水環境保全効果に
ͭいて

（3）ྲྀ域の水環境に༩͑るインパクトをྀߟした地域ݯࢿの
持続的利用

水ݯࢿや土地ݯࢿにՃ͑て有ݯࢿػの有効͔ͭ持続的な
利用法にͭいて

Ճに基ͮいた土壌・水環境ࢀ力におけるॅຽڠ環境ࡍࠃ（4）
のम෮保全

東南アジアの発ల్上ࠃで活用できる土壌・水環境のम
෮保全ٕज़にͭいて

  指導学生の卒業論文題目（抜粋）
（1）Ԙ類ूੵ地における土壌環境のम෮保全に関するڀݚ
ڀݚに関するࡦやංྉ੒分のྲྀ出特性に基ͮいた保全ର（ە大௎）  　　ංによるࢪ（2）
（3）水生植物およびඍ生物ఴՃによる水࣭ড়化に関するڀݚ
（4）水ాとാ地の഑ஔとԚ୙物࣭がྲྀ出ෛՙにٴ΅すӨڹに関するڀݚ なͲ
  学生へ一言

　土壌、水、ඍ生物、有ػ物を૬手に、自༝な環境で自༝な発૝のもと、環境科学にऔ
り૊んでΈません͔ʁ　海֎でڀݚʂʁ　実ફʂʁ　ڀݚはָしいよʂ

E.coli

中村　貴彦 ।教授
5akahiko /AKAM63A

地域資源利用分野　農村環境工学研究室（７号館２階）

E-mail アドレス：ntaka@nodai.ac.jp
ホームページ：http://www.aC.cyCerhome.ne.jp/_nakayV/
　　　　　　　　（授業用）
所属学会（抜粋）：農業農村工学会、土壌ංྉ学会、土壌物理学会、
　　　　　　　  水環境学会
趣味や特技：旅行、野ٿ、Ϗーチόレーಉ޷会（ސ໰）
出　身　地：௕࡚ݝ
著　　　書：土壌物理実験法なͲ
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地域資源利用分野　地域資源利用工学研究室

中島　亨　准教授

Toru NAKAJIMA

担当授業科目（抜粋）

　測量学（2年前期）、測量実習（2年前期）、応用測量学（2年後期）、土地改良学（3年後期）、

資源管理制度論（4年前期）

研究テーマとその概要

（1）水田や水域における水環境の保全

　水田における水資源の持続的利用を進めつつ

水質改善や生物多様性、農村振興や地域環境の

修復保全を目指しています。

（2）土壌炭素貯留による気候変動緩和・適応策

　世界中の農地への土壌炭素貯留を促進させる

農業管理法（例えば、堆肥、緑肥、不耕起等）によっ

て気候変動緩和と持続的食料生産の両方を達成することを目指しています。

（3）未利用農業残渣や食品廃棄物を用いた途上国でのバイエネルギー開発

　カンボジア王国コンポンチャム州の農村地域のエネルギー環境の改善のため、フルー

ツの廃棄物に着目しメタン発酵によるエネルギー生産を目指しています。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）印旛沼の水質改善に向けた水質浄化植物の適応可能性

　（2）カエルの跳躍能力からみた移動障害となる農業用水路規模

　（3）シロツメクサとハゼリソウの緑肥を適用した土壌の理工学的特性の比較

　（4）福島県相馬市玉野地区における森林からの放射性セシウムの動態

　（5）カンボジアでの加工食品廃棄物によるメタン発酵でのエネルギー生産の可能性

学生へ一言

　何事もポジティブに失敗を恐れずチャレンジしていれば、それが経験となり自分を成長さ

せてくれます。いろんなことにチャレンジし楽しい大学生活を送ってください。

E-mailアドレス： tn206473@nodai.ac.jp

ホームページ：

所属学会（抜粋）： 農業農村工学会、土壌肥料学会、
Soil Science Society of America

趣 味 や 特 技： スキューバダイビング、サーフィン、海外旅行

出    身    地： 滋賀県

著　　　　　書： 農現代農学概論－農のこころで社会をデザイン
する－、Encyclopedia of Soil Science
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地域資源利用分野　農村環境工学研究室

中村　貴彦　教授

Takahiko NAKAMURA

担当授業科目（抜粋）

　測量実習（2年前期）、農村環境工学、農地環境工学（3年前期）、農村計画学（3年後期）

研究テーマとその概要

（1）高生産性・低環境負荷を目指した農地基盤整備

　生産性が高く、環境負荷を与えない農地と農法について、土壌の理工学性に着目しそ

れらの関係を明らかにするとともに、新しい農地の創成について考える。

（2）固液混相系における物質移動と物質循環

　土壌中での水やイオンの移動、水中での微生物や土粒子の移動について明らかにする

ことで、作物生産性の向上、水質浄化対策について考える。

（3）有機性廃棄物および農地からのリンの回収と利用

　生ゴミや作物残渣などの有機性廃棄物の処理方法と、有機性廃棄物および農地からリ

ンを回収し、再度肥料として循環させるための方策について考える。

（4）農村でのエネルギー生産の可能性

　バイオマスや小水力など再生可能エネルギーを農村で生み出すことの可能性について

考える。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）多孔質体の透水性に関する研究

　（2）土壌からのリン回収に関する研究

　（3）家庭系生ゴミの土壌埋設処理と堆肥化に関する研究

　（4）バイオマスの利用推進に関する研究

　(5）マングローブ域土壌に関する研究

学生へ一言

　大学で勉強するのは当然ですが、よき友、よき師に出会い、品格ある人間として成長して

ください。楽しく、厳しく、一日一日をむだにしないで。

E-mailアドレス： ntaka@nodai.ac.jp

ホームページ： http://www.ab.cyberhome.ne.jp/~nakayu/（授
業用）

所属学会（抜粋）： 農業農村工学会、土壌肥料学会、土壌物理学会、
水環境学会、農村計画学会

趣 味 や 特 技： 旅行、野球

出    身    地： 長崎県

著　　　　　書： 土壌物理実験法など
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地域資源利用分野　農村環境工学研究室

トウ　ナロン　准教授

Narong TOUCH

担当授業科目（抜粋）

　農村環境工学・農地環境工学（3年前期）、測量実習（2年前期）、基礎実験（2年後期）

研究テーマとその概要

（1）農村地域における微生物燃料電池の利用高度化

　微生物代謝と電極反応により汚泥・水質浄化と同時に発電できる微生物燃料電池の利

用高度化を目指している。汚泥・水質浄化と発電に加えて、バイオマスの利活用やリン

資源の回収などにも取り組んでいる。

（2）バイオ炭を用いた吸着剤の開発

　籾殻や竹炭、石炭灰などの農業・産業廃棄物を用いた吸着剤製造法の確立を目指して

いる。また、農地環境・水環境の保全への吸着剤の応用、肥料としての使用済吸着剤の

利用法などを検討している。

（3）土壌環境を改善する電気化学手法の開発

　電極反応により土壌化学的環境の改善、および土壌微生物の優先的な活性化ができる

生物電気化学的技術の開発に取り組んでいる。また、本技術による有機農業の生産性の

向上を検討している。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）鉄鋼スラグを用いた微生物燃料電池発電による農業汚水浄化性能の評価

　（2）土壌の生物化学的環境のモニタリング手法の開発

　（3）鉄鋼スラグを用いた堆積物微生物燃料電池における電極材料としての竹炭利用

　(4)太陽電池を併用した堆積物微生物燃料電池によるリンの除去効果

　(5)竹粉末を燃料とした鉄鋼スラグを用いた堆積物微生物燃料電池の性能評価

　(6)鉄鋼スラグを用いた堆積物微生物燃料電池における乳酸菌の働きの解明

　(7)籾殻炭を用いたケイ酸カルシウム水和物の造粒法の検討

　(8)農地土壌におけるリン形態に対する電子流れの制御効果

学生へ一言

　最初から自分ができないと決めつけず、大学生活を通じて自分の潜在能力を引き出してください。

まずは、今の自分にできることをしっかりやれば良い！やりたいことを見つけて、失敗を恐れず飛

び込み、どんどんチャレンジ！ 相談したいことがあれば、いつでもなんでも気楽に来てください。

E-mailアドレス： nt207118@nodai.ac.jp

ホームページ： http://nodaiweb.university.jp/ree/index.htm

所属学会（抜粋）： 農業農村工学会、土木学会、廃棄物資源循環学会

趣 味 や 特 技： 映画観賞、旅行、DIY

出    身    地： カンボジア

著　　　　　書： 微生物燃料電池による廃水処理システム最前線、
応用細胞資源利用学
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担当授業科目（抜粋）

　情報基礎（一）（1年前期）、測量実習（2年前期）、

　環境リモートセンシング工学（3年後期）

研究テーマとその概要

（1）熱帯泥炭地の環境評価

　地上における総炭素の約10%が熱帯泥炭土中にあるとされ

ている。その中で、非常に密な湿地林の発達したインドネシア・

中央カリマンタンの泥炭地における土壌・水・植生を含めた環境をGIS（地理情報システ

ム）やリモートセンシング（衛星画像データ）を用いてモニタリングし、熱帯泥炭地の保全・

管理の重要性を評価する。泥炭土中炭素含有量や地下水位変動の推定手法開発等。

（2）半乾燥地における植生環境モニタリングおよび広域土地ポテンシャル評価

　モンゴル草地において適切管理のための家畜放牧環境を評価する。また東アフリカ半

乾燥地において、効果的に沙漠緑化および農地開発を行うことができる地域を選定する。

これら広域解析を行うにあたり、人工衛星画像や GISデータを用いる。導き出された土

地のポテンシャル（潜在能力）評価は、持続的・効率的土地利用の計画・設計に役立てる。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）関東南部におけるAMeDAS データを用いた気象特性の解明

と地域区分

　（2）GISを用いた北海道におけるアライグマの行動環境解析と

評価

　（3）高解像度衛星画像を用いたモンゴル草地における詳細土

地被覆分類手法の開発

学生へ一言

　大学生活において学ぶことは多岐にわたる。失敗を恐れずチャレンジし、すべての経験を

いいトレーニングとして消化して欲しい。失敗しても、それを改めるのには躊躇せず挑んで

欲しい。

─ 14 ─

  担当授業科目（抜粋）
情報基礎（一）・（二）（1 年前期・後期）、測量実習（2 年前期）、
環境リモートセンシング工学（3 年後期）

  研究テーマとその概要
（1）熱帯泥炭地の環境評価

地上における総炭素の約 10% が熱帯泥炭土中にあるとさ
れている。その中で、非常に密な湿地林の発達したインドネシア・中央カリマンタン
の泥炭地における土壌・水・植生を含めた環境を GIS（地理情報システム）やリモー
トセンシング（衛星画像データ）を用いてモニタリングし、熱帯泥炭地の保全・管理
の重要性を評価する。泥炭土中炭素含有量や地下水位変動の推定手法開発等。

（2）半乾燥地における植生環境モニタリングおよび広域土地ポテンシャル評価
　モンゴル草地において適切管理のための家畜放牧環境を評価する。また東アフリカ
半乾燥地において、効果的に沙漠緑化および農地開発を行うことができる地域を選定
する。これら広域解析を行うにあたり、人工衛星画像や GIS データを用いる。導き
出された土地のポテンシャル（潜在能力）評価は、持続的・
効率的土地利用の計画・設計に役立てる。

  指導学生の卒業論文題目（抜粋）
（1）関東南部における AMeDAS データを用いた気象特性の

解明と地域区分
（2）GIS を用いた北海道におけるアライグマの行動環境解析

と評価
（3）高解像度衛星画像を用いたモンゴル草地における詳細土地被覆分類手法の開発
  学生へ一言

　大学生活において学ぶことは多岐にわたる。失敗を恐れずチャレンジし、すべての経
験をいいトレーニングとして消化して欲しい。失敗しても、それを改めるのには躊躇せ
ず挑んで欲しい。

島田　沢彦 教授
Sawahiko SHlMADA

環境情報利用分野　広域環境情報学研究室（７号館４階）

E-mail アドレス：shima123@nodai.ac.jp
ホームページ：http://www.nodai.ac.jp/eng/original/l-info/
　　　　　　　　shimada/index-j.html
所属学会（抜粋）：日本リモートセンシング学会、日本写真測量学会、
　　　　　　　　地理情報システム学会、日本熱帯生態学会、
　　　　　　　　日本沙漠学会、農業農村工学会
趣味や特技：モーターパラグライダー（中級者）、スキー（上級者）、
　　　　　　旅（達人）
出　身　地：大阪府高槻市
著　　　書：「自然環境解析のためのリモートセンシング・GIS ハン

ドブック」「生物科学系・農学系のための情報処理」

ΠンυωシΞ調査……2012 年９݄

Ϟンΰϧ調査……2012 年８݄

関山　絢子 助教
Ayako SEKIYAMA

環境情報利用分野　広域環境情報学研究室（７号館４階）

E-mail アドレス：a3sekiya@nodai.ac.jp
ホームページ：http://www.nodai.ac.jp/eng/original/index.html
所属学会（抜粋）：日本リモートセンシング学会、日本写真測量学会、

日本沙漠学会、日本景観生態学会
趣味や特技：旅行、自転車ツーリング（最近始めました）
出　身　地：東京都中野区
著　　　書：「生物科学系・農学系のための情報処理」

環境情報利用分野　広域環境情報学研究室

島田　沢彦　教授

Sawahiko SHlMADA

E-mailアドレス： shima123@nodai.ac.jp

ホームページ： ：http://www.nodai.ac.jp/eng/original/
l-info/shimada/index-j.html

所属学会（抜粋）： 日本リモートセンシング学会、日本写真測量学
会、地理情報システム学会、日本熱帯生態学会、
日本沙漠学会、農業農村工学会

趣 味 や 特 技： モーターパラグライダー（中級者）、スキー（上
級者）、旅（達人）

出    身    地： 大阪府高槻市

著　　　　　書：「自然環境解析のためのリモートセンシング・GIS 
ハンドブック」「生物科学系・農学系のための情
報処理」
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  担当授業科目（抜粋）
情報基礎（一）・（二）（1 年前期・後期）、測量実習（2 年前期）、
環境リモートセンシング工学（3 年後期）

  研究テーマとその概要
（1）熱帯泥炭地の環境評価

地上における総炭素の約 10% が熱帯泥炭土中にあるとさ
れている。その中で、非常に密な湿地林の発達したインドネシア・中央カリマンタン
の泥炭地における土壌・水・植生を含めた環境を GIS（地理情報システム）やリモー
トセンシング（衛星画像データ）を用いてモニタリングし、熱帯泥炭地の保全・管理
の重要性を評価する。泥炭土中炭素含有量や地下水位変動の推定手法開発等。

（2）半乾燥地における植生環境モニタリングおよび広域土地ポテンシャル評価
　モンゴル草地において適切管理のための家畜放牧環境を評価する。また東アフリカ
半乾燥地において、効果的に沙漠緑化および農地開発を行うことができる地域を選定
する。これら広域解析を行うにあたり、人工衛星画像や GIS データを用いる。導き
出された土地のポテンシャル（潜在能力）評価は、持続的・
効率的土地利用の計画・設計に役立てる。

  指導学生の卒業論文題目（抜粋）
（1）関東南部における AMeDAS データを用いた気象特性の

解明と地域区分
（2）GIS を用いた北海道におけるアライグマの行動環境解析

と評価
（3）高解像度衛星画像を用いたモンゴル草地における詳細土地被覆分類手法の開発
  学生へ一言

　大学生活において学ぶことは多岐にわたる。失敗を恐れずチャレンジし、すべての経
験をいいトレーニングとして消化して欲しい。失敗しても、それを改めるのには躊躇せ
ず挑んで欲しい。

島田　沢彦 教授
Sawahiko SHlMADA

環境情報利用分野　広域環境情報学研究室（７号館４階）

E-mail アドレス：shima123@nodai.ac.jp
ホームページ：http://www.nodai.ac.jp/eng/original/l-info/
　　　　　　　　shimada/index-j.html
所属学会（抜粋）：日本リモートセンシング学会、日本写真測量学会、
　　　　　　　　地理情報システム学会、日本熱帯生態学会、
　　　　　　　　日本沙漠学会、農業農村工学会
趣味や特技：モーターパラグライダー（中級者）、スキー（上級者）、
　　　　　　旅（達人）
出　身　地：大阪府高槻市
著　　　書：「自然環境解析のためのリモートセンシング・GIS ハン

ドブック」「生物科学系・農学系のための情報処理」

ΠンυωシΞ調査……2012 年９݄

Ϟンΰϧ調査……2012 年８݄

関山　絢子 助教
Ayako SEKIYAMA

環境情報利用分野　広域環境情報学研究室（７号館４階）

E-mail アドレス：a3sekiya@nodai.ac.jp
ホームページ：http://www.nodai.ac.jp/eng/original/index.html
所属学会（抜粋）：日本リモートセンシング学会、日本写真測量学会、

日本沙漠学会、日本景観生態学会
趣味や特技：旅行、自転車ツーリング（最近始めました）
出　身　地：東京都中野区
著　　　書：「生物科学系・農学系のための情報処理」
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環境情報利用分野　広域環境情報学研究室

関山　絢子　准教授

Ayako SEKIYAMA

担当授業科目（抜粋）

　情報基礎（一）（1年前期），測量実習（2年前期），情報処理工学（2年後期），

　応用測量学（2年後期），広域環境情報学（3年前期）

研究テーマとその概要

（1）乾燥地・半乾燥地における草地環境の計測・評価

　乾燥地や半乾燥地において，安定した食料生産のための牧畜は重要な産業です。地理

情報システム（GIS），人工衛星やドローンによる画像データを用いて牧草の量や種類の

ような草地の状況と，家畜の放牧情報を組み合わせて牧養力を求めることで持続可能な

草地利用を目指しています。

（2）UAV（ドローン）による空撮画像を用いた農地および農作物のモニタリング

　農業における省力化や効率化のため，画像を用いた水田・畑地の地表面情報（土壌水分，

温度等）や，作物の生長状況（草丈，成熟度，収量等）の計測手法を検討しています。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）モンゴル・ホスタイ国立公園におけるアカシカの生息地と資源利用

　（2）世田谷区等々力渓谷におけるセンサーカメラを用いたホンドタヌキの生息特性

　（3）UAV 画像を用いた小田原市におけるミカンの生育モニタリング

　（4）ピーカンナッツ圃場におけるUAV画像を用いた土壌水分分布特性の抽出

学生へ一言

　社会で働くということは、それまでに吸収してきたことをアウトプットするということで

す（働き出しても吸収することは継続しますが）。大学では貪欲に吸収し、学びも遊びも一

生懸命取り組んで下さい。何事も、積極的な方に Goですよ！

E-mailアドレス： a3sekiya@nodai.ac.jp

ホームページ： http://www.nodai.ac.jp/eng/original/index.
html

所属学会（抜粋）： 日本リモートセンシング学会、日本写真測量学会、
日本沙漠学会、日本景観生態学会

趣 味 や 特 技： 海外旅行

出    身    地： 東京都

著　　　　　書：「生物科学系・農学系のための情報処理」

「沙漠学事典」
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環境情報利用分野　地水環境工学研究室

渡邉　文雄　教授

Fumio WATANABE

担当授業科目（抜粋）

　生産環境工学概論（1年前期）、環境物理学（3年前期）、流域水文学（3年前期）、地水環

境工学（3年後期）、海外農業開発工学（４年前期）

研究テーマとその概要

（1）植物の生体情報を指標とした適正灌漑時期の判定

　沙漠地や雨の少ない乾燥・半乾燥地での効果的な緑化と節水灌漑を目的に、植物自身

の生体情報（茎径の変化、葉っぱの状態変化など）から灌水時期を判定する。植林樹木

の生存率の向上と灌漑水の究極の節水を目指す。

（2）雨水や灌漑水の有効利用を目指した土壌の浸潤能評価

　雨水あるいは灌漑水が地表面から地中へ浸み込んでいく現象を浸潤といい、土壌の状

態や性質などによりその浸み込んでいく能力は異なる。この土壌の浸潤能などを正確に

評価できれば、地表面での水の収支が明らかとなり、雨水の有効利用や灌漑水の効率的

利用が可能となる。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）乾燥ストレス条件下での植物の生体情報の変化

　（2）ケニア共和国サンブル県における土壌の吸水度を用いた表

面流出量の推定

　（3）点滴灌漑の給水位置の違いがコマツナの根系分布に及ぼす

影響について

　（4）BSCを用いた土壌の水食抑制効果に関する研究

　（5）ウガンダ共和国東部地域の降雨データを用いた GSMapの精

度検証

学生へ一言

　大学の４年間は、皆さんの卒業後の40年間のためにあるところです。あまり目先のことだ

けに、とらわれ過ぎず、広い視野で、いろいろなことにチャレンジし、創造性豊かな人間性

をさらに磨いてください。

Enjoy your campus life！

E-mailアドレス： f-nabe@nodai.ac.jp

ホームページ： http://www.nodai.ac.jp/academics/reg/eng/
lab/1104/

所属学会（抜粋）： 農業農村工学会、日本沙漠学会、土壌物理学会、
ASABE

趣 味 や 特 技： 旅行

出    身    地： 鹿児島県

著　　　　　書： 環境修復の技術－地域環境科学からのアプロー
チ－、スーパー農学の知恵、他
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環境情報利用分野　地水環境工学研究室

鈴木　伸治　教授

Shinji SUZUKI

担当授業科目（抜粋）

　環境気象学（1年後期）、情報基礎（一）（1年前期）、土と水の環境（1年後期）、

　環境土壌物理学（2年前期）、土質力学・演習（2年後期）

研究テーマとその概要

（1）気象・土壌情報を利用した乾燥地農地の保全と生産性向上

　世界の陸地の3分の1以上の面積を占める乾燥地は，降雨の変動が大きいため，しば

しば干ばつに見舞われやすい。本研究では，アフリカ大陸東部の大地溝帯周辺の乾燥・

半乾燥地を対象に，土壌が水の循環に及ぼす影響を明らかにすることを通して，沙漠化

のメカニズムの解明や，環境改善について検討を行っている。

（2）気候変動が農地の熱・水文環境に及ぼす影響の解明

　近年の気候変動は，気温の上昇だけでなく，極端な低温や乾燥，また集中的な豪雨（こ

れらは極端現象と呼ばれる）の発生頻度の増大を引き起こすことが懸念されている。そ

こで極端現象，とくに湿潤や乾燥に対する農地土壌の応答や今後の推移について明らか

にし，気候変動に対応した持続的な土壌管理の在り方を考える。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）短時間強雨による土壌面湛水の観測と評価に関する研究

　（2）土壌水分シミュレーションを用いた土壌の極端な乾湿

　　 の長期変動傾向の解明

　（3）ジブチ国沙漠地帯における硬盤層の特性について

　（4）土壌の種類と温度ならびに初期水分量が凍土の不凍水

　　　量に及ぼす影響

　（5）スピルリナを用いた土壌の保水性の改善について

学生へ一言

　国語、算数、理科、社会、英語は受験のためだけにある

のではありません。大学の研究ではそのすべてが必要とされ、

大いに生かされます。基礎をしっかりと身につけることにより、

乾燥地、寒冷地問わず地球環境で起こっている難しい問題にも、独創性のある方法で対処す

ることができます。

E-mailアドレス： s4suzuki@nodai.ac.jp

ホームページ： http://www.nodai.ac.jp/academics/reg/eng/
lab/1104/

所属学会（抜粋）： 農業農村工学会、日本土壌肥料学会、土壌物理
学会、日本沙漠学会、水文水資源学会、日本農
業気象学会、American Geophysical Union

趣 味 や 特 技： 釣り、楽器（ベース）演奏

出    身    地： 本籍は宮崎県にありますが、茨城県で生まれ、北
海道、青森県、宮城県、千葉県、愛知県、タイ国、
インドネシア国、英国に住んでいました。
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環境基盤創成分野　社会基盤工学研究室

小梁川　雅　教授

Masashi KOYANAGAWA

担当授業科目（抜粋）

　土木材料学（2年前期）、鉄筋コンクリート工学（2年後期）、社会基盤工学（3年前期）

研究テーマとその概要

（1）コンクリート舗装の性能変化に関する研究

　コンクリート舗装の設計は理論的解析を基に行われている。しかしその各種性能の経

年変化は明らかになっておらず、設計の妥当性については定量的には明らかとなってい

ない。またコンクリート舗装には多くの種類があるが、その種類ごとの性能変化も明らか

となっていない。そこで実際に供用されているコンクリート舗装の現況調査と、その舗装

の設計、維持管理履歴を基に性能変化曲線を明らかにする。これを基に現在の設計法の

評価を行う。

（2）コンクリート舗装構造の適正化に関する研究

　コンクリート舗装の設計は理論的解析を背景に行われているが、舗装は経験工学であ

り、その構造が全て理論解析により決定されるわけではない。特にコンクリート版の下

に位置するアスファルト中間層や、コンクリート版内部に配置される鉄網の効果につい

ては、不明な部分が多々ある。本研究は土木研究所との共同研究であり、土木研究所の

舗装走行試験場に施工されたコンクリート舗装の継続的な計測から、中間層および鉄網

の効果を明らかにし、設計に反映させるものである。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）セメントの違いがコンクリートの曲げ強度に与える影響に関する研究

　（2）コンクリート舗装の供用性能調査に関する検討

　（3）供用履歴を受けたコンクリートの曲げ疲労特性に関する研究

学生へ一言

　大学で最も重要なことは、卒業後にどの様に社会に出て行くのかへの展望を持つことです。

これがなければ目的意識を持つことが出来ないため、授業を受けていてその授業の持つ意味

や、学問体系の中での位置づけに気がつくことなく、ただ受け身の受講になってしまいます。

簡単に言えば、将来自分が何になるのかを早く見定め、その目標のために大学の講義や演習、

実験を活用すると言うことです。

E-mailアドレス： elric@nodai.ac.jp

ホームページ：

所属学会（抜粋）： 農業農村工学会、土木学会、コンクリート工学
協会

趣 味 や 特 技： 旅行・食べる事

出    身    地： 宮城県

著　　　　　書： 舗装標準示方書、コンクリート舗装技術資料
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環境基盤創成分野　社会基盤工学研究室

川名　太　教授

Futoshi KAWANA

担当授業科目（抜粋）

　材料力学（1年後期）、基礎力学・演習（1年後期）、構造力学・演習（2年前期）

研究テーマとその概要

（1）舗装の構造評価に関する研究

　多層弾性理論を用いて、車両の走行等によって舗装に生じる応力やひずみの理論解を

誘導し、その理論解に基づく舗装構造解析プログラムの開発を行っている。また、載荷

試験の結果や温度の計測データを逆解析して、弾性係数や熱拡散率といった舗装を構成

する材料の物性値を推定する方法について検討を行っている。

（2）構造物の非破壊調査法に関する研究

　道路や橋梁といった多くの社会基盤は、新設の時代が終わり、膨大な量のストックを

限られた予算および人員で効率的に維持管理していくことが求められている。そのため、

簡易かつ迅速に、また、要求される精度で構造物の状態を把握するための非破壊調査法

の開発とその適用法についての検討を行っている。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）多層弾性理論を用いた舗装の動的構造解析ソフトウェアの開発

　（2）実道におけるアスファルト混合物の熱拡散率の評価

　（3）レーザー式変位計を用いた舗装の連続たわみの評価方法に関する研究

学生へ一言

　目標をしっかり持って、日々の成長を実感しながら生活してほしい。大学生として為すべ

きことを考え、それに前向きに取り組んでいこう。困ったことがあれば、いつでも相談に来

てください。

E-mailアドレス： fk205262@nodai.ac.jp

ホームページ：

所属学会（抜粋）： 農業農村工学会、土木学会、地盤工学会

趣 味 や 特 技： 旅行（温泉と食べ歩き）

出    身    地： 埼玉県
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環境基盤創成分野　水利施設工学研究室

岡澤　宏　教授

Hiromu OKAZAWA

担当授業科目（抜粋）

　土と水の環境（1年後期）、測量実習（2年前期）、水理学・演習、応用測量学（2年後期）

　水利施設工学（３年前期）

研究テーマとその概要

（1）WebGIS 型セマンティックモデルを活用した生態系サービス評価

　我々の生活は、健全な生態系管理によって様々な恩恵を受けている。特に森林生態系に

よる保水機能、農地生態系による水管理や土壌管理によって、洪水緩和機能や土壌保全機

能が発現し、近年の気候変動に伴う気象災害リスクが軽減されている。ここでは、海外と

の共同研究で進めているWebGIS型セマンティックモデルであるk.LABを活用して、日本国

内における農村地域の災害軽減リスク評価ができるアプリケーションの開発を行っている。

（2）河川水質指標を用いた農村地域の景観・環境評価手法の開発

　農村景観とは単に景色を表すのではなく，その土地に適した生態系，気候・気象，人

間活動，土地利用から形成される地域環境を広域的に捉えたものである。ここでは，河

川水質を環境指標とし，環境モデリングによるシミュレーション技術を用いて農村景観

の構成主要因である土地利用と窒素・リンに代表される物質循環を評価するための手法

を開発し、流域環境・人間活動・経済のサステイナビリティの向上を目指した地域開発

について研究をしている。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）農業流域を対象とした TOPMODEL（水文流出モデル）の適用性に関する研究

　（2）Web 型 GISによる農業地域の洪水評価

　（3）傾斜地における小型 UAV（ドローン）による地形計測の精度評価

　（4）気象データの組み合わせが Penman-Monteith モデルの蒸発散量推定に及ぼす影響

学生へ一言

　4年間の大学生活で、おおいに学び、ほどほどに遊び、広い交友関係を築き上げて下さい。

また、壁にぶち当たったら、ひとりで悩まずに友達や教員に気兼ねなく相談して下さい。

E-mailアドレス： h1okazaw@nodai.ac.jp

ホームページ：

所属学会（抜粋）： International Society of Rural and Emironmental 
Development、日本水環境学会、応用生態工学会、
農業農村工学会

趣 味 や 特 技： サッカー、ドライブ

出    身    地： 長野県長野市

著　　　　　書：「Participatory Strategy for Soil and Water
Conservation」「Sustainable Agriculture with 
Organic Fertilizer」など「基礎から学ぶ水理学」

（理工図書）・「あたらしい測量学」（コロナ社）など
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環境基盤創成分野　水利施設工学研究室

マスケ　サラベス　助教

Sarvesh MASKEY

担当授業科目（抜粋）

　水理学，水理学演習，基礎実験，専攻実験，専攻演習，卒業論文

研究テーマとその概要

　研究テーマは主に次に分類されます。

　（1）堆肥など有機資源利用：微生物による堆肥発酵及び肥沃促進 /バイオ炭による農業由

来の温室効果ガス排出制御

　（2）水文モデルの開発：積雪寒冷地における持続可能な小水力発電ポテンシャルの評価 /

水文モデル開発のため気象パラメータのスクリーニング

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

（1）農林地流域河川における水文モデルの開発と気候変動シミュレーション

（2）軽石を活用した沖縄県土壌の改良に関する研究

（3）農地排水を対象としたリサイクル材による水質浄化システムの開発

（4）製鋼スラグを活用した土壌改良材の開発に関する研究

（5）下水処理水を活用した水耕栽培の実証実験に関する研究

（6）ハウス栽培における遠隔水質モニタリングシステムの開発に関する研究

学生へ一言

　気候変動による農業への影響をキーワードに有機物資源利用による持続可能なアプローチ

を考えてみましょう。

E-mailアドレス： sm207888@nodai.ac.jp

ホームページ：

所属学会（抜粋）： 国際農村開発学会

趣 味 や 特 技： サイクリング・クリケット

出    身    地： ダラン、ネパール
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機械システム創成分野　バイオロボティクス研究室

田島　淳　教授

Kiyoshi TAJlMA

担当授業科目（抜粋）

　エネルギー工学（２年前期）、計測・制御工学（３年前期）、農業・建設機械学、設計製図、

　バイオロボティクス（３年後期）

研究テーマとその概要

（1）太陽電池駆動型農作業ロボットの開発

　太陽電池を始めとする自然エネルギーは、一般的にエネルギー密度が低い（広く薄く

分布する）。それに対し、化石燃料は高密度である。現代文明は、後者の一極集中型の

エネルギーを消費するときに効率が高いシステムを目指してきた。前者を高効率で利用

するためにシステムを見直す研究。太陽電池駆動と全自動化により環境保全型農業の可

能性を模索する。

（2）局所耕うん法の開発

　脱化石燃料のための耕うんシステムはどうあるべきかを栽培実験を通して検討する。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）局所耕うん法の開発

　（2）太陽電池駆動型農作業システムの開発

　（3）太陽電池アシスト型樹木残さ処理システムの開発

学生へ一言

　　頭の中で考えたことを現実のものにするという“ものづくり”は人類特有の活動です。

そして、その創造活動の中で最も重要な手段が、絵を描くことと手を動かすこと。目で見て

手を動かす。きっと活性化した学生生活が楽しめるはずです。

E-mailアドレス： tajima@nodai.ac.jp

ホームページ： http://www.nodai.ac.jp/eng/laboratory.html

所属学会（抜粋）： 農業食料工学会、日本農作業学会、日本太陽エ
ネルギー学会、風力エネルギー協会、日本沙漠
学会

趣 味 や 特 技： 壊れ物修理、車整備、楽器演奏

出    身    地： 東京都

著　　　　　書： コンピュータで学ぶ振動計測入門、地域環境科学
概論
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機械システム創成分野　バイオロボティクス研究室

佐々木　豊　教授

Yutaka SASAKI

担当授業科目（抜粋）

　情報基礎（一）、情報基礎（二）、生産機械情報工学、基礎実験、専攻実験、

　バイオロボティクス、卒業論文など

研究テーマとその概要

　　研究テーマは主に次に分類されます。

　（1）AI・スマートアグリグループ：スマート生産（植物工場㸭アクアポニックス㸭養Ṫ）㸭

NA-アグリテックドローン㸭AIエッジコンピューティング＆ロボティクス㸭メタ＆AR㸭

知農ロボット

　（2）アグリテック㸭昆虫・代᭰タンパクグループ：食品ロス用㣫料設計㸭昆虫スマート生

産㸭廃熱利用型生産技術開発㸭ハイブリット生産技術開発㸭昆虫生産用コンテナの設

計開発

　（3）野生鳥獣対策スマートアグリグループ：GISハンターマップ㸭スマートトラップ

　（4）アグリEdTech 㸭ベンチャーグループ

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）食品ロスを活用した昆虫生産システムの構築－昆虫スマートアグリシステムの開発－

　（2）AIを活用した ARシステムの開発－みかん๧定作業への応用－

　（3）野生獣対策用スマートトラップの開発－野外用装置の試作－

学生へ一言

　ICT や AIなど先端技術（テック）を中᰾に、D;（デジタルトランスフォーメーション）、

;-tech（クロステック）、オープンイノベーション、ベンチャーをキーワードに社会問題を具

体的に解決する研究開発を、多くの企業・団体・大学研究室と行っています。未来農業に向

けて一⥴にチャレンジしませんか？

E-mailアドレス： y3sasaki@nodai.ac.jp

ホームページ：

所属学会（抜粋）： 農業情報学会

趣 味 や 特 技： カタン、狩猟（第一種銃猟免許・わな猟免許所有）

出    身    地： 山口県

著　　　　　書： スマート農業　農業・農村のイノベーションと
サスティナビリティ（農林統計出版）
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機械システム創成分野　農産加工流通工学研究室

村松　良樹　教授

Yoshiki MURAMATSU

担当授業科目（抜粋）

熱力学（1年後期）、エネルギー工学（2年前期）、食品工学（2年後期）、農産加工流通工

学（３年前期）、食品工学概論（応用生物科学部、3年後期）

研究テーマとその概要

（1）農産物の加工流通過程における輸送現象に関する研究

　農産物の乾燥や復水および各種の伝熱操作（調理加熱含む）過程における物質（水分

など）移動や熱移動現象を測定する。数値計算手法を活用して現象変化を定量的かつ定

性的に把握する。さらに加工操作条件と品質との関係も調べ、最適加工操作条件の確立

を目指す。

（2）農産物の物性測定と予測法に関する研究

　農産物の加工流通プロセスの最適化や品質制御、品質評価に必要となる物性や美味し

さの指標となる物性を測定するとともに、その推算法を構築する。また、逆問題手法（パ

ラメータ推定法）を活用した物性推算にも取り組む。さらに得られた物性値を利用して

コンピュータシミュレーションを行う。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

（1）食品および食品素材の熱物性の測定

（2）食品および農産物の乾燥特性の測定

（3）食品および農産物の復水特性の測定

学生へ一言

　大学は能動的に学ぶところです。知的好奇心を満たすよう自ら学ぶ姿勢を持って下さい。

また、大学生活では人生に大きく影響する出会いがあるかもしれません。達成感や充足感を

持って農大を巣立てるように、充実した農大生活を送って下さい。

E-mailアドレス： y-murama@nodai.ac.jp

ホームページ：

所属学会（抜粋）： IFT（Institute of Food Technologists）、 日
本食品科学工学会、日本食品工学会、日本食品
保蔵科学会、日本熱物性学会、農業施設学会、
農業食料工学会、美味技術学会、冷凍空調学会

趣 味 や 特 技： 散歩

出    身    地： 静岡県

著　　　　　書： 農産食品プロセス工学（文永堂出版）、よくわか
る農業施設用語解説集（筑波書房）、乳肉卵の機
能と利用（アイ・ケイ・コーポレーション）
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機械システム創成分野　農産加工流通工学研究室

川上　昭太郎　准教授

Shotaro KAWAKAMI

担当授業科目（抜粋）

　機械力学（2年後期）、計測制御工学（3年前期）、農産加工流通工学（3年前期）

研究テーマとその概要

（1）流通時における切り花の非破壊品質評価法の検討

　切り花のホームユース需要が増加する中、消費者は日持ちの良い切り花を求め、さらに、

生産から小売店までの一貫した鮮度・品質保持流通が必要とされている。鮮度・品質を

損なわない輸送技術の確立を目指す。

（2）青果物の鮮度・品質保持に関する研究

　収穫後の青果物の鮮度・品質をできるだけ損なわず

に、消費者に届けるための技術開発を目指している。青

果物の鮮度・品質を客観的に評価するための測定方法、

流通過程での鮮度・品質低下を防ぐための包装材につ

いて検討している。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

　（1）ストックポイントを利用したキク切り花の共同輸送

　（2）農産物流通におけるドライバー不足の改善について　

―ストックポイントを想定したブロッコリーの鮮度保

持輸送の検討―

　（3）腎臓病患者のための低リン米 ―精米条件の違いによ

る精白米の形状制御―

学生へ一言

　せっかく農大に入学したのだから、農大でしか学べない

こと、体験できないことなどを一つでも多く学び体験してく

ださい。

E-mailアドレス： taro@nodai.ac.jp

ホームページ： http://www.bee-nodai.jp/

所属学会（抜粋）： 農業食料工学会、農業施設学会、園芸学会、日
本食品科学工学会、美味技術学会、農業生産技
術管理学会、日本農業教育学会

趣 味 や 特 技： スポーツ観戦、ScubaDiving、チェロ

出    身    地： 東京都

著　　　　　書：（共）里山の自然とくらし（東京農業大学出版）、
（共）農産食品プロセス工学（文永堂出版）

─ 2� ─

坂口　栄一郎 教授
Eiichiro SAKAG6$HI

機械システム創成分野　農産加工流通工学研究室（７号館４階）

E-mail アドレス：h-ro@nodai.ac.jp
ホームページ：http://www.nodai.ac.jp/eng/original/index.html
所属学会（抜粋）：農業৯ྉ工学会、คମ工学会、日本৯඼科学工学会、
農業工学会、化学工学会、ඒຯٕज़学会ࡍࠃ　　　　　　　　
趣味や特技：ܰい൩ऌ、ॊೈମૢ
出　身　地：ฌݝݿ
著　　　書：คମシϛϡレーシϣンೖ໳、　フΝイテク How to Έ

る・き͘・は͔る、農࢈物性科学（ᶗ）、農࢈৯඼
ϓϩセス工学

  担当授業科目（抜粋）
熱力学（1 年後期）、ΤネルΪー工学（2 年前期）、農࢈Ճ工ྲྀ௨工学（3 年前期）

  研究テーマとその概要
（1）ਫ਼密ਫ਼ถٕज़

a ञ ଄ 用 ਫ਼ ถʜ日本ञ੡଄ݪྉとして、௿ࡅถ率で௿タンパク࣭ೱ度のਫ਼നถを
௿ίストで੡଄するٕज़をݕ౼する。

C ୹ཻछ൧用ਫ਼ถʜਫ਼ถํ法やਫ਼നถঢ়態がߙ૚のཹ࢒ঢ়態ɼ৯ຯɼਫ਼നถの化学੒
分にٴ΅すӨڹをݕ౼するɽ

c ௕ཻछ൧用ਫ਼ถʜアジアやアフリカでの௕ཻछਫ਼ถのݱঢ়をௐࠪし、՝୊にରして
。する౼ݕ地の実情に߹ͬたਫ਼ถٕज़をݱ

ମ力学߹ूཻࠄ（2）
　選ผ、乾燥、໮すり、ਫ਼ถ、ൖૹ、ஷଂなͲ、ཻࠄのऩ֭Ҏ߱のՃ工ྲྀ௨ٕज़の改
ྑや৽ٕज़の開発のために、ूཻࠄ߹ମの力学的ڍ動を解析する。その手法の一ͭと
してίンϐϡータシϛϡレーシϣンモデルを開発する。

  指導学生の卒業論文題目（抜粋）
（1）൧用ਫ਼നถにおけるߙ૚のআڈにͭいて
（2）ञ଄用ਫ਼നถのܗঢ়とૈタンパク࣭ೱ度の関܎　ʵਫ਼ന率 �0% までのݕ౼ʵ
（3）཭ࢄ要素法による実用ञ଄用ࣜ࡟ݚਫ਼ถモデルの開発　ʕཻྲྀࢠ動ঢ়態の推定ʕ
（4）実用ञ଄ਫ਼ถ中の消අΤネルΪーとࡅถ率にͭいて

川上　昭太郎 ।教授
Shotaro KA8AKAMI

機械システム創成分野　農産加工流通工学研究室（７号館４階）

E-mail アドレス：taro@nodai.ac.jp
ホームページ：http://www.Cee-nodai.jp/
所属学会（抜粋）：農業৯ྉ工学会、農業ࢪ設学会、Ԃܳ学会、日本৯

඼科学工学会、ඒຯٕज़学会、農業生ٕ࢈ज़管理学会、
日本農業教ҭ学会

趣味や特技：スポーツ観ઓ、ScVCaDiWing、チΣϩ
出　身　地：東京都
著　　　書：（ڞ）ཬࢁの自然と͘らし（東京農業大学出൛）、（ڞ）

農࢈৯඼ϓϩセス工学（จӬಊ出൛）

担当授業科目（抜粋）
ց力学（2ػ 年後期）、計測੍ޚ工学（3 年前期）、農࢈Ճ工ྲྀ௨工学（3 年前期）

研究テーマとその概要
（1）ྲྀ௨࣌における切りՖの非ഁյ඼࣭評価法のݕ౼

　切りՖのϗームϢースध要が૿Ճする中、消අ者は日持ͪのྑい切りՖをٻめ、
さらに、生͔࢈らখചళまでの一؏した઱度・඼࣭保持ྲྀ௨がඞ要とされている。
઱度・඼࣭をଛなわない༌ૹٕज़の֬立を໨ࢦす。

（2）੨果物の઱度・඼࣭保持に関するڀݚ
　ऩ֭後の੨果物の઱度・඼࣭をできるͩけଛなわず
に、消අ者にಧけるためのٕज़開発を໨ࢦしている。
੨果物の઱度・඼࣭を٬観的に評価するための測定ํ
法、ྲྀ௨աఔでの઱度・඼࣭௿下を๷͙ためのแ૷ࡐ
にͭいてݕ౼している。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）
（1）ίールドチΣーンの中அがアスパラΨスの඼࣭に༩

͑るӨڹ  ʕแ૷ࡐのҧいによる඼࣭保持のՄ能性
ʕ

（2）アルストϩϝリア切りՖの非ഁյ઱度評価ํ法のݕ
౼　ʕ༿のද໘৭によるクϩϩフΟルの測定ʕ

（3）௿Թྲྀ௨におけるώートシϣック࣌の඼࣭保持効果
にͭいて ʕMA แ૷によるブϩッίリーの඼࣭保
持のՄ能性ʕ

学生へ一言
　せ͔ͬ͘農大にೖ学したの͔ͩら、農大でし͔学べな
いこと、ମ験できないことなͲを一ͭでも多͘学びମ験
してͩ͘さい。
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江上　親宏 ।教授
$hikahiro EGAMI

教養分野　数学研究室（10号館２階）

E-mail アドレス：ce20�3�0@nodai.ac.jp
ホームページ：
所属学会（抜粋）：日本਺学会、日本਺理生物学会、਺理経ࡁ学会
趣味や特技：スポーツ観ઓ、ࢠͲもと༡ぶこと
出　身　地：京都府
著　　　書：ඍ生物の力学系ʵέモスタット理࿦を௨して （ɻڞ༁）

担当授業科目（抜粋）
਺学、਺学ԋ習（1 年前期）、Ԡ用਺学、Ԡ用਺学ԋ習（1 年後期）、౷計学（2 年前期）

研究テーマとその概要
（1）非ઢ݁ܗ߹ৼ動ࢠ系のಉ期ݱ象の解析

いのঢ়態を変化さޓ、をԿら͔のํ法でͭな͗߹せたときࢠた性࣭を持ͭৼ動ࣅ　
せながらڞ௨のप期を持ͭৼ動にؕることがある。これはಉ期ݱ象とݺ͹れ、自然
科学や生໋科学の分野で੝んにڀݚされている。ݱ在、ࢲはリϛットαイクルৼ動
。をਐめているڀݚ象をର象に、理࿦と実験の྆ྠでݱ͹れるݺとࢠ

#; ൓ԠにΑる結߹ৼಈܥࢠの࣮ݧ WBO EFS 1PM ݧ結߹ৼಈճ࿏の࣮ܕ

（2）਺理生物学
　生態系、໔Ӹ系、఻છපなͲ、生物学に関わる༷ʑなシステムのؒ࣌発లを਺学
モデルでදݱし、それを਺学理࿦や計ػࢉを࢖ۦして解析する学໰分野である。生
物ݱ象を解析するために৽しい਺学理࿦がߏஙされ、਺学理࿦の発లにより生物ݱ
象が一૚ਂ͘解明される。最近では、生態系保全、ප気ྍ࣏、૑ༀڀݚ΁のԠ用の
道がٸ଎に広がりͭͭある。

学生へ一言
　਺学・Ԡ用਺学のٛߨをとおして、਺学の࢖いํͩけでな͘、「科学と޲き߹う࢟੎」
をօさんに఻͑て行きたいと͑ߟています。大学生活では、ྑき༑をͭݟけ、಄とମと
৺をし͔ͬり஁͑て、い͔ͭ自分のٕज़でࣾ会や地ٿ環境にݙߩするເを持ͪ続けて͘
ͩさい。

教養分野　数学研究室（10 号館２階）

江上　親宏　教授

Chikahiro EGAMI

担当授業科目（抜粋）

数学・演習（1年前期）、応用数学・演習（1年後期）、統計学（2年前期）

研究テーマとその概要

（1）非線形結合振動子系の同期現象の解析

　「同期」とは、複数の振動子（自発的にリズムを刻めるユニット）をつなぎ合わせたとき、

集団として1つのリズムを刻み始める現象のことである。微分方程式の理論を応用して、

同期現象の分類や発生条件について研究している。

E-mailアドレス： ce205380@nodai.ac.jp

ホームページ：

所属学会（抜粋）： 日本数学会、日本数理生物学会、数理経済学会、
日本工学教育協会

趣 味 や 特 技： スポーツ観戦、サッカー 4 級審判員・公認 D 級
コーチ、教育士（工学・技術）

出    身    地： 京都府

著　　　　　書： 微生物の力学系－ケモスタット理論を通して－
（共訳）

（2）数理生物学

　生態系、免疫系、伝染病など、生物学に関わる様々なシステムの時間発展を数学モデ

ルで表現し、それを数学理論や計算機を駆使して解析する学問分野である。生物現象を

解析するために新しい数学理論が構築され、数学理論の発展により生物現象が一層深く

解明される。

指導学生の卒業論文題目（抜粋）

（1）果樹の害虫防除に向けた昆虫個体群の構造モデルの解析

　（2）テンサイそう根病流行の地温・土壌水分依存モデル

　（3）ポンプにより結合した BZ振動子系の同期モード分析

学生へ一言

数学の講義をとおして、「科学と向き合う姿勢」を皆さんに伝えて行きたいと考えています。

大学生活では、良き友を見つけ、頭と体と心をしっかり鍛えて、自分の技術で社会や地球環

境に貢献する夢を持ち続けてください。
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�ɽ���� ೥౓ɹ生産環境工学科学ڃ୲೚Ұཡ

○学級担任の主な業務

　各学年の学級担任は、学生が入学してから卒業までの期間に充実した学生生活が送れる

よう、以下のような学生の指導や支援を行っている。

・成績相談や進級判定および卒業に関する対応

・休学願・退学願・復学願・学費延納願，等の提出に関する相談や提出後の手続き

・年度始めのガイダンス

なお、年度始めのガイダンスは各学年ごとに実施し、その内容は次の通りである。

① １年次生については、入学式翌日ないしは翌々日の学科別ガイダンスで、学生生活にか

かわるすべての事項（教育システム、学生生活面、図書館利用、JABEEプログラム関係、

就職・進学情報、農工会の役割など）について説明を行う。また、前期授業のフレッシュ

マンセミナーを担当し、その中で大学生活に関する説明を改めて詳細に行う。

② ２年次生については、後期の基礎実験の分野分けから始まる教育コース選択についての

説明、進級条件の再確認、卒業生の進路情報の提供による意識付け、JABEEプログラム

の内容と履修に当たっての注意事項などについての指導を行う。

③ ３年次生については、進級条件の指導や就職活動ならびに公務員対策講座についての情

報提供、有意義な研究室活動の取組み、JABEEプログラム履修希望生への手続き情報の

提供などを行う。

④ ４年次生については、就職活動に関する大学・学科での取組みなどの情報提供ならびに

卒業論文作成に関する注意事項、JABEE プログラム履修生の成績やポートフォリオ作成

などについての指導を行う。
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　生産環境工学科では図Ⅱ-1に示すように「生産環境コース」と「技術者養成コース」の

２つの教育コースを用意しており、本学科の学生は 2年間の共通教育課程の後、３年次進級

時にいずれかのコースを選択しなければならない。　

　この２つの教育コースの詳細内容については後述する通りである。「生産環境コース」を

修了するためには文部科学省の定める卒業要件である124単位の取得が求められる。「技術

者養成コース」においては、（社）日本技術者教育認定機構（JABEE）が別途定める修了要件

を満たすことが求められる。「生産環境コース」では修了に必要な科目の評価がすべて「可」

であってもよいが、「技術者養成コース」では指定科目については評価の内容が問われる。

　このように、「技術者養成コース」の修了要件は「生産環境コース」よりも若干厳しい形

となっている。「技術者養成コース」修了者は、卒業後には「修習技術者」という国家資格

が取得できるというメリットがある。
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�ɽ教育ίーεのબ୒
　生࢈環境工学科では図Ⅱ-1にࣔすように「生࢈環境ίース」と「ٕज़者ཆ੒ίース」の̎

ͭの教ҭίースを用ҙしており、本学科の学生は2年ؒのڞ௨教ҭ՝ఔの後、̏年࣍ਐ級

　。にいずれ͔のίースを選୒しなけれ͹ならない࣌

　この̎ͭの教ҭίースの詳細಺༰にͭいては後ड़する௨りである。「生࢈環境ίース」

をमྃするためにはจ部科学লの定めるଔ業要݅である124୯位のऔಘがٻめられる。「ٕ

ज़者ཆ੒ίース」においては、これにՃ͑て、（ࣾ）日本ٕज़者教ҭೝ定ߏػ（+A#EE）

がผ్定めるमྃ要݅をຬたすことがٻめられる。ݴい͑׵ると、「生࢈環境ίース」で

はमྃにඞ要な科໨の評価がすべて「Մ」であͬてもよいが、「ٕज़者ཆ੒ίース」ではࢦ

定科໨にͭいては評価の಺༰が໰われる。

　このように、「ٕज़者ཆ੒ίース」のमྃ要݅は「生࢈環境ίース」よりもएݫׯしいܗ

となͬている。「ٕज़者ཆ੒ίース」मྃ者は、ଔ業後には「म習ٕज़者」というࠃ家֨ࢿ

がऔಘできるというϝリットがある。
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図Ⅱ-1　教育コース選択の概要
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　生産環境工学科では図Ⅱ-1に示すように「生産環境コース」と「技術者養成コース」の

２つの教育コースを用意しており、本学科の学生は 2年間の共通教育課程の後、３年次進級

時にいずれかのコースを選択しなければならない。　

　この２つの教育コースの詳細内容については後述する通りである。「生産環境コース」を

修了するためには文部科学省の定める卒業要件である124単位の取得が求められる。「技術

者養成コース」においては、（社）日本技術者教育認定機構（JABEE）が別途定める修了要件

を満たすことが求められる。「生産環境コース」では修了に必要な科目の評価がすべて「可」

であってもよいが、「技術者養成コース」では指定科目については評価の内容が問われる。

　このように、「技術者養成コース」の修了要件は「生産環境コース」よりも若干厳しい形

となっている。「技術者養成コース」修了者は、卒業後には「修習技術者」という国家資格

が取得できるというメリットがある。

1．教育コースの選択

Ⅱ　コースの紹介と履修

・
測
量
士
補*

1 年次 2 年次 3 年次 4 年次 取得資格

入

学

【共 通】

・専門基礎科目の習得
・教養的科目の習得
・就職への動機付け
・専攻分野の選択

【生産環境コース】
・専門科目の習得
・卒業論文の作成
・卒業要件の達成  

卒

業

・
測
量
士
補*

学
・

士

【技術者養成コース】
・専門科目の習得
・卒業論文の作成
・卒業要件の達成  
・JABEE 修了要件の達成

了
修
・
業
卒

者
術
技
習
修
・

学
・

士

図Ⅱ-1　教育コース選択の概要

・測量士補資格取得有無の選択*
 （* 表Ⅱ-2参照）
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�ɽ教育ίーεのબ୒
　生࢈環境工学科では図Ⅱ-1にࣔすように「生࢈環境ίース」と「ٕज़者ཆ੒ίース」の̎

ͭの教ҭίースを用ҙしており、本学科の学生は2年ؒのڞ௨教ҭ՝ఔの後、̏年࣍ਐ級

　。にいずれ͔のίースを選୒しなけれ͹ならない࣌

　この̎ͭの教ҭίースの詳細಺༰にͭいては後ड़する௨りである。「生࢈環境ίース」

をमྃするためにはจ部科学লの定めるଔ業要݅である124୯位のऔಘがٻめられる。「ٕ

ज़者ཆ੒ίース」においては、これにՃ͑て、（ࣾ）日本ٕज़者教ҭೝ定ߏػ（+A#EE）

がผ్定めるमྃ要݅をຬたすことがٻめられる。ݴい͑׵ると、「生࢈環境ίース」で

はमྃにඞ要な科໨の評価がすべて「Մ」であͬてもよいが、「ٕज़者ཆ੒ίース」ではࢦ

定科໨にͭいては評価の಺༰が໰われる。

　このように、「ٕज़者ཆ੒ίース」のमྃ要݅は「生࢈環境ίース」よりもएݫׯしいܗ

となͬている。「ٕज़者ཆ੒ίース」मྃ者は、ଔ業後には「म習ٕज़者」というࠃ家֨ࢿ

がऔಘできるというϝリットがある。
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図Ⅱ-2　実験・演習科目の履修フロー

※原則として分野の変更は認めない
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�ɽ࣮ݧ・ԋश科໨のཤम
　 「生࢈環境ίース」および「ٕज़者ཆ੒ίース」の྆ίースとも、̐年࣍でଔ業࿦จを

前期までにおいて、ඞम科໨で࣍後期より4年࣍੒するために図Ⅱ-2にࣔすように̎年࡞

ある生࢈環境工学基礎ԋ習・基礎実験・ઐ߈実験・ઐ߈ԋ習（一）・ઐ߈ԋ習（二）の科໨

をཤमしなけれ͹ならない（授業಺༰にͭいては、「シラόス」をࢀরすること）。

　また、基礎実験における分野の選୒とઐ߈実験における分野಺ࣨڀݚの選୒、そしてઐ

๬者਺にภりが生͡なرには、いずれもࡍԋ習（二）とଔ業࿦จにおける教һの選୒の߈

いようௐ੔を行ͬている。なお、2年࣍後期の基礎実験におけるઐ߈分野選୒Ҏ߱は、ݪ

ଇとして分野の変ߋはೝめていない。このため、̎年࣍前期基礎ԋ習をཤमするとともに

֤分野の಺༰にͭいて本Ψイドをख़ಡすることがٻめられる。ซせて、௚઀ࣨڀݚを๚໰

してڀݚ活動やଔ業生のਐ࿏ঢ়گなͲをॴଐ教һ等͔らઆ明をडけॆ分理解し、分野選୒

を行うことが๬ましい。ߟࢀのために、ฏ੒2�年度の̎年࣍生がͲのようにして分野に関

する情報をಘ、ر๬をܾ定したの͔にͭいてのアンέート݁果を図Ⅱ-3にࣔした。

なお、本学ではઅ੍度とݺ͹れるਐ級੍ݶを設けており、̎年にਐ級するときには20୯

位Ҏ上、̏年にਐ級するときには�0୯位Ҏ上、̐年にਐ級するときには�0୯位Ҏ上のن定

があり、これに達さない৔߹はਐ級できないことになͬている。計画的な୯位習ಘに৺が

けること。

図Ⅱ-2　実験・演習科目の履修フロー

͸ೝΊͳ͍ߋଇͱͯ͠෼໺のมݪ˞
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　「生産環境コース」および「技術者養成コース」の両コースとも、４年次で卒業論文を作

成するために図Ⅱ-2に示すように２年次後期より4年次までにおいて、必修科目である基

礎実験・専攻実験・専攻演習（一）・専攻演習（二）・専攻演習（三）の科目を履修しなけれ

ばならない（授業内容については、「シラバス」を参照すること）。

　また、基礎実験における分野の選択と専攻実験における分野内研究室の選択、そして専攻

演習（二）・専攻演習（三）と卒業論文における教員の選択の際には、いずれも希望者数に

偏りが生じないよう調整を行っている。なお、2年次後期の基礎実験における専攻分野選択

以降は、原則として分野の変更は認めていない。このため、各分野の内容について本ガイド

を熟読することが求められる。併せて、直接研究室を訪問して研究活動や卒業生の進路状況

などを所属教員等から説明を受け充分理解し、分野選択を行うことが望ましい。参考のため

に、令和元年度の２年次生がどのようにして分野に関する情報を得て、希望を決定したのか

についてのアンケート結果を図Ⅱ-3に示した。

なお、本学では節制度と呼ばれる進級制限を設けており、２年に進級するときには 20単

位以上、３年に進級するときには 50単位以上、４年に進級するときには 90単位以上の規定

があり、これに達さない場合は進級できないことになっている。計画的な単位習得に心がけ

ること。
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図Ⅱ -3　分野選択に関する学生の意識・行動（令和 3年度 2年生　75 人回答）
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【希望分野の決定時期】            【研究室訪問の有無】

  

図Ⅱ -3 分野選択に関する学生の意識・行動（令和 3年度 2 年生 75 人回答）
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�ɽཤमํ๏
　֤学科でのཤमに౰たͬては「学生生活ハンドブック」と「ཤमのてびき」に詳細がࡌܝ

されているが、その基本を࣍にࣔす。また、生࢈環境工学科で開ߨされているカリキϡラ

ムを表Ⅱ-1にࣔす。

①履修計画

　̍年ؒのཤम計画を立てཤमొ࿥をしなけれ͹ならない。そのために、授業科໨഑౰ද

とٛߨ要 （߲シラόス）をख़ಡしカリキϡラムの֓要を೺Ѳすること。

②卒業単位数と必修・選択科目

　֤授業科໨の୯位਺は、授業のํ法にԠ͡てҟなり౰֘授業による教ҭ効果、授業ؒ࣌

֎にඞ要な学習等をྀߟしてܾめられている。すなわͪ、ٛߨ科໨の̎୯位とは�0分授業

（ि̍ίマという）を1�ճ実ࢪするもので、これにରして、実験・実習科໨は1�0分授業（ि

̎ίマ）を1�ճ実ࢪするものである。

　ଔ業にඞ要な総୯位਺は124୯位で、このうͪඞम科໨は��୯位（学部総߹1�୯位、学科

ઐ໳�1୯位）、選୒ඞम科໨は12୯位Ҏ上、選୒科໨は44୯位Ҏ上をऔಘしなけれ͹なら

ない。選୒科໨はઐ໳性を෯広͘学習するとともにকདྷのਐ࿏や֨ࢿऔಘなͲを͑ߟてଔ

業要݅をຬたすようにཤमしなけれ͹ならない。

③履修登録と単位数の制限

　ཤमొ࿥に౰たͬては̍年ؒにཤमできる୯位਺の੍ݶがあるので஫ҙしなけれ͹なら

ない。すなわͪ、̍年ؒにཤमొ࿥できる୯位਺の上ݶは4�୯位（ଞ学科・ଞ学部ௌߨ、

ӳޠઐ໳、全学ڞ௨科໨を含Ήが、教৬՝ఔ科໨および学ज़情報՝ఔ科໨はআ֎）で、さ

らに֤学期（前期・後期）にཤमできる୯位਺の上ݶは2�୯位（ଞ学科・ଞ学部ௌߨ、ӳޠ

ઐ໳、全学ڞ௨科໨を含Ή）である。たと͑͹、前期に୯位਺の上ݶである2�୯位をཤम

ొ࿥した৔߹は、後期では࢒る24୯位し͔ཤमがೝめられない。

　なお、ଞ学科・ଞ学部ௌߨは在学中に1�୯位までཤमがՄ能（実験・実習・ݚम科໨、

ӫཆ科学科ઐ໳教ҭ科໨ならびに上級学年഑౰科໨はཤमできない）で、ଔ業要݅୯位に

Ճ͑ることができる。

　測量ิ࢜औಘにඞ要な科໨と୯位਺は表Ⅱ-2にࣔすとおりである。

④分野別選択科目

　̎年͔࣍らの分野ผॴଐでઐ໳教ҭをडけるに౰たͬて、֤分野୯位での選୒科໨のཤ

मモデルを表Ⅱ-3にࣔす。このཤमモデルにैͬて1年࣍よりر๬分野でのཤम計画を立

てるඞ要がある。このことはࣨڀݚでのڀݚ活動やଔ業࿦จならびにਐ࿏ࢦ導をडける上

で重要なҼࢠとなるので஫ҙしなけれ͹ならない。

　各学科での履修に当たっては「学生生活ハンドブック」と「履修のてびき」に詳細が掲載

されているが、その基本を次に示す。また、生産環境工学科で開講されているカリキュラム

を表Ⅱ-1に示す。

①履修計画

　１年間の履修計画を立て履修登録をしなければならない。そのために、授業科目配当表と

講義要項（シラバス）を熟読しカリキュラムの概要を把握すること。

②卒業単位数と必修・選択科目

　各授業科目の単位数は、授業の方法に応じて異なり当該授業による教育効果、授業時間外

に必要な学習等を考慮して決められている。すなわち、講義科目の２単位とは 90分授業

（週１コマという）を15回実施するもので、これに対して、実験・実習科目は180分授業（週

２コマ）を15回実施するものである。

　卒業に必要な総単位数は124単位で、このうち必修科目は70単位（総合教育科目7単位、

外国語科目8単位、専門教育科目55単位）、選択必修科目は12単位以上、選択科目は 42単

位以上を取得しなければならない。選択科目は、専門教育科目から20単位以上取得する必

要があるため、専門性を幅広く学習するとともに将来の進路や資格取得などを考えて卒業要

件を満たすように履修しなければならない。

③履修登録と単位数の制限

　履修登録に当たっては１年間に履修できる単位数の制限があるので注意しなければならな

い。すなわち、１年間に履修登録できる単位数の上限は 44単位（他学科・他学部聴講、英

語専門、全学共通科目を含むが、教職課程科目および学術情報課程科目は除外）で、さらに

各学期（前期・後期）に履修できる単位数の上限は 22単位（他学科・他学部聴講、英語専門、

全学共通科目を含む）である。

　なお、他学科・他学部聴講は在学中に16単位まで履修が可能（実験・実習・研修科目、

栄養科学科専門教育科目ならびに上級学年配当科目は履修できない）で、卒業要件単位に加

えることができる。

　測量士補取得に必要な科目と単位数は表Ⅱ-2に示すとおりである。

④分野別選択科目

　２年次からの分野別所属で専門教育を受けるに当たって、各分野単位での選択科目の履修

モデルを表Ⅱ-3に示す。この履修モデルに従って1年次より希望分野での履修計画を立て

る必要がある。このことは研究室での研究活動や卒業論文ならびに進路指導を受ける上で重

要な因子となるので注意しなければならない。
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⑤履修科目の評価

　ཤमొ࿥した科໨にͭいて授業ճ਺の̎/ ̏Ҏ上の出੮を前ఏとしてࢼ験やレポートに

よͬて評価が༩͑られる。評価のछ類は、S（ल）・A（༏）・#（ྑ）・$（Մ）・D（ෆՄ）であり、

出੮ճ਺が̎/ ̏にຬたない৔߹やొ࿥科໨のࢼ験をडけな͔ͬた৔߹には '（ະ評価）と

なる。'（ະ評価）となͬた科໨は࣍年度において࠶ཤमとなる。ෆ߹֨の৔߹は࣍年度Ҏ

߱に࠶ཤमとなる。なお、ප気等の理༝によりࢼ験をडけられな͔ͬた者は௥ࢼ験をडけ

ることができる。たͩし、௥ࢼ験をडけるためには、教຿՝にܽ੮ಧをఏ出するඞ要があ

り、௥ࢼ験でෆ߹֨になͬた者は、࣍年度Ҏ߱に࠶ཤमとなる。

　評఺はݪଇとして、S（ल）は�0఺Ҏ上͔ͭཤम者の̑ˋҎ಺、A（༏）が�0఺Ҏ上、#（ྑ）

が�0఺Ҏ上、$（Մ）が�0఺Ҏ上であるが、֤科໨での詳細な評価ํ法にͭいてはシラόス

にࡌهされているのでख़ಡすること。

⑥卒業論文の作成と口頭発表

　̏年࣍生は12݄຤のࢦ定期日までにଔ業࿦จの୊໨をఏ出しなけれ͹ならない。ଔ業࿦

จのఏ出కめ切り日は̐年࣍年度の݄̍຤日である。ଔ業࿦จの੒果の֬ೝと、発ද能力

の޲上を໨的として、݄̍中०ʙ下०にଔ業࿦จのެ開ޱ಄発ද会を開࠵する。発ද಺༰

にͭいては֤会৔で৹ࠪするෳ਺の教һによͬて評価され、ଔ業࿦จの最ऴ評価のߟࢀと

される。
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表Ⅱ -1　必修科目および選択科目一覧

開
講
区
分

分

　
　野

必
選
区
分

त　業　Պ　໨
単
位
数

配౰学年・学ظ
ि時間਺ 教

職
一
年
次

二
年
次

三
年
次

四
年
次

総

合

教

育

科

目

全
学
共
通

導
入
科
目

ඞ フレοシュマンセミナー 2 '2
ඞ ৘ใૅج（一） 2 '2 ඞ
ඞ ৘ใૅج（ೋ） 2 -2 技

全

学

共

通

課
題
別
科
目

ಛผٛߨ（一） 2
ಛผٛߨ（ೋ） 2
ಛผ（ࡾ）ٛߨ 2
ಛผ（࢛）ٛߨ 2
Πンλーナシϣナϧ・スλσΟーζ（一） 2 '2
Πンλーナシϣナϧ・スλσΟーζ（ೋ） 2 -2

英
語
科
目

ඞ ӳޠ（一） 2 '2 ඞ
ඞ ӳޠ（ೋ） 2 -2
ඞ ӳ（ࡾ）ޠ 2 '2
ඞ ӳ（࢛）ޠ 2 -2

ӳޠϦーσΟンά（一） 2 '2
ӳޠϦーσΟンά（ೋ） 2 -2
50&*$ ӳޠ（一） 2 '2
50&*$ ӳޠ（ೋ） 2 -2
ӳ会࿩（一） 2 '2
ӳ会࿩（ೋ） 2 -2
Ϗδωスӳޠ 2 '2
Պ学ӳޠ 2 -2

学
部
共
通

科
目

初
修
外
国
語

தޠࠃ（一） 2 '2
தޠࠃ（ೋ） 2 -2
υΠπޠ（一） 2 '2
υΠπޠ（ೋ） 2 -2

全
学
共
通

関
係
科
目

ス
ポ
ー
ツ

スϙーπ・レΫϦΤーシϣン（一） 1 '2 ඞ
スϙーπ・レΫϦΤーシϣン（ೋ） 1 -2 ඞ

就
職
準
備
科

目

ΩϟϦΞσβΠン 1 '1
Πンλーンシοϓ 1 -1
Ϗδωスマナー 1 -1

ԋशՊ໨ ඞ ௨ԋशڞ 1 -2

学
部
共
通

リ
メ
デ
ィ
ア
ル
科
目

生෺ૅج 2 '2
Խ学ૅج 2 '2
෺ཧૅج 2 '2
਺学ૅج 2 '2
จষදݱ 2 '2

専
門
教
育
科
目

学
部
専
門

ઐ໳ڞ௨Պ໨ ඞ ஍Ҭڥ؀Պ学概࿦ 2 '2 農
૑生ܕՊ໨ ಈ׆ݧ学शͱମڥ؀ 2 '2 農

科
目

学
際
領
域

஍ڥ؀ٿͱ୸ૉ॥؀ 2 -2 ཧ生
จԽ学ྲྀݯ 2 -2

総
合
教
育
科
目

学
科
基
礎

人
間
関
係
科
目

બඞ 技術者ྙཧ 2 -2
બඞ ఩学 2 '2
બඞ Պ学のྺ࢙ 2 -2
બඞ จ学 2 -2

社
会
関
係
科
目

બඞ ೔ຊݑࠃ๏ 2 -2 ඞ
બඞ ࡁܦ୅社会ͱݱ 2 '2
બඞ ஍ҬͱจԽ 2 -2
બඞ ͱ社会໰୊܎ؔࡍࠃ 2 -2

自
然
関
係
科
目

બඞ 生෺学 2 '2 ཧ生
બඞ Խ学 2 '2 ཧԽ
બඞ ෺ཧ学 2 -2 ཧ෺
બඞ ஍学 2 '2 ཧ஍
બඞ ౷ܭ学 2 '2

˞ 人ؒ関܎分野の科໨は̐科໨͔ら̎科໨を選びඞमとする。  
˞ ࣾ会関܎分野の科໨は̐科໨͔ら̎科໨を選びඞमとする。
˞ 自然関܎分野の科໨は̑科໨͔ら̎科໨を選びඞमとする。

開
講
区
分

分

　
　野

必
選
区
分

त　業　Պ　໨
単
位
数

配౰学年・学ظ
ि時間਺ 教

職
一
年
次

二
年
次

三
年
次

四
年
次

専

門

教

育

科

目

専

門

基

礎

科

目

ඞ 生޻ڥ؀࢈学概࿦ 2 '2
ඞ ਺学 2 '2
ඞ ਺学ԋश 2 '2
ඞ 学ྗૅج 2 -2 ཧ෺
ඞ 学ԋशྗૅج 2 -2 ཧ෺
ඞ ྉྗ学ࡐ 2 -2 技
ඞ ೤ྗ学 2 -2 ཧ෺
ඞ Ԡ༻਺学 2 -2
ඞ Ԡ༻਺学ԋश 2 -2

౔ͱਫのڥ؀ 2 -2 ཧ஍
ඞ ଌྔ学 2 '2 農
ඞ ଌྔ࣮श 2 '4 農
ඞ Ԡ༻ଌྔ学 2 -2 農
ඞ 生޻ڥ؀࢈学ૅجԋश 1 '1
ඞ ݧ࣮ૅج 2 -4 技

ഓ学࠿෺࡞ 2 -2

専

門

コ

ア

科

目

地
域
資
源
利
用
分
野
の
科
目

஍Ҭݯࢿར༻޻学 2 '2 農
஍ܗ஍࣭学 2 '2 ཧ஍
஍Ҭڥ؀อશ学 2 -2
農ଜܭը学 2 -2 農
農஍޻ڥ؀学 2 '2 農
農ଜ޻ڥ؀学 2 '2
౔஍վྑ学 2 -2 農
学޻ࡂ౔๷ࠃ 2 -2
ւ֎農業։ൃ޻学 2 '2 農
؅ཧ੍度࿦ݯࢿ 2 '2 農

環
境
情
報
利
用
分
野
の
科
目

৅学ؾڥ؀ 2 -2 ཧ஍
ඞ ౔৕෺ཧ学ڥ؀ 2 '2 ཧ෺
ඞ ౔࣭ྗ学 2 -2 ཧ෺
ඞ ౔࣭ྗ学ԋश 2 -2 ཧ෺

৘ใॲཧ޻学 2 -2 ཧ஍
෺ཧ学ڥ؀ 2 '2 ཧ෺
ྲྀҬਫจ学 2 '2 ཧ஍
৘ใ学ڥҬ؀޿ 2 '2 技
஍ਫ޻ڥ؀学 2 -2 農
学޻ϦϞーτセンシンάڥ؀ 2 -2 ཧ஍

環
境
基
盤
創
成
分
野
の
科
目

ඞ 構଄ྗ学 2 '2 ཧ෺
ඞ 構଄ྗ学ԋश 2 '2 ཧ෺

౔໦ࡐྉ学 2 '2 農
ඞ ਫཧ学 2 -2 ཧ෺
ඞ ਫཧ学ԋश 2 -2 ཧ෺

మےコンΫϦーτ޻学 2 -2 技
社会ج൫޻学 2 '2 技
౔໦޻ࢪ๏ 2 '2
ਫརࢪઃ޻学 2 '2 農
౔໦学ڥ؀ 2 -2
Տ઒޻学 2 '2 農

機
械
シ
ス
テ
ム
創
成
分
野
の
科
目

ցྗ学ػ 2 -2
ΤωϧΪー޻学 2 '2 農
生ػ࢈ց৘ใ޻学 2 '2
学޻ࢠి・ؾి 2 -2 技
৯඼޻学 2 -2
学޻ޚ੍・ଌܭ 2 '2 技
農業・ݐઃػց学 2 '2 技
農࢈Ճྲྀ޻௨޻学 2 '2 技
ઃܭ੡図 2 -2 技
όΠΦϩϘςΟΫス 2 -2 技

総
合
化
科
目

生޻ڥ؀࢈学ಛผԋश 2 2
ඞ ઐݧ࣮߈ 2 '4 農
ඞ ઐ߈ԋश（一） 2 -2 農
ඞ ઐ߈ԋश（ೋ） 2 '2 農
ඞ 卒業࿦จ 4 4

卒業要݅૯୯Ґ਺ 124୯ҐҎ্

学部総߹科໨ ඞम 1� ୯位
選୒ඞम 12 ୯位Ҏ上

学科ઐ໳科໨ ඞम �1 ୯位
選　୒　科　໨ 44 ୯位Ҏ上

分

野

必
要
区
分

授業科目
単
位
数

配当学年・学期
週時間数 教

職
一
年
次

二
年
次

三
年
次

四
年
次

総
合
教
育
科
目

全
学
共
通
科
目

導
入
科
目

必 フレッシュマンセミナー 2 F2
必 共通演習 1 L1
必 情報基礎（一） 2 F2 必
必 情報基礎（二） 2 L2 技

スポ
ーツ
関係
科目

スポーツ・レクリエーション（一） 1 F2 必
スポーツ・レクリエーション（二） 1 L2 必

課
題
別
科
目

特別講義（一） 2
特別講義（二） 2
特別講義（三） 2
特別講義（四） 2
インターナショナル・スタディーズ（一） 2 F2
インターナショナル・スタディーズ（二） 2 L2

就
職
準
備
科
目

キャリアデザイン 1 F1
ビジネスマナー 1 L1
インターンシップ 1 L1

学
部
共
通
科
目

リ
メ
デ
ィ
ア
ル
教
育
科
目

基礎生物 2 F2
基礎化学 2 F2
基礎物理 2 F2
基礎数学 2 F2
文章表現 2 F2

外
国
語
科
目

全
学
共
通
科
目

基
盤
英
語
科
目

必 英語（一） 2 F2 必
必 英語（二） 2 L2
必 英語（三） 2 F2
必 英語（四） 2 L2

学
部
共
通

実
用
英
語
科
目

英語リーディング 2 F2
TOEIC英語初級 2 F2
TOEIC英語中級 2 L2
科学英語 2 F2

初
級
外
国
語
科
目

中国語（一） 2 F2
中国語（二） 2 L2
ドイツ語（一） 2 F2
ドイツ語（二） 2 L2

専
門
教
育
科
目

学
科
基
礎
科
目

人
間
関
係
科
目

選
必

哲学 2 F2
科学の歴史 2 L2
文学概論 2 L2
技術者倫理 2 L2

社
会
関
係
科
目

選
必

日本国憲法 2 L2 必
地域と文化 2 L2
現代社会と経済 2 F2
国際関係と社会問題 2 L2

自
然
関
係
科
目

選
必

生物学 2 F2 理生

化学 2 F2 理化

地学 2 F2 理地

物理学 2 L2 理物

統計学 2 F2

学
科
専
門
科
目

専門
共通
科目

必 地域環境科学概論 2 F2
地球環境と炭素循環 2 L2 理生

創成
型
科目

環境学習と体験活動 2 F2 農
源流文化学 2 F2

専
門
基
礎
科
目

必 生産環境工学概論 2 F2 農
必 数学 2 F2
必 数学演習 2 F2
必 基礎力学 2 L2 理物
必 基礎力学演習 2 L2 理物
必 材料力学 2 L2 技
必 熱力学 2 L2 理物
必 応用数学 2 L2
必 応用数学演習 2 L2

※人間関係分野の科目は，４科目中から２科目を選び必修とする。

※社会関係分野の科目は，４科目中から２科目を選び必修とする。

※自然関係分野の科目は，５科目中から２科目を選び必修とする。

分

野

必
要
区
分

授業科目
単
位
数

配当学年・学期

週時間数 教

職
一
年
次

二
年
次

三
年
次

四
年
次

専
門
教
育
科
目

学
科
専
門
科
目

専
門
基
礎
科
目

必 測量学 2 F2 農
必 測量実習 2 F4 農
必 生産環境工学基礎演習 1 F1 農
必 応用測量学 2 L2 農
必 基礎実験 2 L4 技

専
門
コ
ア
科
目

地
域
資
源
利
用
分
野

地域資源利用工学 2 F2 農
地形地質学 2 F2 理地
地域環境保全学 2 L2 農
農地環境工学 2 F2 農
農村計画学 2 L2 農
農村環境工学 2 F2
土地改良学 2 L2 農
国土防災工学 2 L2
海外農業開発工学 2 F2 農
資源管理制度論 2 F2 農

環
境
情
報
利
用
分
野

必 環境土壌物理学 2 F2 理物
必 土質力学 2 L2 理物
必 土質力学演習 2 L2 理物

環境気象学 2 L2 理地
情報処理工学 2 L2 理地
環境物理学 2 F2 理物
流域水文学 2 F2 理地
広域環境情報学 2 F2 技
地水環境工学 2 L2 農
環境リモートセンシング工学 2 L2 理地

環
境
基
盤
創
成
分
野

必 構造力学 2 F2 理物
必 構造力学演習 2 F2 理物
必 水理学 2 L2 理物
必 水理学演習 2 L2 理物

土木材料学 2 F2 農
鉄筋コンクリート工学 2 L2 技
社会基盤工学 2 F2 技
土木施工法 2 F2
水利施設工学 2 F2 農
環境土木学 2 L2
河川工学 2 F2 農

機
械
シ
ス
テ
ム
創
成
分
野

エネルギー工学 2 F2 農
生産機械情報工学 2 F2 農
機械力学 2 L2 技
電気・電子工学 2 F2 技
食品工学 2 L2
計測・制御工学 2 F2 技
農業・建設機械学 2 F2 技
農産加工流通工学 2 F2 技
設計製図 2 L2 技
バイオロボティクス 2 L2 技

学際
領域
科目

土と水の環境 2 L2 理地
作物栽培学 2 L2

総
合
化
科
目

必 専攻実験 2 F4 農
必 専攻演習（一） 2 L2
必 専攻演習（二） 2 F2 農
必 専攻演習（三） 2 L2
必 卒業論文 4 4

生産環境工学特別演習 2 2

卒業要件総単位数

必修科目 70 単位

選択必修科目 12 単位以上

※選択科目 42 単位以上

計 124 単位以上

※選択科目のうち，専門教育科目より20単位以上が必要。
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表Ⅱ-2　測量士補資格取得に必要な科目と単位数

　測量ิ࢜の֨ࢿऔಘに౰たͬては、Ҏ下のඞम科໨܈と選୒科໨܈の全ての୯位をऔಘ

しなけれ͹いけない。

科目 単位

必
修
科
目

৘ใૅج（ೋ） 2

਺学 2

਺学ԋश 2

学ྗૅج 2

学ԋशྗૅج 2

೤ྗ学 2

Ԡ༻਺学 2

Ԡ༻਺学ԋश 2

ଌྔ学 2

ଌྔ࣮श 2

Ԡ༻ଌྔ学 2

౔৕෺ཧ学ڥ؀ 2

౔࣭ྗ学 2

౔࣭ྗ学ԋश 2

構଄ྗ学 2

構଄ྗ学ԋश 2

ਫཧ学 2

ਫཧ学ԋश 2

ܭ߹ �6

科目 単位

選
択
必
修

౔ͱਫのڥ؀ 2

஍ܗ஍࣭学 2

農ଜܭը学 2

৅学ؾڥ؀ 2

৘ใॲཧ޻学 2

෺ཧ学ڥ؀ 2

ྲྀҬਫจ学 2

৘ใ学ڥҬ؀޿ 2

஍ਫ޻ڥ؀学 2

学޻ϦϞーτセンシンάڥ؀ 2

౔໦ࡐྉ学 2

Տ઒޻学 2

学޻ޚ੍・ଌܭ 2

ܭ߹ 26
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表Ⅱ-3　生産環境工学科　履修モデル

コース 専門分野
（地域資源利用分野）

専門分野
（環境情報利用分野）

専門分野
（環境基盤創成分野）

専門分野
（機械システム創成分野）

開講区分 概　要

஍ҬΛਓ間の生׆ͱࣗ
વɺ生෺生࢈のͨΊの
ଘۭ間ͱͯ͠ଊ͑ɺڞ
౔஍΍ਫͳͲΛ஍Ҭࢿ
に配ྀܥͱͯ͠生ଶݯ
ͭͭ͠༗ޮར༻・อશ
するͨΊのཧ࿦ͱ技術
Λ௥究するɻ

生෺生࢈のͨΊのࣗવ
ڥ΍ਓ間の生ଘ؀ڥ؀
に͍ͭͯɺӴ੕ը૾
σーλΛؚΊͨ޿Ҭ৘
ใͱɺ౔தਫのಈ͖΍
ඍؾ৅ͳͲのہ஍৘ใ
の྆໘からղੳ・評価
͠ɺͦΕらの৘ใの生
学తͳར޻技術΁の࢈
༻・Ԡ༻Λߟ究するɻ

஍Ҭڥ؀に配ྀۭͨ͠
間ͮ͘ΓのͨΊにద͠
ͯ͑ߟઃΛݐઃのࢪͨ
͍͘෼໺Ͱɺڥ؀Λ;
·͑ͨ構଄෺のઃܭ΍
ྉの։ൃࡐ๏ɺ৽޻ࢪ
ͱར༻技術ɺࣗવͱڞ
生Ͱ͖るࢪઃのσβΠ
ンͳͲΛシスςϜ޻学
తに͑ߟるɻ

農業生࢈に͓͚る農࡞
業ͱ農࢈෺のॲཧにؔ
するػց΍シスςϜΛ
対৅に͍ͯ͠るɻಛにɺ
ΤωϧΪーの༗ޮར༻
等のڥ؀に配ྀͨ͠޻
学త技術の։ൃΛ໨ࢦ
͍ͯ͠るɻ

学部総合
教育科目

人間関係科目 Պ学のྺ࢙ Պ学のྺ࢙ Պ学のྺ࢙ Պ学のྺ࢙
技術者ྙཧ 技術者ྙཧ 技術者ྙཧ 技術者ྙཧ

社会関係科目 ஍ҬͱจԽ ஍ҬͱจԽ ஍ҬͱจԽ ஍ҬͱจԽ
ࡁܦ୅社会ͱݱ ࡁܦ୅社会ͱݱ ࡁܦ୅社会ͱݱ ࡁܦ୅社会ͱݱ
ͱ社会໰୊܎ؔࡍࠃ ͱ社会໰୊܎ؔࡍࠃ

自然関係科目 Խ学 Խ学 ౷ܭ学 Խ学
生෺学 生෺学 ෺ཧ学 生෺学
౷ܭ学 ౷ܭ学 ౷ܭ学
෺ཧ学

課題別科目
語学関係科目

Պ学ӳޠ Պ学ӳޠ Պ学ӳޠ Պ学ӳޠ
スポーツ
関連科目
就職準備科目 ΩϟϦΞσβΠン ΩϟϦΞσβΠン ΩϟϦΞσβΠン ΩϟϦΞσβΠン

Ϗδωスマナー Ϗδωスマナー Ϗδωスマナー Ϗδωスマナー
学部専門
教育科目

創生型科目 ಈ׆ݧ学शͱମڥ؀ ಈ׆ݧ学शͱମڥ؀ ಈ׆ݧ学शͱମڥ؀ ಈ׆ݧ学शͱମڥ؀
学際型科目 ஍ڥ؀ٿͱ୸ૉ॥؀ ஍ڥ؀ٿͱ୸ૉ॥؀ ஍ڥ؀ٿͱ୸ૉ॥؀ ஍ڥ؀ٿͱ୸ૉ॥؀

จԽ学ྲྀݯ จԽ学ྲྀݯ จԽ学ྲྀݯ จԽ学ྲྀݯ
学科専門
教育科目

学科専門
基礎科目

౔ͱਫのڥ؀ ౔ͱਫのڥ؀ ౔ͱਫのڥ؀ ౔ͱਫのڥ؀
ഓ学࠿෺࡞ ഓ学࠿෺࡞ ഓ学࠿෺࡞

学科専門
コア科目

஍Ҭݯࢿར༻޻学 ஍ܗ஍࣭学 ஍Ҭڥ؀อશ学 ւ֎農業։ൃ޻学
஍ܗ஍࣭学 ஍Ҭڥ؀อશ学 農ଜܭը学 ৅学ؾڥ؀
஍Ҭڥ؀อશ学 ւ֎農業։ൃ޻学 ྲྀҬਫจ学 ৘ใॲཧ޻学
農ଜܭը学 ৅学ؾڥ؀ ౔໦ࡐྉ学 ৘ใ学ڥҬ؀޿
農஍޻ڥ؀学 ৘ใॲཧ޻学 మےコンΫϦーτ޻学 学޻ϦϞーτセンシンάڥ؀
農ଜ޻ڥ؀学 ෺ཧ学ڥ؀ 社会ج൫޻学 ցྗ学ػ
౔஍վྑ学 ྲྀҬਫจ学 ౔໦޻ࢪ๏ ΤωϧΪー޻学
学޻ࡂ౔๷ࠃ ৘ใ学ڥҬ؀޿ ਫརࢪઃ޻学 生ػ࢈ց৘ใ޻学
ւ֎農業։ൃ޻学 ஍ਫ޻ڥ؀学 ౔໦学ڥ؀ 学޻ࢠి・ؾి
؅ཧ੍度࿦ݯࢿ 学޻ϦϞーτセンシンάڥ؀ Տ઒޻学 ৯඼޻学
৅学ؾڥ؀ ਫརࢪઃ޻学 ΤωϧΪー޻学 学޻ޚ੍・ଌܭ
৘ใॲཧ޻学 Տ઒޻学 農業・ݐઃػց学 農業・ݐઃػց学
ྲྀҬਫจ学 生ػ࢈ց৘ใ޻学 学޻ࡂ౔๷ࠃ 農࢈Ճྲྀ޻௨޻学
学޻ϦϞーτセンシンάڥ؀ 学޻ޚ੍・ଌܭ ઃܭ੡図
ਫརࢪઃ޻学 ઃܭ੡図 όΠΦϩϘςΟΫス
౔໦学ڥ؀
Տ઒޻学
農業・ݐઃػց学

コース
専門分野

（地域資源利用分野）

専門分野

（環境情報利用分）

専門分野

（環境基盤創成分野）

専門分野

（機械システム創成分野）

開講区分 概　要

地域を人間の生活と自

然、生物生産のための

共存空間として捉え、

土地や水などを地域資

源として生態系に配慮

しつつ有効利用・保全

するための理論と技術

を追究する。

生物生産のための自然

環境や人間の生存環境

について、衛星画像デ

ータを含めた広域情報

と、土中水の動きや微

気象などの局地情報の

両面から解析・評価し

、それらの情報の生産

技術への工学的な利用

・応用を考究する。

地域環境に配慮した空

間づくりのために適し

た施設の建設を考えて

いく分野で、環境をふ

まえた構造物の設計や

施工法、新素材の開発

と利用技術、植物と共

生できる施設のデザイ

ンなどをシステム工学

的に考える。

農業生産における農作

業と農産物の処理に関

する機械やシステムを

対象にしている。特に

、エネルギーの有効利

用等の環境に配慮した

工学的技術の開発を目

指している。

総合教育

科目

全学共通

科目

就職準備

科目

キャリアデザイン キャリアデザイン キャリアデザイン キャリアデザイン

ビジネスマナー ビジネスマナー ビジネスマナー ビジネスマナー

外国語

科目

学部共通

科目

実用英語

科目

科学英語 科学英語 科学英語 科学英語

専門教育

科目

学科基礎

科目
人間関係

科目

科学の歴史 科学の歴史 科学の歴史 科学の歴史

技術者倫理 技術者倫理 技術者倫理 技術者倫理

社会関係

科目

国際関係と社会問題 現代社会と経済 地域と文化 地域と文化

国際関係と社会問題 現代社会と経済 現代社会と経済

自然関係

科目

化学 生物学 統計学 生物学

統計学 統計学 物理学 統計学

物理学

学科専門

科目

専門共通科目 地球環境と炭素循環 地球環境と炭素循環 地球環境と炭素循環 地球環境と炭素循環

創成型

科目

環境学習と体験活動 環境学習と体験活動 環境学習と体験活動 環境学習と体験活動

専門コア

科目

地域資源利用工学 地形地質学 地域環境保全学 海外農業開発工学

地形地質学 地域環境保全学 農村計画学 環境気象学

地域環境保全学 海外農業開発工学 流域水文学 情報処理工学

農村計画学 環境気象学 土木材料学 広域環境情報学

農地環境工学 情報処理工学 鉄筋コンクリート工学 環境リモートセンシング工学

農村環境工学 環境物理学 社会基盤工学 機械力学

土地改良学 流域水文学 土木施工法 エネルギー工学

国土防災工学 広域環境情報学 水利施設工学 生産機械情報工学

海外農業開発工学 地水環境工学 環境土木学 電気・電子工学

資源管理制度論 環境リモートセンシング工学 河川工学 食品工学

環境気象学 水利施設工学 エネルギー工学 計測・制御工学

情報処理工学 河川工学 農業・建設機械学 農業・建設機械学

流域水文学 生産機械情報工学 国土防災工学 農産加工流通工学

環境リモートセンシング工学 計測・制御工学 設計製図 設計製図

水利施設工学 設計製図 環境気象学 バイオロボティクス

地形地質学

学際領域

科目

土と水の環境 土と水の環境 土と水の環境 土と水の環境

作物栽培学 作物栽培学 作物栽培学

※必修科目は含んでいない。ただし、選択必修は含んでいる。
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表Ⅱ-3　生産環境工学科　履修モデル（続き）

コース 公務員 進学 教員（農業） 教員（理科） 教員（技術）

開講区分 概　要

農業޻学Λઐ໳ͱ
するެ຿һΛ໨ࢦ
す

農業౔໦ͱ農業ػ
ցઐ໳ྖҬの学໰
Λ࣠جにͯ͠ɺݱ
৔Ͱの技術։ൃͱ
学術తͳ研究Λ྆
ཱͰ͖るਓࡐの育
成Λ໨ࢦすɻ

農業Պの教һΛ໨
すࢦ

ཧՊの教һΛ໨ࢦ
す

技術Պの教һΛ໨
すࢦ

学部総合
教育科目

人間関係科目 Պ学のྺ࢙ Պ学のྺ࢙ Պ学のྺ࢙ Պ学のྺ࢙
技術者ྙཧ 技術者ྙཧ 技術者ྙཧ 技術者ྙཧ 技術者ྙཧ

社会関係科目 ஍ҬͱจԽ ஍ҬͱจԽ ஍ҬͱจԽ ஍ҬͱจԽ
ࡁܦ୅社会ͱݱ ࡁܦ୅社会ͱݱ ࡁܦ୅社会ͱݱ ࡁܦ୅社会ͱݱ ࡁܦ୅社会ͱݱ
೔ຊݑࠃ๏ ͱ社会໰୊܎ؔࡍࠃ ೔ຊݑࠃ๏ ೔ຊݑࠃ๏ ೔ຊݑࠃ๏

自然関係科目 Խ学 Խ学 Խ学 Խ学 Խ学
生෺学 生෺学 生෺学 生෺学 生෺学
౷ܭ学 ౷ܭ学 ౷ܭ学 ౷ܭ学 ౷ܭ学
෺ཧ学 ෺ཧ学 ෺ཧ学 ෺ཧ学 ෺ཧ学
஍学 ஍学 ஍学 ஍学 ஍学

課題別科目
語学関係科目 50&*$ ӳޠ（一）

50&*$ ӳޠ（ೋ）
Պ学ӳޠ Պ学ӳޠ Պ学ӳޠ Պ学ӳޠ Պ学ӳޠ

スポーツ
関連科目

スϙーπ・レΫϦΤーシϣン（一） スϙーπ・レΫϦΤーシϣン（一） スϙーπ・レΫϦΤーシϣン（一）
スϙーπ・レΫϦΤーシϣン（ೋ） スϙーπ・レΫϦΤーシϣン（ೋ） スϙーπ・レΫϦΤーシϣン（ೋ）

就職準備科目 ΩϟϦΞσβΠン ΩϟϦΞσβΠン ΩϟϦΞσβΠン ΩϟϦΞσβΠン ΩϟϦΞσβΠン
Ϗδωスマナー Ϗδωスマナー Ϗδωスマナー Ϗδωスマナー Ϗδωスマナー

学部専門
教育科目

創生型科目 ಈ׆ݧ学शͱମڥ؀ ಈ׆ݧ学शͱମڥ؀ ಈ׆ݧ学शͱମڥ؀
学際型科目 ஍ڥ؀ٿͱ୸ૉ॥؀ ஍ڥ؀ٿͱ୸ૉ॥؀ ஍ڥ؀ٿͱ୸ૉ॥؀

学科専門
教育科目

学科専門
基礎科目

౔ͱਫのڥ؀ ౔ͱਫのڥ؀ ഓ学࠿෺࡞ ౔ͱਫのڥ؀
ഓ学࠿෺࡞ ഓ学࠿෺࡞

学科専門
コア科目

農ଜܭը学 ஍Ҭݯࢿར༻޻学 ஍ܗ஍࣭学 ৘ใ学ڥҬ؀޿
農஍޻ڥ؀学 ஍Ҭڥ؀อશ学 ৅学ؾڥ؀ ౔໦ࡐྉ学
農ଜ޻ڥ؀学 農ଜܭը学 ৘ใॲཧ޻学 మےコンΫϦーτ޻学
౔஍վྑ学 農஍޻ڥ؀学 ෺ཧ学ڥ؀ 社会ج൫޻学
؅ཧ੍度࿦ݯࢿ ౔஍վྑ学 ྲྀҬਫจ学 学޻ࢠి・ؾి
৅学ؾڥ؀ ෼໺のコΞՊ໨ ւ֎農業։ൃ޻学 学޻ϦϞーτセンシンάڥ؀ 学޻ޚ੍・ଌܭ
ྲྀҬਫจ学 ؅ཧ੍度࿦ݯࢿ 農業・ݐઃػց学
学޻ϦϞーτセンシンάڥ؀ ஍ਫ޻ڥ؀学 農࢈Ճྲྀ޻௨޻学
৘ใॲཧ޻学 ౔໦ࡐྉ学 ઃܭ੡図
஍ਫ޻ڥ؀学 ਫརࢪઃ޻学 όΠΦϩϘςΟΫス
౔໦ࡐྉ学 Տ઒޻学
మےコンΫϦーτ޻学 ΤωϧΪー޻学
社会ج൫޻学 生ػ࢈ց৘ใ޻学
౔໦޻ࢪ๏ 農業・ݐઃػց学
ਫརࢪઃ޻学
ցྗ学ػ
農業・ݐઃػց学
農࢈Ճྲྀ޻௨޻学

コース 公務員 進学 教員（農業） 教員（理科） 教員（技術）

開講区分 概　要

農業工学を専門とす

る公務員を目指す

農業土木と農業機械

専門領域の学問を基

軸にして，現場での

技術開発と学術的な

研究を両立できる人

材の育成を目指す

農業科の教員を目指す 理科の教員を目指す 技術科の教員を目指す

総合

教育

科目

全学

共通

科目

スポーツ

関係科目

スポーツ・レクリエーション（一） スポーツ・レクリエーション（一） スポーツ・レクリエーション（一）

スポーツ・レクリエーション（二） スポーツ・レクリエーション（二） スポーツ・レクリエーション（二）

就職準備

科目

キャリアデザイン キャリアデザイン キャリアデザイン キャリアデザイン キャリアデザイン

ビジネスマナー ビジネスマナー ビジネスマナー ビジネスマナー ビジネスマナー

外国

語

科目

学部

共通

科目

実用英語

科目

科学英語 TOEIC英語初級 科学英語 科学英語 科学英語

TOEIC英語中級

科学英語

専門

教育

科目

学科

基礎

科目

人間関係

科目

科学の歴史 科学の歴史 科学の歴史 科学の歴史

技術者倫理 技術者倫理 技術者倫理 技術者倫理 技術者倫理

社会関係

科目

地域と文化 地域と文化 地域と文化 地域と文化

現代社会と経済 現代社会と経済 現代社会と経済 現代社会と経済 現代社会と経済

日本国憲法 国際関係と社会問題 日本国憲法 日本国憲法 日本国憲法

自然関係

科目

化学 化学 化学 化学 化学

生物学 生物学 生物学 生物学 生物学

統計学 統計学 統計学 統計学 統計学

物理学 物理学 物理学 物理学 物理学

地学 地学 地学 地学 地学

学科

専門

科目

専門共通科目 地球環境と炭素循環 地球環境と炭素循環 地球環境と炭素循環

創成型科目 環境学習と体験活動 環境学習と体験活動 環境学習と体験活動

専門コア

科目

農村計画学 地域資源利用工学 地形地質学 広域環境情報学

農地環境工学 地域環境保全学 環境気象学 土木材料学

農村環境工学 農村計画学 情報処理工学 鉄筋コンクリート工学

土地改良学 農地環境工学 環境物理学 社会基盤工学

資源管理制度論 土地改良学 流域水文学 機械力学

環境気象学 分野のコア科目 海外農業開発工学 環境リモートセンシング工学 電気・電子工学

流域水文学 資源管理制度論 計測・制御工学

環境リモートセンシング工学 地水環境工学 農業・建設機械学

情報処理工学 土木材料学 農産加工流通工学

地水環境工学 水利施設工学 設計製図

土木材料学 河川工学 バイオロボティクス

鉄筋コンクリート工学 エネルギー工学

社会基盤工学 生産機械情報工学

土木施工法 農業・建設機械学

水利施設工学

機械力学

農業・建設機械学

農産加工流通工学

学際領域

科目

土と水の環境 土と水の環境 作物栽培学 土と水の環境

作物栽培学 作物栽培学

※必修科目は含んでいない。ただし、選択必修は含んでいる。
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�ɽ生産環境ίーε
（1）コース概要

　地域環境科学部の理೦は「人と自然のڞ生、h 地域らしさʱを૑る」である。人ʑの฻ら

しは͔͘ݹら、水と緑、จ化、そして活力にຬͪた地域にҭまれてきた。本学部は、この

५いのある人ʑの฻らしを͑ࢧる、科学ٕज़、地域੓ࡦ、環境計画、そして地域ͮ͘り΁

の市ຽࢀՃなͲに関する教ҭ・ڀݚを行ͬている。

　生࢈環境工学科は、௕年ഓͬてきた農業工学ٕज़を利用して「生物生࢈をࢧԉするΤί・

テクϊϩジー」の開発・ڀߟ・利用を基本テーマとしており、লݯࢿ、লΤネルΪー、リα

イクルなͲを導ೖした॥環ࣾܕ会の૑଄を໨ࢦし、地域͔ら地نٿ໛までの環境保全を実

。を行ͬているڀݚ・Έがల開できるような教ҭࢼするための৽しいݱ

　こうした中で生࢈環境工学科の「生࢈環境ίース」は、「土」、「水」のจ化と農業がもͭ

多໘的ػ能および地域環境保全ػ能をҙࣝし、ࠃ಺֎の農業・農村をとりま͘ॾ໰୊を工

学的、環境科学的に解ܾする能力と素ཆを਎にͭけた、෯広いࢹ野を持ͬた人ࡐをҭ੒す

ることにओ؟においている。また、人類の生ଘと発లを͑ࢧる多༷な素ཆをमಘすること

を໨ࢦしている。

　なお、本ίースでは、カリキϡラムද（表Ⅱ-1）にࡌܝされた開ߨ科໨のうͪ、ඞम科

໨�0୯位選୒ඞम12୯位Ҏ上および選୒科໨42୯位のあわせて124୯位Ҏ上をऔಘするこ

とによͬてଔ業がೝめられる。たͩし、生࢈環境工学科に設ஔされたカリキϡラムҎ֎に

も、ଞ学部・ଞ学科のٛߨ科໨がௌߨでき、そこでऔಘした୯位はܾめられたൣғ಺でଔ

業要݅の選୒科໨の୯位にՃ͑ることができる。

　また、生࢈環境ίースにॴଐする学生は、̔ͭのࣨڀݚのうͪر๬するࣨڀݚにॴଐす

ることができ、授業とはผにࣨڀݚが行うフΟールドレϕルで農業や地域に密ணしたڀݚ

活動を行うことができる。こうした活動は、ڀݚデβイン能力・࣭ࢿの޲上をૂͬたもの

で、ίϛϡニέーシϣン能力、ϓレθンテーシϣン能力（ڀݚ੒果をऩ֭ࡇのจ化学ज़ల

で発ද）のҭ੒に役立ͬている。そして、そこでഓわれた能力はଔ業࿦จの࡞੒や発ද、

学ज़࿦จの学会発දなͲ΁とͭながͬている。ࣨڀݚ活動では、授業Ҏ֎にॴଐ教һ͔ら

よりਂいઐ໳教ҭを௚઀डけることができる͹͔りでな͘、ڀݚ活動を௨して人的ަྲྀの

。会もಘられる。また、ଔ業後のਐ࿏選୒においても有ӹな教ҭシステムとなͬているػ

（2）学習・教育目標

　生࢈環境ίースでは、4ͭの分野と�ͭのࣨڀݚがそれͧれのઐ໳科໨をडけ持ͪ、ٛߨ

科໨および実験・実習・ԋ習を௨して、より実ફ的な教ҭに力を஫いでいる。これは、東

（1）コース概要

　地域環境科学部の理念は「人と自然の共生、『地域らしさ』を創る」である。人々の暮ら

しは古くから、水と緑、文化、そして活力に満ちた地域に育まれてきた。本学部は、この

潤いのある人々の暮らしを支える、科学技術、地域政策、環境計画、そして地域づくりへ

の市民参加などに関する教育・研究を行っている。

　生産環境工学科は、長年培ってきた農業工学技術を利用して「生物生産を支援するエコ・

テクノロジー」の開発・考究・利用を基本テーマとしており、省資源、省エネルギー、リ

サイクルなどを導入した循環型社会の創造を目指し、地域から地球規模までの環境保全を

実現するための新しい試みが展開できるような教育・研究を行っている。

　こうした中で生産環境工学科の「生産環境コース」は、「土」、「水」の文化と農業がもつ

多面的機能および地域環境保全機能を意識し、国内外の農業・農村をとりまく諸問題を工

学的、環境科学的に解決する能力と素養を身につけた、幅広い視野を持った人材を育成す

ることに主眼においている。また、人類の生存と発展を支える多様な素養を修得すること

を目指している。

　なお、本コースでは、カリキュラム表（表Ⅱ -1）に掲載された開講科目のうち、必修科

目 70単位選択必修 12単位以上および選択科目 42単位のあわせて 124 単位以上を取得す

ることによって卒業が認められる。ただし、生産環境工学科に設置されたカリキュラム以

外にも、他学部・他学科の講義科目が聴講でき、そこで取得した単位は決められた範囲内

で卒業要件の選択科目の単位に加えることができる。

　また、生産環境コースに所属する学生は、授業とは別に希望する研究室が行うフィール

ドレベルでの農業や地域に密着した研究活動を行うことができる。こうした活動は、研究

デザイン能力・資質の向上を狙ったもので、コミュニケーション能力、プレゼンテーショ

ン能力（研究成果を収穫祭の文化学術展で発表）の育成に役立っている。そして、そこで

培われた能力は卒業論文の作成や発表、学術論文の学会発表などへとつながっている。研

究室活動では、授業以外に所属教員からより深い専門教育を直接受けることができるばか

りでなく、研究活動を通して人的交流の機会も得られる。また、卒業後の進路選択におい

ても有益な教育システムとなっている。

（2）学習・教育目標

　生産環境コースでは、4つの分野と8つの研究室がそれぞれの専門科目を受け持ち、講義

科目および実験・実習・演習を通して、より実践的な教育に力を注いでいる。これは、東
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京農業大学の「実学ओٛ」をݪ఺とする教ҭであり、ࣾ会のݱ実を௚ࢹした実ূڀݚを基

礎にஔいた実用的͔ͭ実ࡍ的な学習・教ҭを໨ࢦすものである。そして、本学の教ҭ理೦

である「人物をാにؐす」ことを೦಄にஔいて、ଔ業後は地域のリーダーとなる人ࡐҭ੒・

実ફ的教ҭを行ͬている。

　分野ผの教ҭ໨ඪはҎ下の௨りである。　

①地域資源利用分野

　土地ݯࢿ・水ݯࢿ・生物ݯࢿを地域ݯࢿとしてଊ͑る。有用な生物ݯࢿの利活用を௨

して土地ݯࢿや水ݯࢿの持続的利用をਐめͭͭ農村ৼڵや地域環境のम෮保全にアϓ

ϩーチする地域ݯࢿ利用工学ࣨڀݚと、農村を中৺とする物࣭やΤネルΪーの॥環に基

ͮいて農地および農村における生࢈性޲上と環境保全にアϓϩーチする農村環境工学ݚ

や環境に関わるॾ໰୊を理解し、工学的アϓϩー࢈৔における生ݱ੒する。特にߏでࣨڀ

チで解ܾする能力を有する人物のҭ੒を໨ࢦす。

（̍）ٕज़者としての基礎教ཆとྙ理観の習ಘ

　フレッシϡマンセϛφー、ڞ௨ԋ習、地域環境科学֓࿦、生࢈環境工学֓࿦、科

学のྺ࢙、地域とจ化、ٕज़者ྙ理、ݯࢿ管理੍度࿦、ݱ୅ࣾ会と経ࡁ、キャリア

デβイン、Ϗジネスマφー

（̎）਺学、情報処理、自然科学に関する基礎஌ࣝの習ಘ

　情報基礎（一）・（二）、生物学、化学、物理学、਺学・ԋ習、基礎力学・ԋ習、Ԡ

用਺学・ԋ習、౷計学、࡞物࠿ഓ学

（̏）ٕज़者としての環境໰୊΁の理解

　地ٿ環境と炭素॥環、土と水の環境、環境学習とମ験活動、ྲྀݯจ化学

（̐）分野の基礎஌ࣝの習ಘ

　環境土壌物理学、測量学・実習、Ԡ用測量学、ߏ଄力学・ԋ習、水理学・ԋ習、

地ܗ地࣭学、ྲྀ域水จ学、地域ݯࢿ利用工学、生࢈環境工学基礎ԋ習、基礎実験

（̑）分野のઐ໳஌ࣝの習ಘ

　地域環境保全学、農地環境工学、農村計画学、土地改ྑ学、農村環境工学、ࠃ土

๷ࡂ工学、海֎農業開発工学、ઐ߈実験、生࢈環境工学特ผԋ習

（̒）ٕज़者としてのίϛϡニέーシϣン能力と໰୊解ܾのための理࿦的ߟࢥ能力の֫ಘ

　ӳޠ（一）ʙ（࢛）、科学ӳޠ、ઐ߈ԋ習（一）・（二）・（ࡾ）、ଔ業࿦จ

（̓）学習・教ҭ໨ඪを達੒するためにิ助となる஌ࣝの習ಘ

　農業・ݐ設ػց学、水利ࢪ設工学、環境土໦学、Տ઒工学、環境気象学、土࣭力学・
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ԋ習、情報処理工学、環境リモートセンシング工学、ࡍࠃ関܎とࣾ会໰୊

②環境情報利用分野

　生࢈環境・自然環境を含めた地域環境情報を、ہॴ的および広域的なアϓϩーチで的

֬に定量化・処理し、॥環ࣾܕ会ߏஙに関するॾ໰୊を適切な手法で解ܾするٕज़を学

び、情報の工学的な利用・Ԡ用を行うためにඞ要な஌ࣝを習ಘする。۩ମ的な学習教ҭ

໨ඪはҎ下の௨りである。

（̍）ٕज़者としての基礎教ཆとྙ理観の習ಘ

　フレッシϡマンセϛφー、ڞ௨ԋ習、地域環境科学֓࿦、生࢈環境工学֓࿦、ٕ

ज़者ྙ理、地域とจ化、ݱ୅ࣾ会と経ࡁ、キャリアデβイン、Ϗジネスマφー、科

学のྺ࢙

（̎）਺学、情報処理、自然科学に関する基礎஌ࣝの習ಘ

　਺学・ԋ習、Ԡ用਺学・ԋ習、౷計学、情報基礎（一）・（二）、基礎力学・ԋ習、

生物学、化学

（̏）ٕज़者としての環境໰୊΁の理解

　地ٿ環境と炭素॥環、土と水の環境、環境学習とମ験活動、熱力学、ྲྀݯจ化学

（̐）分野の基礎஌ࣝの習ಘ

　計測・੍ޚ工学、環境土壌物理学、࡞物࠿ഓ学、測量学・実習、Ԡ用測量学、生

地࣭学、情報処理工学、ྲྀ域水จ学、環境気ܗ環境工学基礎ԋ習、基礎実験、地࢈

象学

（̑）分野のઐ໳஌ࣝの習ಘ

　広域環境情報学、環境物理学、地水環境工学、環境リモートセンシング工学、ઐ

環境工学特ผԋ習࢈実験、生߈

（̒）ٕज़者としてのίϛϡニέーシϣン能力と໰୊解ܾのための理࿦的ߟࢥ能力の֫ಘ

　ӳޠ（一）ʙ（࢛）、科学ӳޠ、ઐ߈ԋ習（一）・（二）・（ࡾ）、ଔ業࿦จ

（̓）学習・教ҭ໨ඪを達੒するためにิ助となる஌ࣝの習ಘ

　海֎農業開発工学、ࡍࠃ関܎とࣾ会໰୊、地域環境保全学、水利ࢪ設工学、Տ઒

工学、生ػ࢈ց情報工学、設計੡ਤ

③環境基盤創成分野

　ࣾ会基൫ࢪ設、農業関࿈ࢪ設の੔උ・ݐ設にあたͬてඞ要となるઐ໳஌ࣝと、環境を
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を学ぶ。また、これらの஌ࣝを基に、ݐ設、環境保全に関࿈する໰୊を自ら発ݟし、そ

教ҭ໨ඪはҎ下の௨りである。

（̍）ٕज़者としての基礎教ཆとྙ理観の習ಘ

　フレッシϡマンセϛφー、ڞ௨ԋ習、地域環境科学֓࿦、生࢈環境工学֓࿦、科

学のྺ࢙、地域とจ化、ݱ୅ࣾ会と経ࡁ、ٕज़者ྙ理、キャリアデβイン、Ϗジネ

スマφー

（̎）਺学、情報処理、自然科学に関する基礎஌ࣝの習ಘ

਺学・ԋ習、Ԡ用਺学・ԋ習、౷計学、情報基礎（一）・（二）、基礎力学・ԋ習、

熱力学

（̏）ٕज़者としての環境໰୊΁の理解

　地ٿ環境と炭素॥環、土と水の環境、環境土໦学、環境学習とମ験活動

（̐）分野の基礎஌ࣝの習ಘ

、ྉ学、測量学、実習実習ࡐ଄力学・ԋ習、土࣭力学・ԋ習、水理学・ԋ習、土໦ߏ　

Ԡ用測量学、生࢈環境工学基礎ԋ習、基礎実験、ઐ߈実験

（̑）分野のઐ໳஌ࣝの習ಘ

　మےίンクリート工学、ࣾ会基൫工学、水利ࢪ設工学、土໦ࢪ工法、Տ઒工学、

農業・ݐ設ػց学、生࢈環境工学特ผԋ習

（̒）ٕज़者としてのίϛϡニέーシϣン能力と໰୊解ܾのための理࿦的ߟࢥ能力の֫ಘ

　ӳޠ（一）ʙ（࢛）、科学ӳޠ、ઐ߈ԋ習（一）・（二 ）、ଔ業࿦จ

（̓）学習・教ҭ໨ඪを達੒するためにิ助となる஌ࣝの習ಘ

　物理学、環境土壌物理学、ΤネルΪー工学、農村計画学、地域環境保全学、土地

改ྑ学、ྲྀ域水จ学、ྲྀݯจ化学、ࠃ土๷ࡂ工学

④機械システム創成分野

　৯の生͔࢈らՃ工ྲྀ௨・消අにࢸるまでのフードチΣーンをର象に、৯の҆全・҆৺

のΈならず、環境や生態系に഑ྀしたػց化・システム化・情報化に関する஌ࣝ・ٕज़

・素ཆの習ಘを໨ඪとする。۩ମ的な学習໨ඪは࣍の௨りである。

（̍）ٕज़者としての基礎教ཆとྙ理観の習ಘ

　フレッシϡマンセϛφー、ڞ௨ԋ習、地域環境科学֓࿦、生࢈環境工学֓࿦、生

）・
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物学、化学、ݱ୅ࣾ会と経ࡁ、ٕज़者ྙ理、科学のྺ࢙、地域とจ化、キャリアデ

βイン、Ϗジネスマφー

（̎）਺学、情報処理、自然科学に関する基礎஌ࣝの習ಘ

਺学・ԋ習、Ԡ用਺学・ԋ習、౷計学、情報基礎（一）・（二）、情報処理工学、基

礎力学、熱力学

（̏）ٕज़者としての環境໰୊΁の理解

　土と水の環境、環境気象学、広域環境情報学、環境学習とମ験活動、ྲྀݯจ化学、

地ٿ環境と炭素॥環

（̐）分野の基礎஌ࣝの習ಘ

੍・ց力学、計測ػ　 ి・ց情報工学、ి気ػ࢈工学、ΤネルΪー工学、生ޚ 、工学ࢠ

設計੡ਤ、ߏ଄力学・ԋ習、土࣭力学・ԋ習、水理学・ԋ習、環境土壌物理学、࡞

物࠿ഓ学、測量学、Ԡ用測量学、測量実習、生࢈環境工学基礎ԋ習、基礎実験

（̑）分野のઐ໳஌ࣝの習ಘ

農業・ݐ設ػց学、όイΦϩϘテΟクス、農࢈Ճ工ྲྀ௨工学、ઐ߈実験、生࢈環

境工学特ผԋ習、৯඼工学

（̒）ٕज़者としてのίϛϡニέーシϣン能力と໰୊解ܾのための理࿦的ߟࢥ能力の֫ಘ

　ӳޠ（一）ʙ（࢛）、科学ӳޠ、ઐ߈ԋ習（一）・（二）・（ࡾ）、ଔ業࿦จ

（̓）学習・教ҭ໨ඪを達੒するためにิ助となる஌ࣝの習ಘ

　環境リモートセンシング工学、海֎農業開発工学

�ɽٕज़ऀཆ੒ίーε
（1）コース概要

　本学科では、教ҭ改ળの一環として2003年に生࢈基൫ίース（ݱ ٕज़者ཆ੒ίース）を

開設した。このίースは、2004年݄̑に、農業土໦ϓϩグラムとして日本ٕज़者教ҭೝ定

apan+）ߏػ Accreditation #oard for Engineering　EdVcation）よりೝ定された教ҭϓϩ

グラムであり、200�年および2014年のܧ続৹ࠪを経て201�年度までのܧ続ೝ定をडけてい

る。なお、2014年のܧ続৹ࠪにおいては、農業土໦ではな͘農業ػցも含めた෯広い農業

工学関࿈ٕज़者のҭ੒を໨ඪとし、ϓϩグラム໊শを「農業土໦ϓϩグラム」͔ら「農業工

学ϓϩグラム」に変ߋして、その࿮૊を֦大している。これにより本学科ٕज़者ཆ੒ίー

スのमྃ者は、ࡍࠃ的に௨用するٕज़者教ҭをडけたものとして評価され、ٕज़ࢼ࢜験の

ୈ一ࢼ࣍験の໔আ֨ࢿが༩͑られるとともに、ࢦ定ొ࿥ػ関΁のొ࿥を行うことでٕज़࢜

ิの֨ࢿをऔಘすることがՄ能となͬた。

（1）コース概要

　本学科では、教育改善の一環として 2003 年に生産基盤コース（現技術者養成コース）

を開設した。このコースは、2004 年５月に、農業土木プログラムとして日本技術者教育認

定機構（Japan Accreditation Board for Engineering Education）より認定された教育プ

ログラムであり、2008 年、2014 年および 2021 年の継続審査を経て 2026 年度までの継続認

定を受けている。なお、2014 年度からは、農業土木ではなく農業機械も含めた幅広い農業

工学関連技術者の育成を目標とし、プログラム名称を「農業土木プログラム」から「農業

工学プログラム」に変更して、その枠組を拡大している。本学科技術者養成コースの修了

者は、国際的に通用する技術者教育を受けたものとして評価され、技術士試験の第一次試

験の免除資格が与えられるとともに、指定登録機関への登録を行うことで技術士補の資格

を取得することが可能となった。
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　+A#EEは、ٕज़系学ڠ会と密઀に࿈帯しながらٕज़者教ҭϓϩグラムの৹ࠪ・ೝূを

行うため1���年11݄に設立された非੓府ஂମである。+A#EEの໨的は、౷一的基४に基

ͮいて理工農学系大学におけるٕज़者教ҭϓϩグラムのೝ定を行い、ٕज़者のඪ४的な基

礎教ҭと位ஔ෇け、ࡍࠃ的に௨用するٕज़者ҭ੒の基൫を୲うことを௨͡て、わがࠃのٕ

ज़者教ҭのࡍࠃ的なಉ等性を֬保し、その੒果をࣾ会と࢈業の発లにد༩することである。

なお、+A#EEによると、「ٕज़者」とは「਺理科学、自然科学および人工科学の஌ࣝをۦ

的に活用し、人類の利ࡁと自然力を経ݯࢿしながらݟを༧ڹし、ࣾ会や環境にରするӨ࢖

ӹと҆全にݙߩするハード・ιフトの人工物やシステムをڀݚ・開発・੡଄・ӡ用・ҡ持

するઐ໳৬業」と、非常に広いൣғに定ٛしている。このようなٕज़者を教ҭ・ҭ੒する

ために、+A#EEがೝ定する教ҭϓϩグラムにおいてはҎ下にࣔすような஌ࣝ・能力をम

ಘさせることが要ٻされている。

（̰）地ٿ的ࢹ఺͔ら多໘的に物ࣄを͑ߟる能力とその素ཆ

（̱）ٕज़がࣾ会や自然にٴ΅すӨڹや効果、ٴびٕज़者がࣾ会にରしてෛͬている੹

೚に関する理解

（̲）਺学および自然科学に関する஌ࣝとそれらをԠ用する能力

（̳）֘౰分野においてඞ要とされるઐ໳஌ࣝとそれらをԠ用する能力

（̴）छʑの科学、ٕज़ٴび情報を活用してࣾ会の要ٻを解ܾするためのデβイン能力

（̵）࿦理的なهड़力、ޱ಄発ද力、౼ٞ等のίϛϡニέーシϣン能力

（̶）自ओ的、ܧ続的に学習する能力

（̷）༩͑られた੍約の下で計画的にࣄ࢓をਐめ、まとめる能力

（̸）チームでࣄ࢓をするための能力

　本ίースのカリキϡラムは、これらの஌ࣝ・能力がे分मಘできるようにߏ੒されてい

る。

　+A#EEೝ定をडけたίースのमྃ者は、ੈքに௨͡るٕज़者ཆ੒教ҭをडけたことが

保োされている。日本をは͡め֤ࠃでは、ಠ自のٕज़者੍֨ࢿ度を有しており、これらの

ٕज़者֨ࢿを習ಘするにはࢼ験をडけなけれ͹ならない。し͔し、ड験にࡍしては一定のࢿ

֨が要ٻされており、これをຬ଍しなけれ͹ならない。本ίースのमྃ者は、これらのड験

的に保োされている。ͭまり、本ίースमྃ者は日本にՃ͑て、アϝࡍࠃをಘることが֨ࢿ

リカ、イΪリス、ドイツなͲのٕज़者ࢼ֨ࢿ験をड験することがՄ能になる。

　日本のٕज़者֨ࢿの最高ๆはٕज़࢜である。この֨ࢿを有する者は高度なٕज़を有して
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Җのあるݖ験に߹֨したものに༩͑られるٕज़者にとͬてࢼ家ࠃ法に基ͮ࢜͘とは、ٕज़࢜

となり、̐年ؒの実຿ิ࢜験に߹֨した後、ٕज़ࢼ࣍औಘには、௨常、一֨ࢿ、で֨ࢿ家ࠃ
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経験をੵんͩ後、二ࢼ࣍験に߹֨するඞ要がある。ٕज़࢜としてొ࿥されると、科学ٕज़
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スは೚ҙ選୒੍であるが、ࠃ಺͹͔りでな͘海֎でも௨用するٕज़者を໨ࢦして本ίース

をཤमすることをקめる。
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自ら学習し自ݾの能力・࣭ࢿを開発することができる者として、٬観的な高い評価がなさ

れる。よͬて、農業工学関࿈のެ຿һ（ࠃ家、地ํ）およびಠ立行੓法人৬һ、土໦・ݐ

設関࿈ا業、ίンαルタント、ػց関࿈ا業、環境関࿈ا業なͲの広い分野での活༂が期
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なされ、ٕज़࢜ୈ一ࢼ࣍験を໔আされて௚઀「म習ٕज़者」として実຿म習にೖることが

できるとことになͬた。これによͬて、大学における基礎教ҭとٕज़者֨ࢿとのリンクが

֬保されることになͬた。৽しいٕज़者੍֨ࢿ度の֓要は図Ⅱ- ４の௨りである。
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図Ⅱ-4　技術士資格取得までの仕組み
　　（日本技術者教育認定機構・日本技術士会「技術士への道」2013より）
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（2）教育理念

　ٕज़者ཆ੒ίースにおける教ҭ理೦は、地域環境ならびに農村計画、農村環境੔උに関す

る計画レϕルでの農業工学関࿈ٕज़にՃ͑て、土໦ࡐྉ、設計ࢪ工法、水利ࢪ設やᕲᕱഉ水

には自らが学習࣌システムに関するඞ要な素ཆやٕज़の習ಘによͬて、ଔ業࢈業、農業生ࣄ

し自ݾの能力と࣭ࢿを開発することができる者として高い評価がಘられるような人ࡐをҭ੒

することにある。

（3）学習・教育到達目標

　ٕज़者ཆ੒ίースでは、農業生࢈性の޲上のΈではな͘、地域の環境・ݯࢿ、生態系お

よびΤネルΪーに഑ྀした計画・設計・ࢪ工・ӡӦ管理を行͑るٕज़者をҭ੒すべ͘、ίー

スཤम者にରして࣍にࣔす（A）ʙ（E）の学習・教ҭ౸達໨ඪを定めている。

　すなわͪ、本ίースでは、農業工学関࿈ٕज़のࣾ会的位ஔ෇けやٕज़者としてඞ要なྙ理

を理解した上で農業工学関࿈ٕज़の基礎஌ࣝを学習し、これをもとにઐ໳஌ࣝを習ಘし、さ

らにਂいઐ໳஌ࣝを習ಘした上で、実ূ的ڀݚをとおして実ફ能力とίϛϡニέーシϣン能

力を習ಘするという、一࿈の学習・教ҭ౸達໨ඪを設定している。ここでཤम学生は、こ

れらのࢦ定された໨ඪにͭいて学習し、それͧれに設定されたඞ要な学習水४をすべて達

੒することがٻめられる。ಉ࣌に教һは、ཤम者がこれらの໨ඪ水४を達੒するためにඞ

要な教ҭを行うとともに、ࣾ会や学生の要ٻを഑ྀしたܧ続的な教ҭ改ળを行うことを໨

する（a）ʙ（i）の基४をٻしている。なお、これらの学習・教ҭ౸達໨ඪは+A#EEが要ࢦ

。しながら、本ίースのमྃ者の持ͭべき能力として設定したものであるྀߟ

　Ҏ下にٕज़者ཆ੒ίースにおける学習・教ҭ౸達໨ඪにͭいてઆ明する。

（Ａ）人類社会における技術の位置付けと技術者としての社会的責務および倫理観を習得

する

　 「৯ྉ」、「環境」、「ݯࢿ」、「ΤネルΪー」なͲの地ٿ的ن໛のॾ໰୊を解ܾするために

ඞ要とされる農業工学関࿈ٕज़の人類ࣾ会での位ஔ෇けをೝࣝし、農業工学関࿈ٕज़が人

類ࣾ会および地ٿ環境にٴ΅す効果やӨڹにͭいて多໘的に͑ߟる能力を習ಘするととも

に、ٕज़者としてのࣾ会的੹຿とྙ理観を習ಘする。

（Ｂ）農業工学関連技術の基礎知識を習得する

　農業工学系ٕज़者は、਺学、情報ٕज़、自然科学等に関するे分な஌ࣝを有し、これら

を人類の޾෱のために活用することがٻめられる。ここでは、そのための基礎஌ࣝとして、

਺学、生物、化学、情報ならびに農業工学関࿈ٕज़の基礎஌ࣝとしての力学系科໨なͲを

習ಘする。

（3）JABEEコース・アドミッションポリシー

ٕज़者ཆ੒ίース（+A#EE ίース）では、生࢈環境工学科のアドϛッシϣンポリシー

ᶃ͔らᶇに͛ڍた素ཆを਎にͭけている者の中でも、特に農業生ٴ࢈びその環境保全に関

৺があり、ࠃ಺ͩけではな͘海֎でも௨用するٕज़者を໨ࢦす者で、農業工学関࿈のެ຿

һ（ࠃ家、地ํ）およびಠ立行੓法人、土໦・ݐ設関࿈ا業（ίンαルタント含Ή）、ػ

ց関࿈ا業、環境関࿈ا業なͲでの活༂をࢤす者をٻめる。また、̍、̎年࣍の഑౰科໨

も含めे分なཤम計画がたてられており、ೖ学࣌より自ݚݾᮎをଵらずポートフΥリΦを

。められるٻ੒していることが࡞
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－44－



－45－

─ 4� ─

（2）教育理念

　ٕज़者ཆ੒ίースにおける教ҭ理೦は、地域環境ならびに農村計画、農村環境੔උに関す

る計画レϕルでの農業工学関࿈ٕज़にՃ͑て、土໦ࡐྉ、設計ࢪ工法、水利ࢪ設やᕲᕱഉ水

には自らが学習࣌システムに関するඞ要な素ཆやٕज़の習ಘによͬて、ଔ業࢈業、農業生ࣄ

し自ݾの能力と࣭ࢿを開発することができる者として高い評価がಘられるような人ࡐをҭ੒

することにある。

（3）学習・教育到達目標

　ٕज़者ཆ੒ίースでは、農業生࢈性の޲上のΈではな͘、地域の環境・ݯࢿ、生態系お

よびΤネルΪーに഑ྀした計画・設計・ࢪ工・ӡӦ管理を行͑るٕज़者をҭ੒すべ͘、ίー

スཤम者にରして࣍にࣔす（A）ʙ（E）の学習・教ҭ౸達໨ඪを定めている。

　すなわͪ、本ίースでは、農業工学関࿈ٕज़のࣾ会的位ஔ෇けやٕज़者としてඞ要なྙ理

を理解した上で農業工学関࿈ٕज़の基礎஌ࣝを学習し、これをもとにઐ໳஌ࣝを習ಘし、さ

らにਂいઐ໳஌ࣝを習ಘした上で、実ূ的ڀݚをとおして実ફ能力とίϛϡニέーシϣン能

力を習ಘするという、一࿈の学習・教ҭ౸達໨ඪを設定している。ここでཤम学生は、こ

れらのࢦ定された໨ඪにͭいて学習し、それͧれに設定されたඞ要な学習水४をすべて達

੒することがٻめられる。ಉ࣌に教һは、ཤम者がこれらの໨ඪ水४を達੒するためにඞ

要な教ҭを行うとともに、ࣾ会や学生の要ٻを഑ྀしたܧ続的な教ҭ改ળを行うことを໨

する（a）ʙ（i）の基४をٻしている。なお、これらの学習・教ҭ౸達໨ඪは+A#EEが要ࢦ

。しながら、本ίースのमྃ者の持ͭべき能力として設定したものであるྀߟ

　Ҏ下にٕज़者ཆ੒ίースにおける学習・教ҭ౸達໨ඪにͭいてઆ明する。

（Ａ）人類社会における技術の位置付けと技術者としての社会的責務および倫理観を習得

する

　 「৯ྉ」、「環境」、「ݯࢿ」、「ΤネルΪー」なͲの地ٿ的ن໛のॾ໰୊を解ܾするために

ඞ要とされる農業工学関࿈ٕज़の人類ࣾ会での位ஔ෇けをೝࣝし、農業工学関࿈ٕज़が人

類ࣾ会および地ٿ環境にٴ΅す効果やӨڹにͭいて多໘的に͑ߟる能力を習ಘするととも

に、ٕज़者としてのࣾ会的੹຿とྙ理観を習ಘする。

（Ｂ）農業工学関連技術の基礎知識を習得する

　農業工学系ٕज़者は、਺学、情報ٕज़、自然科学等に関するे分な஌ࣝを有し、これら

を人類の޾෱のために活用することがٻめられる。ここでは、そのための基礎஌ࣝとして、

਺学、生物、化学、情報ならびに農業工学関࿈ٕज़の基礎஌ࣝとしての力学系科໨なͲを

習ಘする。

－45－



－46－─ 4� ─

表Ⅱ-5　技術者養成コース科目一覧（単位数）
○：必修科目

学　年
前　　　期 後　　　期

授業科目名 D1 D2 D3 授業科目名 D1 D2 D3
１年次 ˓フレοシュマンセミナー

˓஍Ҭڥ؀Պ学概࿦
˓生޻ڥ؀࢈学概࿦
˓৘ใૅج（一）
˓ӳޠ（一）
˓਺学
˓਺学ԋश
　生෺学
　Խ学
　தޠࠃ（一）˞

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

学ྗૅج˓
学ԋशྗૅج˓
˓೤ྗ学
˓৘ใૅج（ೋ）
˓ӳޠ（ೋ）
ྉྗ学ࡐ˓
௨ԋशڞ˓
˓Ԡ༻਺学
˓Ԡ༻਺学ԋश
　தޠࠃ（ೋ）˞

　౔ͱਫのڥ؀

2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
２

2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
２

2
2
2
2
2
2
1
2
2
2
２

લܭ߹ظ୯Ґ 20 20 20 ୯Ґܭ߹ظޙ 21 21 21
学年߹ܭ୯Ґ 41 41 41

２年次 ˓ଌྔ学
˓ଌྔ࣮श
˓ӳ（ࡾ）ޠ
˓生޻ڥ؀࢈学ૅجԋश
౔৕෺ཧ学ڥ؀˓
˓構଄ྗ学
˓構଄ྗ学ԋश
　஍Ҭݯࢿར༻޻学
　౔໦ࡐྉ学
　౷ܭ学
　ΩϟϦΞσβΠン

2
2
2
1
2
2
2
2

2
1

2
2
2
1
2
2
2
2
2
2
1

2
2
2
1
2
2
2
2

2
1

˓Ԡ༻ଌྔ学
ݧ࣮ૅج˓
˓ӳ（࢛）ޠ
˓౔࣭ྗ学
˓౔࣭ྗ学ԋश
˓ਫཧ学
˓ਫཧ学ԋश
　৘ใॲཧ޻学
　஍Ҭڥ؀อશ学
　஍ҬͱจԽ
　మےコンΫϦーτ޻学
　৯඼޻学
　Ϗδωスマナー

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

1

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
２

1

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

２
1

લܭ߹ظ୯Ґ 18 20 18 ୯Ґܭ߹ظޙ 21 2� 2�
学年߹ܭ୯Ґ �9 4� 41

３年次 ˓ઐݧ࣮߈
　農ଜ޻ڥ؀学
　ྲྀҬਫจ学
৘ใ学ڥҬ؀޿　
　社会ج൫޻学
　౔໦޻ࢪ๏
　ਫརࢪઃ޻学
ࡁܦ୅社会ͱݱ　
　50&*$ ӳޠ（一）ʴ

　農஍޻ڥ؀学
　農業・ݐઃػց学
　農࢈Ճྲྀ޻௨޻学

2
2
2
2
2

2
ᾈ
2

2

2
2
2
2
2
2
ᾈ
2

2

2
2
2

2
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コース単位合計 124124124
஫）˞΋͘͠͸ʴの͍ͣΕかΛબ୒する

学 年 前　　　期 後　　　　期

授業科目名 D1 D2 D3 授業科目名 D1 D2 D3

1年次 ○フレッシュマンセミナー 2 2 2 ○基礎力学 2 2 2

○地域環境科学概論 2 2 2 ○基礎力学演習 2 2 2

○生産環境工学概論 2 2 2 ○熱力学 2 2 2

○情報基礎（一） 2 2 2 ○情報基礎（二） 2 2 2

○英語（一） 2 2 2 ○英語（二） 2 2 2

○数学 2 2 2 ○材料力学 2 2 2

○数学演習 2 2 2 ○共通演習 1 1 1

　生物学 2 2 2 ○応用数学 2 2 2

  化学 2 2 2 ○応用数学演習 2 2 2

  中国語（一）※ 2 2 2 　中国語（二）※ 2 2 2

○生産環境工学基礎演習 1 1 1 　土と水の環境 2 2 2

前期合計単位 21 21 21 後期合計単位 21 21 21

学年合計単位数 42 42 42

2年次 ○測量学 2 2 2 ○応用測量学 2 2 2

○測量実習 2 2 2 ○基礎実験 2 2 2

○英語（三） 2 2 2 ○英語（四） 2 2 2

○環境土壌物理学 2 2 2 ○土質力学 2 2 2

○構造力学 2 2 2 ○土質力学演習 2 2 2

○構造力学演習 2 2 2 ○水理学 2 2 2

　地域資源利用学 2 2 2 ○水理学演習 2 2 2

　土木材料学 2 　地域環境保全学 2 2 2

　統計学 2 2 2 　情報処理工学 2 2 2

　キャリアデザイン 1 1 1 　鉄筋コンクリート工学 2

　 　食品工学 2

前期合計単位 17 19 17 後期合計単位 18 20 20

学年合計単位数 35 39 37

3年次 ○専攻実験 2 2 2 ○専攻演習（一） 2 2 2

　農村環境工学 2 　農村計画学 2 2 2

　農地環境工学 2 2 2 　土地改良学 2

　流域水文学 2 2 2 　地水環境工学 2

　広域環境情報学 2 2 2 　環境ﾘﾓｰﾄｾﾝｼﾝｸﾞ工学 2

　社会基盤工学 2 2 2 　環境土木学 2 2 2

　土木施工法 2 　バイオロボティクス 2

　水利施設工学 2 　設計製図 2 2 2

　農業建設機械学 2 　生産環境工学特別演習 2 2 2

　農産加工流通工学 2 　技術者倫理 2 2 2

　現代社会と経済 2 2 2   科学英語 2 2 2

　TOEIC英語 初級＋ (2) (2) (2) 　TOEIC英語 中級＋ (2) (2) (2)

前期合計単位 14 16 16 後期合計単位 20 14 16

学年合計単位 34 30 32

4年次 ○専攻演習（二） 2 2 2 ○専攻演習（三） 2 2 2

○卒業論文 4 4 4

前期合計単位 2 2 2 後期合計単位 6 6 6

学年合計単位数 8 8 8

コース単位合計 119 119 119
注）※もしくは＋のいずれか選択する
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表Ⅱ-6　各学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目の流れ

学習・教育
到達目標

授　業　科　目　名
１年 ２年 ３年 ４年

前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期 前　期 後　期

（A）

A1

フレッシュマン
セミナー

地域環境科学概論

生産環境工学概論 共通演習

A2 現代社会と経済

A3 土と水の環境 環境土木学

A4 技術者倫理

（B）

B1
数学 応用数学 統計学

数学演習 応用数学演習

B2 情報基礎（一）情報基礎（二） 情報処理工学

B3

化学 基礎力学

生物学 基礎力学演習

熱力学

材料力学

（C）

C1
測量学 応用測量学

測量実習

C2

生産環境工学
基礎演習 基礎実験 流域水文学

環境土壌物理学 土質力学

土質力学演習

水理学

水理学演習

C3
構造力学 社会基盤工学 設計製図

構造力学演習

C4
地域資源利用工学 地域環境保全学 農地環境工学 農村計画学

（D1）
D1-1

土地改良学
環境リモートセン
シング工学

D1-2
農村環境工学 地水環境工学

（D2）
D2-1

土木施工法

水利施設工学

D2-2 土木材料学 鉄筋コンクリート
工学

（D3）
D3-1 食品工学 農業・建設機械学

D3-2 農産加工流通工学 バイオロボティクス

（E）

E1 専攻実験 専攻演習（一）

E2
英語（一） 英語（二） 英語（三） 英語（四） TOEIC英語（初）＋ TOEIC英語（中）＋

中国語（一）＊ 中国語（二）＊ 科学英語

E3 キャリアデザイン

E4 専攻演習（二）専攻演習（三）
卒業論文

E5 生産環境工学
特別演習

注）＊もしくは＋のいずれかを選択

広域環境情報学
（2020年度は後期）広域環境情報学
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（Ｃ）農業工学関連技術の専門知識を習得する

　農業は土と水に大きく依存しており、食料生産の安定と安全・安心、人類の生存環境創

造と維持のために「土」と「水」に関する十分な知識と理解が必要である。また、食料生産

と人類の生存環境を取り扱う農業工学系技術者には、農地や水利にかかわる現場での計測

技術、地域資源の有効利用と環境に配慮した整備計画、持続可能な生産基盤整備、自然環

境に配慮した施設整備に関する知識が必要である。ここではこれらに関する専門知識を習

得する。

（Ｄ）主要な専門知識を習得する

　農地・農村の計画・評価に関する主要専門知識の習得のためのサブコース（D1）と農村・

都市部における設計施工に関する主要専門知識の習得のためのサブコース（D2）、環境保

全や人間活動に配慮した農業生産システムに関する主要専門知識の習得のためのサブコー

ス（D3）を配置し、技術者養成コース履修者はいずれかのサブコースを選択してより深い

主要な専門知識を習得する。

（Ｅ）総合的デザイン能力を習得する

　技術に対する社会的要求は現場にあることから、現場での技術的諸問題点を明確化し

その解決方法を確立するために科学を素養とした分析能力と論理的思考に基づくコミュニ

ケーション能力の習得が要求される。そして、現場での問題点を解決するためには、習得

した基礎知識と専門知識を現場にて実践する能力およびチームで仕事をする能力が必要と

なる。ここでは、現場での問題把握から解決に至るまでの実践的手法を自主的・継続的に

学習することを通じて総合的デザイン能力を習得する。

　以上の学習・教育到達目標に関連する科目は表Ⅱ− 5 に示すとおりであり、関連科目群

の達成度により各学習・教育到達目標の達成度を評価する。具体的には各科目の成績を

「秀」４点、「優」３点、「良」２点、「可」１点とし、科目群ごとの平均値を総合評価値と

する。各学習・教育到達目標の達成は、この総合評価値とそれぞれの目標ごとに設定され

た条件により評価される。なお、技術者養成コースの履修学生は、選択したコースに関し

て表Ⅱ -5に掲げる全ての単位を取得しなければならない。

　各学習・教育到達目標を達成するために必要な授業科目と、技術者養成コースで定める

他の科目との関係を図Ⅱ-5～図Ⅱ-9に示す。履修計画を立てる際には、これらの科目間の

関連性をよく把握して、効果的かつ計画的な学問の習得に配慮することが望まれる。

　各学習・教育到達目標の内容とJABEE 基準との関連、またそれぞれの達成度評価基準の

細部について次に説明する。
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（4）学習・教育到達目標ごとの科目群と JABEE基準および達成度評価

 （A） 人類社会における技術の位置付けと技術者としての社会的責務および倫理観を習

得する。

（A1）大学・学部および学科の理念を通して人類が直面する諸問題を学び、「農」の

立場から多面的に物事を考える能力を習得する

評価ର象科໨ フレッシϡマンセϛφー、地域環境科学֓࿦、

生࢈環境工学֓࿦、ڞ௨ԋ習

+A#EE基४との関࿈ （a）、（C）、（i）

（A2）「食料」、「環境」、「資源」、「エネルギー」などの地球的規模の諸問題を理解す

るために、人類社会の基礎知識を習得する

評価ର象科໨     　 ݱ୅ࣾ会と経ࡁ

+A#EE基४との関࿈ （a）、（C）、（e）

（A3）農業工学の立場から環境問題を学び、知識を習得する

評価ର象科໨ 土と水の環境、環境土໦学

+A#EE基४との関࿈ （a）、（C）、（d）

 （A4）技術者の社会的責務を理解し、技術者として持つべき倫理観を習得する

評価ର象科໨ ٕज़者ྙ理

+A#EE基४との関࿈ （C）、（e）、（g）

◎学習・教育到達目標（A）の達成度評価

　この学習・教ҭ౸達໨ඪは、上ه評価ର象科໨の総߹評価஋が1.0Ҏ上であることで達੒

される。

（B） 農業工学関連技術の基礎知識を習得する

（B1）農業工学技術の基礎となる数学に関する知識を学び、これを技術へ応用でき

る能力を習得する

評価ର象科໨ ਺学、਺学ԋ習、Ԡ用਺学、Ԡ用਺学ԋ習、౷計学

+A#EE基४との関࿈ （c）、（d）、（g）

（5）
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（B2）農業工学に関する技術的問題の解決に必要な情報処理技術を学び、実験デー

タの解析や直面する問題の分析を行える能力を習得する

評価ର象科໨ 情報基礎（一）、情報基礎（二）、情報処理工学、

広域環境情報学

+A#EE基४との関࿈ （c）、（d）、（e）

（B3）力学、化学、生物学などの自然科学の基礎知識を学び、これを農業工学技術

へ応用する能力を習得する

評価ର象科໨ 化学、生物学、基礎力学、基礎力学ԋ習、熱力学、

ྉ力学ࡐ

+A#EE基४との関࿈ （c）、（d）、（g）

◎学習・教育到達目標（B）の達成度評価

　この学習・教ҭ౸達໨ඪは、上ه評価ର象科໨の総߹評価஋が1.0Ҏ上であることで達੒

される。

（C） 農業工学関連技術の専門知識を習得する

（C1）測量に関する知識および測量手法を学び、計測手法およびデータ処理手法の

基礎能力を習得する

評価ର象科໨ 測量学、測量実習、Ԡ用測量学

+A#EE基४との関࿈ （c）、（d）、（g）

（C2）農業工学技術に共通する専門知識として「土」と「水」に関する知識と理論

を学び、実験を通して理論を応用する能力を習得する

評価ର象科໨ 環境土壌物理学、土࣭力学、土࣭力学ԋ習、水理学、

水理学ԋ習、ྲྀ域水จ学、生࢈環境工学基礎ԋ習、基礎実験

+A#EE基४との関࿈ （d）、（g）

（C3）農業工学技術者として取り扱う関連施設を学び、これらを計画・設計・施工

するための基礎となる専門知識を習得する

評価ର象科໨ ଄力学ԋ習、ࣾ会基൫工学、設計੡ਤߏ、଄力学ߏ

+A#EE基४との関࿈ （d）、（g）
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（C4）農地と農村地域計画について学び、地域資源の有効利用と環境に配慮した整

備計画を行うための専門知識を習得する

評価ର象科໨ 農地環境工学、地域ݯࢿ利用工学、地域環境保全学、

農村計画学

+A#EE基४との関࿈ （d）

◎学習・教育到達目標（C）の達成度評価

　この学習・教ҭ౸達໨ඪは、上ه評価ର象科໨の総߹評価஋が1.0Ҏ上であることで達੒

される。

（D） 主要な専門知識を習得する

（D1） サブコースD1に関する知識の習得

　農地、農村のもͭ多໘的ػ能や環境保全のためのٕज़とその評価、と͘に農村地域にお

ける生活環境や環境Ԛછの実態解明と環境管理に関する஌ࣝを習ಘする。

（D1-1）農地・農村のもつ多面的機能に関する知識を理解し、環境保全のための技

術とその評価手法に関する知識を習得する。

評価ର象科໨ 土地改ྑ学、環境リモートセンシング工学

+A#EE基४との関࿈ （d）、（e）

（D1-2）生活環境や環境汚染に関する知識を学び、汚染の実態解明と環境管理にこ

れらの知識を応用する能力を習得する

評価ର象科໨ 農村環境工学、地水環境工学

+A#EE基४との関࿈ （d）

◎学習・教育到達目標（D1）の達成度評価

　この学習・教ҭ౸達໨ඪは、上ه評価ର象科໨の総߹評価஋が1.0Ҏ上であることで達੒

される。

 （D2） サブコースD2に関する知識の習得

　農地・都市地域における生࢈環境の੔උにࡍして、地域ݯࢿの活用、ݯࢿのリαイクル、

環境に഑ྀした生࢈手ஈの੔උおよび関࿈ࢪ設の設計や৽ࡐࢿの開発に関する஌ࣝを習ಘ

する。
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 （D2-1）生産基盤施設の整備に必要な知識を学び、施設の計画・立案を行う基礎的

能力を習得する

評価ର象科໨ 土໦ࢪ工法、水利ࢪ設工学

+A#EE基४との関࿈ （d）、（e）

（D2-2）生産基盤施設を設計・施工する上で必要な材料に関する基礎的知識を学び、

地域資源の活用やリサイクルについて考究する能力を習得する

評価ର象科໨ 土໦ࡐྉ学、మےίンクリート工学

+A#EE基४との関࿈ （d）

◎学習教育到達目標（D2）の達成度評価

　この学習・教ҭ౸達໨ඪは、上ه評価ର象科໨の総߹評価஋が1.0Ҏ上であることで達੒

される。

（D3） サブコースD3に関する知識の習得

　農村・都市地域における、環境保全や人ؒ活動に഑ྀした農業生࢈システムのٕज़開発、

設計・評価に関する஌ࣝを習ಘする。

（D3-1） 農業生産システムに必要な知識を学び、その設計・評価など基礎的能力を習

得する

評価ର象科໨ 農業・ݐ設ػց学、৯඼工学

+A#EE基४との関࿈ （d）、（e）

（D3-2） 農業生産システムを構築するうえで必要な基礎的知識を学び、システムの高

度化や農産物の高品質化について考究する能力を習得する

評価ର象科໨ όイΦϩϘテΟクス、農࢈Ճ工ྲྀ௨工学

+A#EE基४との関࿈ （d）

◎学習教育到達目標（D3）の達成度評価

　この学習・教ҭ౸達໨ඪは、上ه評価ର象科໨の総߹評価஋が1.0Ҏ上であることで達੒

される。
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専攻演習（二）、専攻演習（三）、卒業論文

　この学習・教育到達目標は、上記評価対象科目の総合評価値が1.0以上であること、かつ

専攻実験、専攻演習（一）、生産環境工学特別演習、専攻演習（二）、専攻演習（三）および

卒業論文の評価が「優」以上であることにより達成される。

─ �� ─

（E） 総合的デザイン能力を習得する

（E1）習得した科学技術と農業工学に関する知識を応用し、これを実践する能力を

習得する

評価ର象科໨ ઐ߈実験、ઐ߈ԋ習（一）

+A#EE基४との関࿈ （d）、（g）

（E2）技術的問題点の明確化と解決のために必要な日本語および外国語によるコミュ

ニケーション手法を学び、理論的思考に基づいた説明能力を習得する

評価ର象科໨ ӳޠ（一）、50EI$ӳޠॳ級、中ޠࠃ（一）、ӳޠ（二）、50EI$

ӳޠ中級、中ޠࠃ（二）、ӳ（ࡾ）ޠ、ӳ（࢛）ޠ、

科学ӳޠ

+A#EE基४との関࿈ （e）、（f）、（h）

（E3）農業工学技術の理論と実際についての認識を深め、社会人として活躍するた

めに必要なキャリアデザイン手法について習得するとともに、現場で実践力

を習得する

評価ର象科໨ キャリアデβイン

+A#EE基४との関࿈ （d）、（e）、（f）、（h）、（i）

（E4）新たな知識の習得を自主的・継続的に行い、獲得した知識を有効に応用して

問題解決を行うための総合的設計能力を習得する

評価ର象科໨

+A#EE基४との関࿈ （d）、（e）、（f）、（g）、（h）

（E5）他者と共同して課題解決を図ることができる能力を習得する

評価ର象科໨ 生࢈環境工学特ผԋ習

+A#EE基४との関࿈ （f）、（g）、（i）

◎学習・教育到達目標（E）の達成度評価

　この学習・教ҭ౸達໨ඪは、上ه評価ର象科໨の総߹評価஋が1.0Ҏ上であること、͔ͭ

ઐ߈実験、ઐ߈ԋ習（一）、生࢈環境工学特ผԋ習、ઐ߈ԋ習（二）およびଔ業࿦จの評価

が「༏」であることにより達੒される。
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（6） 履修方法

① 登録方法および登録時期

　本コースの履修を希望する者は、原則として、３年進級時に行なわれる登録説明会に出

席し、②登録上の注意点をよく読み、技術者養成コース登録書を提出してコース登録しな

ければならない。その際サブコースの選択も同時に行う。履修登録は学生の自由意志によ

るものであるが、本コースは資格を取得することのみを目的としているわけではなく、専

門技術者を養成するためのコースであることをよく認識して登録していただきたい。

② 登録上の注意点

　本コースの構成科目は１年次、２年次にも配当されており、本コースを目指すものは１・

２年次における履修科目の選択に当たっても留意しなければならない。さらに本コースの

修了のためには、上記で説明したように各学習・教育到達目標ごとに設定された達成度を

満足しなければならない。このためには各学習・教育到達目標に配当されている１・２年

次科目において必要な成績を収めていなければならない。従って本コース登録時には本

コース科目の成績をチェックし、学習・教育到達目標ごとに設定された達成度に至らない

と判断された場合はコース選択を受け付けない。

　以上のように、本コースを履修するためには１・２年次における履修科目選択とその成

績が重要であり、本コースの登録を希望するものは、入学時から十分な履修計画をたてる

必要がある。

③ ポートフォリオの作成

　本コース履修者は、本コース構成科目において課されたレポート、小テスト答案、定期

試験答案等を担当教員より返却を受けて、ポートフォリオとして作成しておかなければな

らない。ポートフォリオは、履修者の達成度自己評価の上で重要な資料となるので、履修

者はポートフォリオを随時見直し、その後の学習に役立てることが求められる。履修者は

必要に応じてポートフォリオの提出を求められ、本コース終了時には必ずポートフォリオ

を提出しなければならない。

　なお、答案等の返却に関して以下のルールを適用しているので、注意すること。

（１）学生への答案等の返却は、原則として当該科目の期末試験の成績質問日に行う。

（２）答案等の返却日は、授業担当教員により指定されることもあり、その場合は指示に

従うこと。

（３）上記返却期間以外での答案等の返却依頼には応じない。また、保存期間（３ヵ年）

を過ぎた答案等は破棄するため、希望があっても返却できない場合がある。

④ 編入生の技術者養成コースへの登録基準

　本学科への編入生も技術者養成コースに登録可能である（一般の３年生と同じ方法で登
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録）。しかしその際には、既修得科目の中で本コース構成科目として認定できるかの判断が

必要となり、学科内の技術者教育検討委員会で出身学校（大学、短大、専門学校など）の

成績およびシラバス等を参考にし、認定科目の評価を決定する。決定に際して、本人への

口頭試問や、出身学校への問い合わせを実施する場合がある。

⑤技術者養成コース・生産環境コース間の移籍について

　技術者養成コース履修者が生産環境コースに移籍を希望する場合、あるいは生産環境

コース履修者が技術者養成コースへ移籍を希望する場合は、次に示すような条件を満たす

時のみ移籍が認められる。

（１）技術者養成コースから生産環境コースへの移籍について

　以下のいずれかの条件に該当する者については、生産環境工学科技術者教育検討委

員会および教育改善委員会での審査（以下、学科内審査）を経て承認が得られた場合、

３年終了時に技術者養成コースから生産環境コースへの移籍が認められる。

①退学あるいは休学した者

②何らかの止むを得ない理由により研究室活動を続けられない者で、生産環境コース

への移籍を希望する者

③修学期間中における学習教育到達目標の達成が困難である者

（２）生産環境コースから技術者養成コースへの移籍について

　以下のいずれかの条件を満たす者については、学科内審査を経て承認が得られた場

合３年次終了時に生産環境コースから技術者養成コースへの移籍が認められる。

①退学あるいは休学により技術者養成コースの登録資格を失い、復学後に技術者養成

コースへの再登録を希望する者

②技術者養成コース登録者と同等以上の熱意を有するとともに所定の学習・教育到達

目標を達成している者

（３）コース間の移籍申請

　コース間の移籍を希望する学生は本学科の技術者教育検討委員会に移籍申請を行う

こと。なお、移籍に関する学科内審査は技術者教育検討委員教員との面談によって実

施する。
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�ɽब৬活動のྲྀΕ
　生࢈環境工学科の前਎は、農業土໦と農業ػցの分野でߏ੒された農業工学科である。

学科঺հにある௨り、1�40年に農業工学科が૑設されて͔らݱ在（201�年）にࢸるまで、

本学科は��年のྺ࢙を有しており、ଔ業生は֤छެ຿һ、中学・高ߍ教һ、ίンαルタント、

ց関࿈会ࣾ、情報関࿈会ࣾ、֤छஂମなͲ多岐の関࿈分野で਺ੈ୅にわたͬػ、設会ࣾݐ

て活༂している。そのため、ब৬活動をਐめるࡍには、大学のキャリアセンターや教һҎ

֎にも、本学科の多͘のଔ業生͔らのࢧԉをうけることができる。

　ब৬活動は̏年࣍ऴ൫݄͔̏ら始まるが、本学科においてはೖ学౰ॳ͔らଔ業後のब৬

ઌならびに自分自਎に適した৬業を自分自਎でݕ౼しは͡めることをקめている。そのब

৬ઌに߹わせてͲの関࿈科໨に重఺をおいて学習するの͔、ब৬活動を始める前にԿを習

ಘしなけれ͹ならないの͔、をҙࣝして欲しいのである。ඞ要な情報ऩूに౰たͬては、

௿学年͔ら大学のキャリアセンターはもͪΖん、学科の教һやઌഐ・ଔ業生にੵۃ的に૬

ஊすることが๬ましい。

　ओなब৬活動のྲྀれは図Ⅲ- １にࣔす௨りである。キャリアセンターが行うब৬Ψイダ

ンス、৬業適性テストや一ൠ常ࣝテストの࣌期は年度によͬてएׯの変ߋがあるので、キャ

リアセンターや学科のࣔܝ൘に஫ҙすること。またキャリアセンターではެ຿һࢼ験ରࡦ

している。さらに、学ߨを開࠲ߨࡦ験ड験ରࢼ用࠾や教һ（ࢪ本学科でもಠ自に実）࠲ߨ

部̏年生と大学Ӄത࢜前期՝ఔ̍年生をର象に、Նٳق業とౙٳق業中をݪଇとして、ا

業等において自らのઐ߈やকདྷのキャリアに関࿈したब業ମ験を行うこと（インターン

シッϓ）ができる。それらब৬に関する情報は、キャリアセンターにੵۃ的に଍をӡんで

ಘることをקめる。また、11݄ʙཌ年݄̎に͔けて行う業քڀݚ会および݄͔̏ら始まる

。Ճすることも重要であるࢀ的にۃ業セϛφーにもੵا

　なお、キャリアセンターでは、学生のब৬活動をαポートするため東京農業大学Φリ

ジφル΢Σブαイト「農大キャリアφϏ」を開設し、大学にಧいたٻ人情報のӾཡなͲब

৬に関する情報を発৴している。また、 学生ポータルにはキャリアセンター͔らのお஌ら

せ、ݸ人的な఻ݴがͬࡌている（学生ポータル、農大キャリアφϏ΁のϩグインは֤自の

ID・パスϫードがඞ要）。

ᶙ　ब৬׆ಈのҊ಺

　生産環境工学科の前身は、農業土木と農業機械の分野で構成された農業工学科である。

学科紹介にある通り、1940 年に農業工学科が創設されてから現在（2022 年）に至るまで、

本学科は 82 年の歴史を有しており、卒業生は各種公務員、中学・高校教員、コンサルタント、

建設会社、機械関連会社、食品関連会社、情報関連会社、各種団体など多岐の関連分野

で数世代にわたって活躍している。そのため、就職活動を進める際には、大学のキャリア

センターや教員以外にも、本学科の多くの卒業生からの支援をうけることができる。

　就職活動は３年次終盤の３月から始まるが、本学科においては、入学当初から卒業後の

就職先ならびに自分自身に適した職業を自分自身で検討しはじめることを勧めている。そ

の就職先に合わせてどの関連科目に重点をおいて学習するのか、就職活動を始める前に何

を習得しなければならないのか、を意識して欲しいのである。必要な情報収集に当たって

は、低学年から大学のキャリアセンターはもちろん、学科主催の就職関連セミナーへの参

加および教員や先輩・卒業生に積極的に相談することが望ましい。

　主な就職活動の流れは図Ⅲ -１に示す通りである。キャリアセンターが行う就職ガイ

ダンス、職業適性テストや一般常識テストの時期は年度によって若干の変更があるので、

キャリアセンターや学科の掲示板に注意すること。またキャリアセンターでは公務員試験

対策講座（本学科でも独自に実施）や教員採用試験受験対策講座を開講している。さらに、

学部３年生と大学院博士前期課程１年生を対象に、夏季休業と冬季休業中を原則として、

企業等において自らの専攻や将来のキャリアに関連した就業体験を行うこと（インターン

シップ）ができる。それら就職に関する情報は、キャリアセンターに積極的に足を運んで

得ることを勧める。また、11 月〜翌年２月にかけて行う業界研究会および３月から始ま

る企業セミナーにも積極的に参加することも重要である。

　キャリアセンターでは、学生の就職活動をサポートするため東京農業大学オリジナル

ウェブサイト「農大キャリアナビ」を開設し、大学に届いた求人情報の閲覧など就職に関

する情報を発信している。また、 学生ポータルにはキャリアセンターからのお知らせ、個

人的な伝言が載っている（学生ポータル、農大キャリアナビへのログインは各自の ID・

パスワードが必要）。
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図Ⅲ-1 主な就職活動の流れ
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建設業 製造業(食料品,化学工業,その他)

卸売業・小売業 運輸・通信業

サービス業(協同組合等,情報,その他) 公務員

産業別 就職先

建設業

ETSホールディングス,株式会社ＮＩＰＰＯ②,株式会社フジヤマ,株式会社鴻池組,株式会社⼤気社,株式会社⽵中⼟⽊②,株式会社東京設計事
務所,株式会社⽇⽴プラントサービス,⾼砂熱学⼯業株式会社,世紀東急⼯業株式会社,⼤成建設株式会社,東京パワーテクノロジー株式会社②,
⽇本道路株式会社④,⼤林道路株式会社,サムシングホールディングス株式会社,株式会社ＮＩＰＰＯ,京王建設株式会社,世紀東急⼯業株式会
社②,前⽥道路株式会社②,⼤成建設株式会社②,鉄建建設株式会社,東鉄⼯業株式会社,⽇特建設株式会社②,⽇本国⼟開発株式会社

製造業(⾷料品,その
他)

スガノ農機株式会社,株式会社サラダクラブ,株式会社デリカフーズ,ジャスコエンジニアリング,株式会社ＩＤＯＭ,株式会社翔栄

卸売業・⼩売業
イオンリテール株式会社,エスビック株式会社,センコー商事株式会社,全農パールライス株式会社,株式会社クリエイトエス・ディー,株式会
社愛しとーと,株式会社髙⼭,荒井商事株式会社

学校教育等（中⾼・
専⾨他）

教員宮城県公⽴中学校,浜松市教育委員会,

サービス業(協同組合
等)

全国農業協同組合連合会（ＪＡ全農）,埼⽟県農業共済組合

サービス業(情報)

ＮＥＣフィールディング株式会社,独⽴⾏政法⼈⽔資源機構,アイレット株式会社,こまちソフトウェア株式会社,ダイナテック株式会社,テク
ノプロ・デザイン社,デジタル・アドバタイジング・コンソーシアム株式会社,パシフィックコンサルタンツ株式会社,株式会社アルテニカ,株
式会社クレアビジョン,株式会社システムクエスト,株式会社⽇⽴ソリューションズ・クリエイト,株式会社⽇⽴社会情報サービス②,農中情報
システム株式会社,富⼠ソフト株式会社

サービス業(その他)
NTCコンサルタンツ株式会社,有限会社カイカイキキ,ＡＬＳＯＫ介護株式会社,株式会社C-clamp,株式会社エム・シーネットワークスジャパ
ン,株式会社クリタス,株式会社ミュゼプラチナム

保安・消防⼠ 上尾市消防本部

公務員
経済産業省,国⼟交通省②,愛知県庁,茨城県庁,岐⾩県庁,埼⽟県庁,秋⽥県庁,新潟県庁,神奈川県庁③,千葉県庁,東京都庁,福岡県庁,福島県庁,横
浜市役所②,熊⾕市役所,甲州市役所,川⼝市役所,川崎市役所,⽶原市役所,⼩平市役所,福⽣市役所

表Ⅲ-1 2021年度卒業生の就職先

*丸数字は複数名の採用とその人数
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ᶚ　େ学Ӄ೶ۀ工学ઐ߈の紹介

�ɽは͡Ίに
　生࢈環境工学科での̐年ؒのઐ໳஌ࣝを習ಘした後、ܧ続してษڧやڀݚを続けたい

学生のために大学Ӄ農業工学ઐ߈が設ஔされている。ത࢜前期՝ఔ̎年ؒ、さらに後期

՝ఔ̏年ؒをॴ定の੒੷でमྃすることでത࢜߸が授༩される。

�ɽઐ߈のྺ࢙
　本学科の大学Ӄは、ฏ੒̎年݄̐の大学Ӄ農学ڀݚ科農業工学ઐ߈म࢜՝ఔ開設͔ら

始まͬた。その後、大学Ӄ教ҭのߋなるॆ実を໨ࢦすために、農業工学がର象とするྖ

域の֦大に൐う教ҭڀݚのॆ実とともに、ਐలする工学的৽ٕज़を農業ٕज़΁Ԡ用でき

る人ࡐや、ࠃ֎における農業、ٕज़開発においても要ٻされる能力を有する人ࡐのཆ੒

を໨的に大学Ӄത࢜後期՝ఔの૿設をਃ੥し、ฏ੒ 13 年 12 ݄に本大学Ӄ農学ڀݚ科農

業工学ઐ߈ത࢜後期՝ఔの૿設がೝՄされた。その݁果、ฏ੒ 14 年݄̐より、農業工学

ઐ߈のത࢜前期・後期՝ఔの一؏した教ҭ・ڀݚମ੍が৽たにスタートした。

�ɽ教育・研究の಺༰
　本ઐ߈のത࢜前期՝ఔでは環境保全と

水、土地および৯ྉݯࢿの有効利用をߟ

ྀした工学的生物生ٕ࢈ज़の開発ڀݚに

ରԠできる人ࡐの教ҭに౒めている。そ

のため、ྲྀ域͔らะ৔までの地域におけ

る生࢈および生活環境の保全に関わる水

の利用計画にݯࢿの有効利用と土地ݯࢿ

ͭいてڀݚする「地域ݯࢿ利用学」、生

物生࢈に関わる環境情報にͭいて広域お

よびہ地の྆໘͔らとら͑て生࢈環境計

画をڀݚする「生࢈環境情報・計画学」、

農業生࢈や生活環境の޲上にඞ要な土໦

、「設工学ࢪ」するڀݚ工をࢪ・設の設計ࢪ

自然ΤネルΪーを利用した持続ܕ農࡞業

生物生産の
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　本学科の大学院は、平成 2 年 4 月の大学院農学研究科農業工学専攻修士課程開設から

始まった。その後、大学院教育の更なる充実を目指すために、農業工学が対象とする領域

の拡大に伴う教育研究の充実とともに、進展する工学的新技術を農業技術へ応用できる人

材や、国外における農業、技術開発においても要求される能力を有する人材の養成を目的

に、平成 14 年度から大学院博士後期課程が増設され、博士前期・後期課程の一貫した教育・

研究体制が開始された。さらに、令和 2年度からは学部教育との連携を重視した改組によ

り、大学院地域環境科学研究科農業工学専攻としての新たなスタートを迎えた。

生産環境工学科での 4 年間の専門知識を習得した後、継続して勉強や研究を続けたい

学生のために大学院農業工学専攻が設置されている。博士前期課程 2 年間、さらに後期

課程 3年間を所定の成績で終了することで、修士号と博士号がそれぞれ授与される。

本専攻の博士前期課程では、環境保全と
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技術と生態系修復技術および食料資源を

有効利用するための加工流通技術を研究

する「農業生産システム工学」の４つの専

修（学部の分野に相当）を設置し、教育

研究を展開している（図Ⅳ-１、表Ⅳ-１）。

　博士後期課程においては、前期課程が

目指す高度な専門的研究者や職業人の育

成をさらに進めて、自立して研究活動がで

きる研究者および高度の研究能力を有す

る職業人を養成するため、専門性を強化す

る内容となっている。すなわち、前期課程

の４専修が示す内容と同様の分野での研

究指導に重点を置く教育・研究の実践であ

る。

　これらの教育・研究システムにより、博

士前期課程、博士後期課程と段階的に専

門化された教育研究を実施し、社会の要

請に応えうる各段階ごとの人材の育成を目

指している。

�ɽ育੒すΔਓ૾ࡐ
　近年の情報技術の発達、社会の高度化・

複雑化により、大学院は研究者養成だけ

でなく、高度な専門性を有する職業人の養

成、生涯学習機会の拡大、外国人留学生

教育を通じた国際貢献等の役割が期待さ

れている。このような背景の中で、博士前

期課程では、進展する工学的新技術を農

業技術へ応用できる人材や、国外で要求さ

れる技術開発においても高い専門能力に

加えて高い語学力を有する人材の養成を目

指している。さらに、博士後期課程では、

自立して研究活動ができる研究者および高

度の研究能力を有する専門的職業人の養

成を行なう。

表Ⅳ-１　カリキュラム

a.博士前期課程

区分 授業科目 単位数

基礎

科目

必修 研究倫理特講 1

選択

フィールド調査 1

プレゼンテーション法 1

論文作成法 1

選択

必修

水利施設工学特講 2

海外農業開発学特講 2

土壌物理学特講 2

農村計画学特講 2

農地環境学特講 2

土木材料学特講 2

バイオロボティクス特講 2

農産加工流通工学特講 2

広域環境情報学特講 2

特論

科目

選択

必修

地域資源利用学特論Ⅰ・Ⅱ 各2

生産環境情報・計画学特論Ⅰ・Ⅱ 各2

施設工学特論Ⅰ・Ⅱ 各2

農業生産システム工学特論Ⅰ・Ⅱ 各2

研究

科目

必修 農業工学特別演習Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 各2

必修 農業工学特別実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ 各2

b.博士後期課程

基礎

科目
必修 英語論文作成法 2

特論

科目

選択

必修

地域資源利用工学特論 2

農村環境工学特論 2

広域環境情報学特論 2

地水環境工学特論 2

社会基盤工学特論 2

水利施設工学特論 2

バイオロボティクス特論 2

農産加工流通工学特論 2

研究指導

科目(必修)
特別研究指導Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 各4
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図Ⅳ-２　修士課程修了生の進路実績（H19～H29、89名）

令和3年度

【修士論文】

･ Stabilization of Red-yellow Soil Organic Carbon and Conservation Strategies in 

Ucayali, Peru

･ Soil and Water Conservation Measures for Restoration of Dry Areas in Macedonia

･ Study on Performance of Hydroponic System with Molten Slag and Sewage Treated 

Water

【博士論文】

･ウガンダ国東部における灌漑計画策定に向けた衛星全球降水マップ(GSMaP)の利用に関す

る研究

･ Variations of Soil Properties and Crop Productivity with Local Fertilization 

Practices in Kampong Cham Province, Cambodia
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　平成 2年の開設以来、博士前期（修

士）課程修了者は 221 名を数え、その

就職先は大学教員を含め、ほとんどが

農業工学分野の公務員や民間企業にお

いて高度な専門職に就いている。最近

の就職状況として平成 19 年度から令

和 3 年度に修了した 113 名の進路の内

訳を見ると、建設業や機械製造業など

からなる工学関連企業への就職者が 58

名と大半を占め、公務員が 8 名、教員

が 6 名、農業関連団体が２名と続いて

いる。また、博士後期課程への進学者が 18名であり、進学率も高い（図Ⅳ -２）。

　さらに、博士後期課程修了者は、①大学・研究機関（教育・研究職）、②農業土木の計画・

設計部門（公務員、コンサルタントの研究・技術職）、③農業機械開発部門（企業の研究・

技術職）、④国際協力機関（上級技術職）、⑤諸外国の農業開発部門（留学生の自国での

研究・技術職）、などに就職している。

工学関連企業
52%

公務員
7%

中学・高校教員
5%

農業関連団体
2%

進学
16%

その他
18%

図IV-２　博士前期（修士）課程修了者の進路実績
（H19～R3、113名）

－66－



－67－─ �� ─

म ࢜ લ ظ ՝ ఔ ೖ 学

ത ࢜ ޙ ظ ՝ ఔ ೖ 学

�
೥

�
೥

�
೥

�
೥

�
೥

ᶃࢦಋ教तのܾఆ
ᶄઐम෼໺Պ໨Λத৺に受ߨ
ᶅम౔࿦จςーマܾఆŋ࣮ݧŋ調査։࢝
ᶆ学会ޱ಄ൃද४උ

推薦ೖࢼɿ５݄（ຊ学Պ４年࣍在੶学生のΈ受ݧՄ）
ᶗظೖࢼɿ７݄த०ɺᶘظೖࢼɿ݄̍Լ०ࠒ

入
試

ᶃ࣮ݧŋ調査·ͱΊŋ࿦จ࡞成
ᶄ学会ޱ಄ൃද等
ᶅઐ߈内Ͱത࢜࿦จൃද（ओ査・෭査にΑるࢦಋ）
ᶆઐ߈内࠷ऴݧࢼ
ᶇ੡ຊ࿦จఏग़

ᶃࢦಋ教तܾఆ
ᶄ研究ςーマܾఆŋ࣮ݧŋ調査։࢝
ᶅ学会ޱ಄ൃද४උ

ᶃ࣮ݧŋ調査ܧଓ
ᶄஶ書ŋ学術࿦จŋ研究࿦จ࡞成
ᶅ学会ޱ಄ൃද等
ᶆ࿦จ౤ߘ

ᶃ࣮ݧŋ調査·ͱΊ
ᶄ࿦จ࡞成
ᶅ࿦จ౤ߘ
ᶆઐ߈内ത࢜࿦จൃද
　（ओ査・෭査にΑるࢦಋ）
ᶇઐ߈内࠷ऴݧࢼ
ᶈ੡ຊ࿦จఏग़

大 学 院 農 学 研 究 科 委 員 会 承 認

मɹྃʢ学Ґत༩ʣ

図Ⅳ-３　大学院入学から修了までの流れ
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農業工学専攻　修士課程
年度 定員 志願者 入学者 修了者

平成 2～13 8名/年 111 78 (13) 67 (12)

農業工学専攻　博士前期課程

年度 定員 志願者 入学者 修了者

平成　14 8 12 10 (1) 8

　　　15 8 7 6 10 (1)

　　　16 8 11 11 (1) 6

　　　17 8 9 7 10 (1)

　　　18 8 9 9 (1) 7

　　　19 8 12 10 (1) 8 (1)

　　　20 8 10 7 10 (1)

　　　21 8 14 12 (1) 7

　　　22 8 7 7 10 (1)

　　　23 8 14 (3) 14 (3) 6

　　　24 8 8 (1) 6 (1) 16 (3)

　　　25 8 7 (1) 7 (1) 4 (1)

　　　26 8 4 (1) 4 (1) 7 (1)

　　　27 8 9 (1) 8 (1) 3

　　　28 8 11 (3) 11 (3) 7 (1)

　　　29 8 10 (3) 10 (3) 11 (3)

　　　30 8 7 (2) 4 (2) 7 (2)

令和　元 8 10 (5) 10 (5) 4 (2)

　　　 2 8 3 (3) 3 (3) 10 (5)

　　　 3 8 8 (3) 8 (3) 3 (3)

計 － 293 (26) 242 (44) 221 (38)

農業工学専攻　博士後期課程

年度 定員 志願者 入学者 修了者

平成　14 8 2 2 －

　　　15 8 2 2 (1) －

　　　16 8 2 2 1

　　　17 8 2 2 (1) 2 (1)

　　　18 8 2 2 (1) 1

　　　19 8 2 2 (1) 2 (1)

　　　20 8 2 2 (1) 2 (1)

　　　21 8 0 0 1

　　　22 8 3 3 (2) 1 (1)

　　　23 8 4 (3) 4 (3) 0

　　　24 8 2 2 3 (2)

　　　25 8 2 (2) 2 (2) 4 (3)

　　　26 8 0 0 2

　　　27 8 2 (2) 2 (2) 2 (2)

　　　28 8 1 (1) 1 (1) 0

　　　29 8 0 0 2 (2)

　　　30 8 6 (3) 6 (3) 1 (1)

令和　元 8 1 (1) 1 (1) 0

　　　 2 8 2 (2) 2 (2) 5 (3)

　　　 3 8 2 (1) 2 (1) 2 (1)

計 － 39 (15) 39 (22) 31 (18)

注）修了者欄の（　）は留学生の内数

表Ⅳ-２　農業工学専攻大学院志願者・修了者等の状況
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1．農工会
（1）概要

　農工会は、本学科生の諸活動を支援す

るとともに、学生相互および学生と教員

との親睦を図り、より有意義で楽しい学

生生活を送れるようにすることを目的と

している。農工会会員は本学科の全学生

および全教員である。立候補などを受け

任命された学生委員を含む役員からなる

運営委員会が、教員会議の決議を経て会

の運営にあたっている（図Ⅴ- １）。表Ⅴ-

１に 202 0 年度の役員（教員）を掲載し

た。主な活動は、本学科独自の講演会・見学会の実施やキャリア支援、学生の表彰、およ

び学内スポーツ大会や収穫祭・体育祭など大学の諸行事に対する支援などである。

表Ⅴ- １　2020年度農工会役員（教員）

会 長 中　村　貴　彦

副 会 長 村　松　良　樹

会 計 幹 事  

庶 務 幹 事  

会 計 監 事 三　原　真智人

Ⅴ　生産環境工学科におけるその他の取り組み

役員
会長（学科長）
副会長（主事）
会計幹事（教員）
庶務幹事（教員）
会計監事（教員）
学生委員

決議機関

生産環境工学科教員会議

農工会運営委員会

生産環境工学科
全学生･教員

図Ⅴ-１　農工会組織図

岡　澤　　　宏

川　名　　　太

　農工会は、本学科の学生の諸活動を支

援するとともに、学生相互および学生と

教員との親睦を図り、より有意義で楽し

い学生生活を送れるようにすることを目

的としている。農工会会員は本学科の全

学生および全教員である。立候補などを

受け任命された学生委員を含む役員から

なる運営委員会が、教員会議の決議を経

て会の運営にあたっている（図Ⅴ -１）。

表Ⅴ -１に 2022 年度の役員（教員）を

掲載した。主な活動は、本学科独自の講演会・見学会の実施やキャリア支援、学生の表彰、

および学内スポーツ大会や収穫祭・体育祭など大学の諸行事に対する支援などである。

表Ⅴ-１　2022年度農工会役員（教員）

会　　　　　長 中　村　貴　彦

副　　会　　長 関　山　絢　子

会　計　幹　事 トウ 　 ナロン

庶　務　幹　事 村　松　良　樹

会　計　監　事 三　原　真智人
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(2) 活動報告

　農工会では長年にわたって毎年，生産環境工学に関連した研究機関や企業，施設等を視

察する機会を設けて見学会を実施してきました。最近の平成 27年度から令和元年度の見学

先は以下の通りです。本年度は昨年度に引き続き，コロナウィルス感染防止の観点から見学

会を開催することができませんでした。コロナ禍の影響が緩和された後には農工会のメイン

イベントである見学会を再開する予定です。

農工会主催　現地見学先

実施年度 見学先 実施日

平成 27年度 スガノ農機株式会社、農業・食品産業技術総合研究機
構「農村工学研究所」

平成 27年 9月18日

平成 28年度 南極観測船 Shirase、株式会社ウェザーニューズ 平成 29年 1月13日

平成 29年度 井関農機株式会社「夢ある農業総合研究所」 平成 30年 1月12日

平成 30年度 株式会社大林組技術研究所 令和元年1月18日

令和元年度 神奈川県恩廻公園調節池・矢上川地下調節池 令和 2年 1月17日

令和 2年度 コロナウィルス感染防止のため中止

現地見学会にかわるイベントとして，本年度はオンラインによる就職セミナを開催しました。

ここ数年は生産環境工学を学んだ学生の就職が良く，求人も多数寄せられます。その中でも，

生産環境工学科と関係が深い企業を紹介する機会として，下記のセミナーを主催しました。

住友大阪セメント

株式会社　奈良機械製作所（粉体処理技術と食品加工）

宮城県（農業土木職）

前田道路株式会社

東海旅客鉄道株式会社（JR東海）

前田建設工業株式会社

大日本コンサルタント株式会社

　また，農工会では毎年，優秀卒業論文発表会において学科長賞を受賞した学生諸氏と卒

業式における総代に選ばれた方を対象に副賞を授与しています。また，在学中に顕著な活動

を行った学生諸氏には学科長特別賞の表彰を支援しています。本年度も同様の支援を行うこ

とができました。
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（3）農工会　会則

平成三年四月一日制定

第一章　総則

　第一条　本会は東京農業大学農工会（以下、農工会とする）と称する。

　第二条　本会は会員相互の親睦を図ると共に、地域環境科学部生産環境工学科およ

び大学院農学研究科農業工学専攻の学生の教育・課外などの諸活動を援助

することを目的とする。

　第三条　本会の事務局は、生産環境工学科事務室内（住所：東京都世田谷区桜丘

1-1-1　東京農業大学生産環境工学科）に置くこととする。

第二章　会員

　第四条　本会の会員は生産環境工学科・農業工学専攻の在学生、および同教務職員

とする。

第三章　事業

　第五条　本会は第一章第二条の目的を達成するため、以下の事業を行う。

　　　　　一、会員相互の親睦会などの開催。

　　　　　二、学生の教育・課外などの諸活動に必要な事業への援助。

　　　　　三、その他本会の目的達成に必要な事業。

第四章　会計

　第六条　農工会の事業は、寄付金、基金、預金利子により運営する。

　第七条　本会の会計年度は毎年四月一日に始まり、翌年三月三十一日に終わる。

　第八条　本会の予算および決算は別途公示することとする。

　第九条　決算は会計監事による会計監査を受けなければならない。

第五章　役員および運営委員会

　第十条　本会には次の役員を置く。

　　　　　一、会　　長　　　一名

　　　　　二、副 会 長　　　一名

　　　　　三、会計幹事　　　一名

　　　　　四、庶務幹事　　　一名
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　　　　五、会計監事　　　一名

　　　　六、学生委員　　　十名程度（原則として各学年二名以上とする）

　第十一条　会長は生産環境工学科学科長が当たる。副会長は主事がこれに当たる。会

計幹事、庶務幹事、および会計監事は教職員がこれに当たる。学生代表は

原則として各学年の学生より、選出された二名以上のものがこれに当たる。

　第十二条　委員の任期は一年とし、委員の選出に当たっての事務および業務は、前年

度委員がこれに当たる。

　第十三条　農工会の運営は運営委員会により行う。運営委員会は会長、副会長、会計

幹事、庶務幹事、学生委員により構成される。

第六章　会の運営

　第十四条　運営委員会は学生の教育・課外諸活動に関わる事業内容を審議し、審議し

た案を生産環境工学科教員会議に具申する。具申を受けた生産環境工学科

教員会議はこの案を検討し決定する。

　第十五条　運営委員会の召集は会長が行う。

第七章　雑則

　第十六条　本規定の改正および追加については運営委員会で原案をつくり、生産環境

工学科教員会議で決定する。

附　則

一、平成三年四月一日施行。

二、平成七年五月十五日、一部改正。

三、平成十年四月一日、一部改正。

四、平成十六年五月十七日、一部改正。

五、平成十七年三月末日まで旧農業工学科学生に対しても本会則を適用する。

六、平成二十三年十月十七日、一部改正。

七 ､平成三十一年四月一日、一部改正。

以　上
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1. Bachelor Course
（1） Department of Bioproduction and Environment Engineering

5his department aims to meet social needs Cy the creation of a comfortaCle 
commVnity that coexists with natVre and conserWation of gloCal scale liWing 
enWironment. Since its foVndation in 1�44
 the department tVrned oVt more than �000 
gradVates. In the past
 it placed emphasis on rVral areas and consisted of two fields: 
agricVltVral ciWil engineering and agricVltVral machinery. 8hile the former dealt with 
the deWelopment and conserWation of land and water resoVrces
 the Cases of agricVltVral 
prodVction
 and deWelopment and constrVction of infrastrVctVre and agricVltVral 
facilities for more efficient farming
 the latter was engaged in the deWelopment of 
efficient farm machines and that of processing and distriCVtion techniRVes of harWested 
crops.

In recent years
 howeWer
 people�s recognition of the enWironment is changing 
and interest is increasing in the reali[ation of a comfortaCle and relaxed commVnity 
that coexists with natVre and the protection of gloCal scale liWing enWironment. So it has 
Cecome more important to rediscoWer rVral districts as haWing dVal fVnctions
 those are 
food prodVction and enWironmental conserWation. In sVch a sitVation
 the department 
has Ceen reCorn as one for stVdying Vsing engineering methods for the effectiWe Vse of 
regional resoVrces
 techniRVes of continVing CioprodVction while maintaining the 
fVnction of enWironment conserWation and methods of Vsing electronics and natVral 
energy for CioprodVction. 

Society now needs those engineers who haWe mastered not only engineering 
techniRVes
 CVt also techniRVes of Vsing land
 water etc.
 as prodVctiWe resoVrces 
effectiWely withoVt destroying ecosystems
 those of planning enWironment friendly 
facilities
 those of crop processing
 inclVding prodVction and distriCVtion systems Vsing 
natVral energy and those of analy[ing information on agricVltVral prodVction paying 
attention to ecosystems. 5he gradVates from this department will find many 
opportVnities to take part in projects for creating the age of rVral areas for the fVtVre 
that is characteri[ed Cy a good and pleasant enWironment.

1. Bachelor Course (Faculty of Regional Environment Science)

（1）Department of Bioproduction and Environment Engineering

This department aims to meet social needs by the creation of a comfortable 

community that coexists with nature and conservation of global scale living 

environment. Since its foundation in 1944, the department turned out more than 

6000 graduates. In the past, it placed emphasis on rural areas and consisted of two 

fields: agricultural civil engineering and agricultural machinery. While the former 

dealt with the development and conservation of land and water resources, the bases 

of agricultural production, and development and construction of infrastructure 

and agricultural facilities for more efficient farming, the latter was engaged in the 

development of efficient farm machines and that of processing and distribution 

techniques of harvested crops.

In recent years, however, people's recognition of the environment is changing 

and interest is increasing in the realization of a comfortable and relaxed community 

that coexists with nature and the protection of global scale living environment. So 

it has become more important to rediscover rural districts as having dual functions, 

those are food production and environmental conservation. In such a situation, 

the department has been reborn as one for studying using engineering methods 

for the effective use of regional resources, techniques of continuing bioproduction 

while maintaining the function of environment conservation and methods of using 

electronics and natural energy for bioproduction.

Society now needs those engineers who have mastered not only engineering 

techniques, but also techniques of using land, water etc., as productive resources 

effectively without destroying ecosystems, those of planning environment friendly 

facilities, those of crop processing, including production and distribution systems 

using natural energy and those of analyzing information on agricultural production 

paying attention to ecosystems. The graduates from this department will find many 

opportunities to take part in projects for creating the age of rural areas for the future 

that is characterized by a good and pleasant environment.
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（2）Fields and Laboratories

1）Field of Applied Regional Resources

Dealing with land and water use engineering and farmland environmental 

engineering. Including theories and techniques for using land, water and other resources 

with conserving environment and ecosystem.

① Laboratory of Land and Water Use Engineering

Study of the techniques and mechanism for effective use of land and water, 

which are valuable and essential to human life. Including researches on the conservation 

strategies of soil and water environment through investigation in site and experiments in 

the laboratory.

Professor : Machito Mihara

Associate professor : Toru Nakajima

② Laboratory of Rural Environmental Engineering

Rural areas are not only for agricultural productions but also providing ecosystem 

services, such as disaster prevention and natural environment conservation. From the 

view point of rural environmental engineering, studies related to farmland issues (e.g., 

productivity improvement, abandoned farmland, farmland expansion), rural resource 

issues (e.g., biomass utilization, renewable energy, waste treatment and recycling), 

and rural development (e.g., agricultural production activities, the harmony of natural 

environment conservation, the conservation of ecosystem services) are conducted for 

sustainable agricultural and rural developments. Particularly, researches on conservation 

of high productive farmland, effective use of agriculture water and rural resources, organic 

waste treatment and recycling, renewable energy, and water conservation in rural areas 

are performed.

Professor : Takahiko Nakamura

Associate professor : Narong Touch

2）Field of Environmental Information and Application

Observing natural environment for bioproduction and life environment using 

great-sphere information from landsat and from local information, such as the movement 

of earth, soil and water on a micrometeorological phenomena and study of application of 
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those environmental information from the standpoint of engineering.

① Laboratory of Regional Environmental Information Studies

Study involves fields of bio-productional and environmental information which 

are dealing with monitoring and evaluation of the wide areal region on the surface 

biosphere. We use geographic information, spatial climatic information, and satellite 

imagery information to promote our researches of the focus issues. The issues are forest 

deterioration in the humid-tropics, grassland degradation, desertification in the semi- arid, 

and biogeochemistry or water cycling in a regional watershed.

Professor : Sawahiko Shimada

Associate professor : Ayako Sekiyama

② Laboratory of Soil and Water Environmental Technology

Study of the hydrologic cycle from atmosphere through soil to ground water 

emphasizing the importance of water for human life and its necessity for crop production 

and desert greening using engineering methods. Among our activities, dealing with 

improvement of cultivation environment of crops in paddy and upland fields and collecting 

information on desert greening and climate change including other activities concerning 

natural environment through evaluation techniques.

Professor : Fumio Watanabe

Professor : Shinji Suzuki

3）Field of Environment and Construction Engineering

Dealing with environment designing and construction methods and development 

of new materials, considering problems from a viewpoint of system engineering.

① Laboratory of Infrastructure Engineering

Improving rural productivity, conserving ecosystems and creating an urban 

environment. Study for designing methods and construction techniques of various 

structures and development and application of new materials based on recycling and 

energy saving techniques.

Professor : Masashi Koyanagawa

Professor : Futoshi Kawana
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② Laboratory of Hydro-structure Engineering

Study of the design and construction of agricultural facilities for conservation 

of water environment and bioproduction environment, and evaluation of water resource 

management and flood protection in agricultural and forestry watershed.

Professor : Hiromu Okazawa

Assistant professor : Maskey Sarvesh

4）Field of Machine System

Study of mechanization, systematization and Informatization for food chain, which 

is considering food safety and security, environment and ecosystem.

① Laboratory of Bio-Robotics

Study on development for food chain by bio-robotics as comprehensive 

engineering.

Professor : Kiyoshi Tajima

Professor : Yutaka Sasaki

② Laboratory of Agricultural Process and Logistics Engineering

Study of agricultural products processing and distribution technologies such as 

drying, separation, storage, quality evaluation, handling and transportation logistics etc. 

Optimal design of these technologies based on measurement of the physical properties. 

Professor : Yoshiki Muramatsu

Associate professor : Shotaro Kawakami

2. Master and Doctoral Courses (Graduate School of Agro-Environmental Science)

（1）Department of Agricultural Engineering

Agricultural Engineering is the application of engineering principles to biological 

production. This department pursues research on bio-production technologies to solve 

engineering problems related to conservation of natural environment and effective utilization 

of water, land and food resources. Our mission in education of the master course is to provide 

high quality engineering programs for students through one of main subjects, some elective 

subjects and a dissertation. In doctoral course we enable students to solve a specialised topic 

on environmental engineering in bio-production through a doctoral dissertation.
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（2）Main Subjects

1）Land and Water Resource Use Engineering

Planning the sustainable use, conservation and maintenance of land and water 

resources in watersheds, Evaluation of the role of agroforestry and agricultural water for 

the rural and hilled rural environment, Study of engineering techniques for reclamation, 

improvement and conservation of farmland on the basis of land investigation and rural 

planning. 

Professor : Machito Mihara

Professor : Takahiko Nakamura

Associate professor : Toru Nakajima

Associate professor : Narong Touch

2）Environmental Information and Planning

Study on techniques of collecting and processing of environmental information 

of agricultural field and human life, Study on techniques for effective soil and water 

use for crop production, Study of techniques for desert greening using engineering 

methods, Analyzing the relationship between commerce and geographic data by statistical 

methods using GIS, Development of water collecting techniques from water vapor 

in the atmosphere, Study on soil and water conservation engineering for sustainable 

development, Study on irrigation method for effective use of water resources in arid land.

Professor : Sawahiko Shimada 

Professor : Fumio Watanabe 

Professor : Shinji Suzuki

Associate professor : Ayako Sekiyama

3）Infrastructural Engineering

Study on development of new materials for pavement, Study on evaluation of 

block pavement, Study on properties of flexual fatigue of concrete, Study on mechanical 

properties of soil-based pavement materials, Study on development of design method for 

agricultural facilities, Study on water conservation for design of agricultural facilities Study 

on environmental conservation for sustainable development.
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Professor : Masashi Koyanagawa

Professor : Hiromu Okazawa

Professor : Futoshi Kawana

4）Agricultural Production System Engineering

Study of technology for application of solar power energy to agricultural 

machinery, environmental rehabilitation, and food processing, Study and development of 

agricultural robot activated by solar power, Evaluation of cultivated soil and development 

of cultivation methods and tools, Study on processing technology and logistics system 

of agricultural products, Development of technology to wildlife damage, Evaluation of 

quality and freshness of agricultural products, Effective use of numerical simulation for 

development of grain processing technology.

Professor : Kiyoshi Tajima

Professor : Yutaka Sasaki

Professor : Yoshiki Muramatsu

Professor : Chikahiro Egami 

Associate professor : Shotaro Kawakami
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ೖ学ࣜ…
৽ೖ生各学ՊΨΠμンスɺ৽ೖ生݈߁਍அ…
在学生ΨΠμンスɺ在学生݈߁਍அ…
৽ೖ生学֎ΦϦΤンςーシϣン…
લ学ظत業։࢝（7�26຦）…
ʲߨٳ೔ʳ
͜Ͳ΋の೔のৼସٳ೔（5�6）のৼସ೔ʲߨٳ೔ʳ
ւの೔（7�15）のৼସ೔ʲߨٳ೔ʳ…
͜Ͳ΋の೔のৼସٳ೔ʲत業೔ʳ
教育࠙ஊ会（༧ఆ）…
卒業࿦จ୊໨ಧのఏग़ݶظʲ卒業年࣍生ʳ
教育ޙԉ会஍ํ࠙ஊ会…
ւの೔ʲत業೔ʳ…

લ学ظఆݧࢼظ

Ωϟンύスݟ学会（ް໦Ωϟンύス）…
Ωϟンύスݟ学会（ੈా୩Ωϟンύス）…

Նٳق業…Նूقதत業…
લ学ظ成੷ൃද…

ฤೖ学ݧࢼ
…（1��1຦）࢝त業։ظ学ޙ
ମ育の೔ʲत業೔ʳ…

ऩ֭ࡇの࣮ࢪに൐͏ظߨٳ間…
　　ੈా୩Ωϟンύス）…લ໷10��1ࡇɺऩ֭11�1ࡇʙ�
　　ް　໦Ωϟンύス）…લ໷1…�11ࡇɺऩ֭11�2ࡇ・�
　　྆Ωϟンύスڞ௨）…४උ10��1ɺମ育11�4ࡇɺޙย෇͚…11�5

推薦ೖࢼ…
༏ઌೖࢼ…
ఱߖ஀生೔ʲत業೔ʳ…

ౙٳق業

…։࠶त業ظ学ޙ
センλーݧࢼ४උ೔ʲߨٳ೔ʳ…
センλーݧࢼ೔…
ʲߨٳ೔ʳ
…त業ऴྃظ学ޙ
卒業࿦จのఏग़ݶظʲ卒業年࣍生ʳ…
一ൠೖࢼ῔ظ…
…ݧࢼظఆظ学ޙ
…೔ʳݧࢼظఆظ学ޙ೦の೔ʲهࠃݐ
成੷ൃදظ学ޙ
一ൠೖࢼῐظ…
学ߍ๏ਓの૑ཱه೦೔…
卒業֬ఆ者ٴͼਐ֬ڃఆ者のൃද
学Ґهत༩ࣜ（ੈా୩Ωϟンύス）…
学Ґهत༩ࣜ（ް໦Ωϟンύス）

�ɽฏ੒��೥౓ʢ����೥౓ʣ೥ؒतܭۀը
（農学෦Ԡ༻生෺Պ学෦・஍Ҭڥ؀Պ学෦・ࡍࠃ৯ྉ৘ใ学෦・୹ظ大学෦）

஫ɿ্هのスέδューϧ͸͍ͣΕ΋༧ఆͰ͋Γɺมߋする͜ͱ͕͋Γ·すɻ

݄ ೔ʢ༵೔ʣ ༧ఆࣄߦ

û

ùʢ౔ʣ ೖ学ࣜ
ûʢ݄ʣʙ þʢ໦ʣ ৽ೖ生֤学科Ψイμンε、৽ೖ生݈߁਍அ

在学生Ψイμンε、在学生݈߁਍அ
৽ೖ生学֎ΦϦエンテーシϣン

ÿʢۚʣ 前学ظत業։始ʢþöùÿ までʣ

ü
ùʢ݄ʣ ʲߨٳ೔ʳ
øÿʢਫʣ 大学の記念೔ʲत業೔ʳ
ùøʢ౔ʣ 125 周年記念ࣜయ・ॕլ会ʢϗーϜΧϛンάデーʣ

ý ûʢ౔ʣ 教育࠙ஊ会

þ
øÿʢ݄ʣ ւの೔ʲत業೔ʳ

ùúʢ౔ʣɾùûʢ೔ʣ 教育後援会地方࠙ஊ会
ùĀʢۚʣ ʲߨٳ೔ʳ

ÿ

øʢ݄ʣ
üʢۚʣ 前学ظఆݧࢼظ

ýʢ౔ʣɾþʢ೔ʣ ΦーϓンΩϟンύεʢް໦Ωϟンύεʣ
þʢ೔ʣɾÿʢ݄ʣ ΦーϓンΩϟンύεʢੈా୩Ωϟンύεʣ

ÿʢ݄ʣ
Նٳق業　Նूقதत業

Ā
্० 前学ظఆݧࢼظのධՁ։ࣔ

ùøʢਫʣ ฤೖ学ݧࢼ
ùúʢۚʣ 後学ظत業։始ʢøöùþ までʣ

ø÷

ø÷ʢ݄ʣ ମ育の೔ʲत業೔ʳ
ùþʢ໦ʣ

ऩ֭ࡇの実施に൐うظߨٳ間
　ੈా୩Ωϟンύεʣ前໷ࡇ ø÷öùþɼऩ֭ࡇ ø÷öùÿ ʙ ú÷
　ް　໦Ωϟンύεʣ前໷ࡇ ø÷öùÿɼऩ֭ࡇ ø÷öùĀ・ø÷öú÷
　྆Ωϟンύεڞ௨ʣ४උ ø÷öùþɼମ育ࡇ ø÷öúøɼ後ย付け øøöø

øø øʢՐʣ
øĀʢ౔ʣɾù÷ʢ೔ʣ ਪનೖࢼ

øù
úʢ౔ʣ ༏ઌೖࢼ
ùÿʢਫʣ

ౙٳق業

ø

ûʢਫʣ
üʢ໦ʣ 後学ظत業࠶։
ø úʢۚʣ ηンλーݧࢼ४උ೔ʲߨٳ೔ʳ

ø ûʢ౔ʣɾø üʢ೔ʣ ηンλーݧࢼ೔
ù ûʢՐʣ ʲߨٳ೔ʳ
ù þʢۚʣ ଔ業࿦文୊໨ಧのఏ出ݶظʢú年࣍生ʣ
ú÷ʢ݄ʣ
úøʢՐʣ ଔ業࿦文のఏ出ݶظʢଔ業年࣍生ʣ

ù

後学ظఆݧࢼظ
úʢۚʣ
্० 後学ظఆݧࢼظのධՁ։ࣔ

þʢՐʣʙ Āʢ໦ʣ 一ൠೖࢼ前ظ
ùÿʢՐʣ 一ൠೖࢼ後ظ

ú

ýʢ݄ʣ 学ߍ๏人の૑立記念೔
ø÷ʢۚʣ ଔ業確ఆऀٴͼਐڃ確ఆऀのൃද
ù÷ʢ݄ʣ ଔ業ࣜʢੈా୩Ωϟンύεʣ
ùøʢՐʣ ଔ業ࣜʢް໦Ωϟンύεʣ

�. ���� ೥౓ɹ೥ؒतܭۀը
　(農学部・応用生物科学部・生命科学部・地域環境科学部・国際食料情報学部）

22
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�. 生産環境工学科ɹ����೥౓時ׂؒ
（1）前学期

1 2 3 4 6 1 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 5 645 2
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（2）後学期

1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3

4

5 6 1 2 3 4 5 6 1 2 3 4 5 6
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�. ���� ೥౓ɹ各৆受৆ऀʢܟশུʣ

●東京農業大学卒業論文優秀賞（学長賞）

大西　一歩（広域環境情報学研究室） 「丹沢山地におけるUAVを用いたブナ林の衰退

状況モニタリング」

●大日本農会賞

竹内　恵唯（地水環境工学研究室） 「土壌の種類と温度ならびに初期水分量が凍土

の不凍水量に及ぼす影響」

●生産環境工学科学科長賞

日下部　貴大（地域資源利用工学研究室） 「バイオ炭と堆肥の併用が温室効果ガス排出に

及ぼす影響」

倉科　稀世紀（水利施設工学研究室） 「ロジスティックモデルによる水稲草丈の生育

評価」

佐藤　愛琉（バイオロボティクス研究室） 「ジブチ共和国ワジ農場用ソーラーポンピン

グシステムにおける風力発電機の導入効果 

―シミュレーションによる揚水量増加の予測―」

齊藤　瑞穂（社会基盤工学研究室） 「コンクリート舗装版内温度差推定に関する研

究」

阪口　奈都乃（農村環境工学研究室） 「淡水の湧出が見られるマングローブ林域の土

壌特性」

杉山　ゆゆ（農産加工流通工学研究室） 「ストックポイントを利用したキク切り花の共

同輸送」

●生産環境工学科成績優秀特別賞

重冨　宏太

●生産環境工学科総代

齊藤　瑞穂

●生産環境工学科学科長特別賞

4 年　後藤　那保子 日本農作業学会 2022 年度春季大会において研究発表「中山間地

域における耕作放棄の適正管理関す研究 ―四輪駆動 式ロボット

芝刈機を用いた傾斜栗園の下草管理―」

3年　小川　翼 2021年コンスタンチン・コロトコフ国際ボクシングトーナメント（令

和3年 5月）、ライトフライ級第 2位

2021 全日本ボクシング選手権大会（令和 3年 11月）、ライトフラ

イ級第 2位
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学生ҙࣝௐࠪ݁Ռࡏ .�

1年 2年 3年 4年 合ィ

ᅾ⡠者ᩘ 139 130 131 136 536

ᅇ⟅ᩘ 49 50 31 24 154

ᅇ཰⋡䠄䠂䠅 35 38 24 18 29

202䠍年度䚷学⏕‶㊊度ㄪᰝの⤖ᯝ

⏕産⎔ቃ工学⛉䛻ᅾ⡠䛩䜛඲学⏕䜢ᑐ㇟䛻ᐇ᪋
୍⯡ධヨA・B

42%

䝉䞁䝍ー฼⏝

10%

୍⯡᥎⸀

23%

ᣦᐃᰯ᥎⸀

12%

ス䝫ー䝒

6%

ే設ᰯ

3% その他

4%

ཷ㦂᫬のධヨᙧែ
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ᅇ
⟅
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᭱䜒ຊ䜢ὀ䛔䛷䛔䜛άື䛿ఱ䛷䛩䛛䠛
1年 2年 3年 4年 ඲య

ᩍ⫱内ᐜ

16%

◊✲内ᐜ

15%

◊✲ᐊ・ඛ⏕

7%就職・㐍学・㈨᱁

23%

ᜠᖌ・ぶ・▱ே

の່䜑
12%

㧗ᰯのᡂ⦼

10%

≉䛻䛺䛧

7%

その他

10%

ᮏ学⛉䛻ධ学䜢Ỵ䜑䛯ືᶵ
୍⯡᭩⡠

6%

㎰኱の䝟䞁䝣䝺䝑䝖

41%

㧗ᰯのඛ⏕

12%

ぶ・▱ே

4%

㎰኱Webサ䜲䝖

19%

䜸ー䝥䞁䜻䝱䞁䝟ス

12%

その他

6%

᭱䜒ཧ⪃䛻䛺䛳䛯情報፹య
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1年 2年 3年 4年 ඲య 1年 2年 3年 4年 ඲య 1年 2年 3年 4年 ඲య 1年 2年 3年 4年 ඲య

ᐇ㦂ᐇ⩦の内ᐜ ㅮ⩏⛉┠の内ᐜ 学⩦⎔ቃ ᮏ学⛉䛻ධ学䛧䛶

ᅇ
⟅

⋡

学⏕⏕ά䛻‶㊊䛧䛶䛔䜎䛩䛛䠛

䛸䛶䜒୙‶

䠄䛸䛶䜒Ⰻ䛟䛺䛔䠅

୙‶

䠄Ⰻ䛟䛺䛔䠅

䜅䛴䛖

䠄䛹䛱䜙䛸䜒ゝ䛘䛺䛔䠅

‶㊊

䠄Ⰻ䛔䠅

䛸䛶䜒‶㊊

䠄䛸䛶䜒Ⰻ䛔䠅
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㸴㸬ᢏ⾡⪅㣴成ࢫ࣮ࢥの教育にᑐする♫఍のホ౯

I䠊䜰䞁䜿䞊䝖の㊃᪨

JABEE ࡛はࠊᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉをᨵၿ࣒ࢸࢫࢩࢡࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇࡃ࠸࡚ࡋのᶵ⬟を㔜ど࡚ࡋ

ࣟࣉ⫱ពぢをᩍࡸのホ౯࡝ᆅᇦ♫఍なࡧࡼ࠾ඛ௻ᴗࢀධࡅ༞ᴗ⏕のཷࠊ⏕༞ᴗ࡟≉ࠊࡾ࠾

ቃᕤᏛ科㸦ᪧ⎔⏘⏕ࠊࡵࡓそのࠋࡿ࠸࡚ࡵをồ࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡋᨵၿࠊࡋ཯ᫎ࡟࣒ࣛࢢ ㎰ᴗ

ᕤᏛ科㸧の༞ᴗ⏕な࡟ࡧࡽ༞ᴗ⏕のཷࡅධࢀඛ௻ᴗ㸦ୖྖ㸧をᑐ㇟ࠊ࡟ᮏᏛ科のᢏ⾡⪅ᩍ

をᖹᡂࢺ࣮ࢣࣥ࢔ࡿ㛵す࡟⫱ 30ᖺᗘ࡟ᐇ᪋ࡓࡋの࡛ࠊそࡽࢀの⤖ᯝをබ㛤すࠋࡿ

II䠊༞業⏕ཷけධれඛ௻業➼䠄ୖྖ䠅にᑐする䜰䞁䜿䞊䝖㞟ィ⤖ᯝ

(1) ᅇ⟅者ᩘ䠖23ே

㎰ᴗᅵᮌ㛵㐃Ẹ㛫௻ᴗ㸦ᅵᮌᘓタ， 㔞タィ，ࢺࣥࢱࣝࢧࣥࢥな࡝㸧 9 ே

බົဨ㸦ᅜ，┴，ᕷ⏫ᮧ㸧 6 ே

㎰ᴗᶵᲔ㛵㐃Ẹ㛫௻ᴗ㸦㎰ᴗᶵᲔ࣓࣮࣮࢝，㈍኎，㣗ရ㛵㐃な࡝㸧 5 ே

その他 3 ே

(2) 㞟ィ⤖ᯝ

問䠍 あなたは௨๓から JABEE を▱䛳ていましたか。

は࠸ 13 ே

࠼࠸࠸ 10 ே

問䠎 問䠍で䛂はい䛃とᅇ⟅された方におᑜ䛽します。

  農業工学ศ㔝に JABEEはᚲせ性䛜あるとお考えでし䜗うか。

は࠸ 12 ே

࠼࠸࠸ 1 ே

⌮⏤

 ௻ᴗ࡚ࡋ࡜ᢏ⾡ኈがࡿ࠸᪉がಙ⏝ᛶがୖがࠋࡽ࠿ࡿ

 ᢏ⾡はᆅ⌫ඹ㏻のࡶのࠋ

 ୖを目ᣦ࡚ࡋ⥅⥆的࡟ຮᙉす࡜ࡅ࠿ࡗࡁࡿなࠋࡵࡓࡿ

 ㎰ᴗᅵᮌ㛵ಀはẚ㍑的⊃࠸ศ㔝࡛はࡿ࠶がࠊᢏ⾡的ᑓ㛛ᛶがồࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ

問䠏 ㈗⫋ሙにおいて農業工学ศ㔝の業ົを㐙⾜するሙྜにᚲせな，

あるいはᣢ䛳ていた方䛜ᮃましい㈨᱁をᣲ䛢て下さい。

ᢏ⾡ኈ，ᢏ⾡ኈ⿵， 㔞ኈ， 㔞ኈ⿵，ᅵᮌ᪋ᕤ⟶⌮ᢏኈ ୍⣭࣭஧⣭

⮬ື㌴ᩚഛኈ㈨᱁

問䠐 ㈗⫋ሙにおいて䛂技術ኈ⿵䛃，䛂技術ኈ䛃の㈨᱁取ᚓをᨭ᥼するỴまり䜔䝅䝇䝔䝮は

ありますか。

⤥୚࡬の཯ᫎ㸦ᢏ⾡ኈ，ᢏ⾡ኈ⿵㸧，ྲྀᚓ᫬のሗዡ㔠㸦ᢏ⾡ኈ，ᢏ⾡ኈ⿵㸧

ཷ㦂ᩱ，ㅮ⩦఍ཧຍ㈝➼࡬の⿵ຓ

�. ٕज़ऀཆ੒ίーεの教育にରすΔࣾձのධՁ
問䠑 農業工学技術にᚲせなᇶ♏ⓗ科┠は何だとお考えですか。

ᩘᏛ，≀⌮，⏕≀，໬Ꮫ，ᆅ⌮Ꮫ，ୡ⏺ྐ，ⱥㄒ，ᅜㄒ，೔⌮

問䠒 農業工学技術者教育におけるᑓ㛛ᇶ♏およ䜃ᑓ㛛ศ㔝にᚲせなᤵ業科┠は何だとお考

えでし䜗うか。

ᵓ㐀ຊᏛ，Ỉ⌮Ꮫ，ᅵ㉁ຊᏛ，ᶵᲔຊᏛ，ᮦᩱຊᏛ，Ỉ฼Ꮫ，㎰ᮧᕤᏛ，

ᅵᆅᨵⰋᏛ， 㔞Ꮫ

問䠓 これからの技術者教育では，主としてどのような内容に取り組むべきであるとお考えです

か。

，ຊ, ㄒᏛຊ，௻⏬ຊ，ㄝᚓຊ，୍⯡ᩍ㣴，ᑓ㛛▱㆑⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

ᐇ㦂ᢏ⾡

問䠔 当学科のような農業工学関連学科における教育の今後の方向性について，ご意見をお

聞かせください。また，大学の技術者教育に何を期待しますか，ご意見をお聞かせ下さ

い。

 Ꮫ⏕の⮬ಙをࣝ࢟ࢫࠊ࡜࡜ࡇࡿࡏࡉࡅࡘをࡿࡁ࡛ࢺࢵࣉࢺ࢘࢔⬟ຊ

 ▱㆑࡜ᐇ㊶を㏻ࡃ῝࡚ࡋ⌮ゎฟ᮶࣒ࣛࢢࣟࣉࡿの๰⏕

 ᅜ㝿的࡟㏻⏝すࡿᢏ⾡⪅ᩍ⫱࡟ᮇᚅࡲࡋすࠋ

 ᵝࠎな▱㆑ࡸពぢをᣢࡓࡗᏛ⏕の㍮ฟ࡟ᮇᚅࡲࡋࡓ࠸すࠋ

 ຊ⬟ࡿࡁㄢ㢟をゎỴ࡛࡚࠼⪄ࡽ⮬

 ㄢ㢟࡟ᑐすࡿၥ㢟ゎỴ⬟ຊ

 ㎰ᴗᕤᏛをᏛࡪᏛ⏕の⥅⥆的な☜ಖ

 ⌧ሙຊࠊ㎰ᴗ࣭㎰ᮧの⌧≧を⌮ゎす࡜ࡇࡿ

  㔞ࡸ㹁㸿㹂な࡝༶ᡓຊ࡟なࡿࢀேᮦをồࡲ࠸࡚ࡵすࠋWord ࡶࣝ࢟ࢫの࡝Excelなࡸ

ᚲせ୙ྍḞ࡛すࠋ

 ㎰ᴗᕤᏛの枠࡟ࡎࢀࡽࢃࡽ࡜࡟ᅵᮌ඲⯡࡟㏻⏝࡛ࡿࡁᢏ⾡ᩍ⫱をᮇᚅࠋ࠸ࡓࡋ

 ࡔᑓ㛛ศ㔝ࠊ࡚ࡋそࠋ࡜ࡇࡿࡅࡘ࡟㌟࡜ࡾ࠿ࡗࡋのᑓ㛛▱㆑を࡝Ỉ⌮なࠊはࡎࡲ

ᛮ࡜࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚࠼㘫ࡶே㛫ຊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡘࡶ࿡を⯆࡟ศ㔝࠸ᖜᗈࠊࡃな࡛ࡅ

ࠋすࡲ࠸
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㸴㸬ᢏ⾡⪅㣴成ࢫ࣮ࢥの教育にᑐする♫఍のホ౯

I䠊䜰䞁䜿䞊䝖の㊃᪨

JABEE ࡛はࠊᩍ⫱࣒ࣛࢢࣟࣉをᨵၿ࣒ࢸࢫࢩࢡࢵࣂࢻ࣮࢕ࣇࡃ࠸࡚ࡋのᶵ⬟を㔜ど࡚ࡋ

ࣟࣉ⫱ពぢをᩍࡸのホ౯࡝ᆅᇦ♫఍なࡧࡼ࠾ඛ௻ᴗࢀධࡅ༞ᴗ⏕のཷࠊ⏕༞ᴗ࡟≉ࠊࡾ࠾

ቃᕤᏛ科㸦ᪧ⎔⏘⏕ࠊࡵࡓそのࠋࡿ࠸࡚ࡵをồ࡜ࡇࡃ࠸࡚ࡋᨵၿࠊࡋ཯ᫎ࡟࣒ࣛࢢ ㎰ᴗ

ᕤᏛ科㸧の༞ᴗ⏕な࡟ࡧࡽ༞ᴗ⏕のཷࡅධࢀඛ௻ᴗ㸦ୖྖ㸧をᑐ㇟ࠊ࡟ᮏᏛ科のᢏ⾡⪅ᩍ

をᖹᡂࢺ࣮ࢣࣥ࢔ࡿ㛵す࡟⫱ 30ᖺᗘ࡟ᐇ᪋ࡓࡋの࡛ࠊそࡽࢀの⤖ᯝをබ㛤すࠋࡿ

II䠊༞業⏕ཷけධれඛ௻業➼䠄ୖྖ䠅にᑐする䜰䞁䜿䞊䝖㞟ィ⤖ᯝ

(1) ᅇ⟅者ᩘ䠖23ே

㎰ᴗᅵᮌ㛵㐃Ẹ㛫௻ᴗ㸦ᅵᮌᘓタ， 㔞タィ，ࢺࣥࢱࣝࢧࣥࢥな࡝㸧 9 ே

බົဨ㸦ᅜ，┴，ᕷ⏫ᮧ㸧 6 ே

㎰ᴗᶵᲔ㛵㐃Ẹ㛫௻ᴗ㸦㎰ᴗᶵᲔ࣓࣮࣮࢝，㈍኎，㣗ရ㛵㐃な࡝㸧 5 ே

その他 3 ே

(2) 㞟ィ⤖ᯝ

問䠍 あなたは௨๓から JABEE を▱䛳ていましたか。

は࠸ 13 ே

࠼࠸࠸ 10 ே

問䠎 問䠍で䛂はい䛃とᅇ⟅された方におᑜ䛽します。

  農業工学ศ㔝に JABEEはᚲせ性䛜あるとお考えでし䜗うか。

は࠸ 12 ே

࠼࠸࠸ 1 ே

⌮⏤

 ௻ᴗ࡚ࡋ࡜ᢏ⾡ኈがࡿ࠸᪉がಙ⏝ᛶがୖがࠋࡽ࠿ࡿ

 ᢏ⾡はᆅ⌫ඹ㏻のࡶのࠋ

 ୖを目ᣦ࡚ࡋ⥅⥆的࡟ຮᙉす࡜ࡅ࠿ࡗࡁࡿなࠋࡵࡓࡿ

 ㎰ᴗᅵᮌ㛵ಀはẚ㍑的⊃࠸ศ㔝࡛はࡿ࠶がࠊᢏ⾡的ᑓ㛛ᛶがồࠋࡿ࠸࡚ࢀࡽࡵ

問䠏 ㈗⫋ሙにおいて農業工学ศ㔝の業ົを㐙⾜するሙྜにᚲせな，

あるいはᣢ䛳ていた方䛜ᮃましい㈨᱁をᣲ䛢て下さい。

ᢏ⾡ኈ，ᢏ⾡ኈ⿵， 㔞ኈ， 㔞ኈ⿵，ᅵᮌ᪋ᕤ⟶⌮ᢏኈ ୍⣭࣭஧⣭

⮬ື㌴ᩚഛኈ㈨᱁

問䠐 ㈗⫋ሙにおいて䛂技術ኈ⿵䛃，䛂技術ኈ䛃の㈨᱁取ᚓをᨭ᥼するỴまり䜔䝅䝇䝔䝮は

ありますか。

⤥୚࡬の཯ᫎ㸦ᢏ⾡ኈ，ᢏ⾡ኈ⿵㸧，ྲྀᚓ᫬のሗዡ㔠㸦ᢏ⾡ኈ，ᢏ⾡ኈ⿵㸧

ཷ㦂ᩱ，ㅮ⩦఍ཧຍ㈝➼࡬の⿵ຓ

問䠑 農業工学技術にᚲせなᇶ♏ⓗ科┠は何だとお考えですか。

ᩘᏛ，≀⌮，⏕≀，໬Ꮫ，ᆅ⌮Ꮫ，ୡ⏺ྐ，ⱥㄒ，ᅜㄒ，೔⌮

問䠒 農業工学技術者教育におけるᑓ㛛ᇶ♏およ䜃ᑓ㛛ศ㔝にᚲせなᤵ業科┠は何だとお考

えでし䜗うか。

ᵓ㐀ຊᏛ，Ỉ⌮Ꮫ，ᅵ㉁ຊᏛ，ᶵᲔຊᏛ，ᮦᩱຊᏛ，Ỉ฼Ꮫ，㎰ᮧᕤᏛ，

ᅵᆅᨵⰋᏛ， 㔞Ꮫ

問䠓 これからの技術者教育では，主としてどのような内容に取り組むべきであるとお考えです

か。

，ຊ, ㄒᏛຊ，௻⏬ຊ，ㄝᚓຊ，୍⯡ᩍ㣴，ᑓ㛛▱㆑⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

ᐇ㦂ᢏ⾡

問䠔 当学科のような農業工学関連学科における教育の今後の方向性について，ご意見をお

聞かせください。また，大学の技術者教育に何を期待しますか，ご意見をお聞かせ下さ

い。

 Ꮫ⏕の⮬ಙをࣝ࢟ࢫࠊ࡜࡜ࡇࡿࡏࡉࡅࡘをࡿࡁ࡛ࢺࢵࣉࢺ࢘࢔⬟ຊ

 ▱㆑࡜ᐇ㊶を㏻ࡃ῝࡚ࡋ⌮ゎฟ᮶࣒ࣛࢢࣟࣉࡿの๰⏕

 ᅜ㝿的࡟㏻⏝すࡿᢏ⾡⪅ᩍ⫱࡟ᮇᚅࡲࡋすࠋ

 ᵝࠎな▱㆑ࡸពぢをᣢࡓࡗᏛ⏕の㍮ฟ࡟ᮇᚅࡲࡋࡓ࠸すࠋ

 ຊ⬟ࡿࡁㄢ㢟をゎỴ࡛࡚࠼⪄ࡽ⮬

 ㄢ㢟࡟ᑐすࡿၥ㢟ゎỴ⬟ຊ

 ㎰ᴗᕤᏛをᏛࡪᏛ⏕の⥅⥆的な☜ಖ

 ⌧ሙຊࠊ㎰ᴗ࣭㎰ᮧの⌧≧を⌮ゎす࡜ࡇࡿ

  㔞ࡸ㹁㸿㹂な࡝༶ᡓຊ࡟なࡿࢀேᮦをồࡲ࠸࡚ࡵすࠋWord ࡶࣝ࢟ࢫの࡝Excelなࡸ

ᚲせ୙ྍḞ࡛すࠋ

 ㎰ᴗᕤᏛの枠࡟ࡎࢀࡽࢃࡽ࡜࡟ᅵᮌ඲⯡࡟㏻⏝࡛ࡿࡁᢏ⾡ᩍ⫱をᮇᚅࠋ࠸ࡓࡋ

 ࡔᑓ㛛ศ㔝ࠊ࡚ࡋそࠋ࡜ࡇࡿࡅࡘ࡟㌟࡜ࡾ࠿ࡗࡋのᑓ㛛▱㆑を࡝Ỉ⌮なࠊはࡎࡲ

ᛮ࡜࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚࠼㘫ࡶே㛫ຊࡾࡼ࡟࡜ࡇࡘࡶ࿡を⯆࡟ศ㔝࠸ᖜᗈࠊࡃな࡛ࡅ

ࠋすࡲ࠸
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III䠊༞業⏕にᑐする䜰䞁䜿䞊䝖㞟ィ⤖ᯝ

(1) ᅇ⟅者ᩘ䠖28ே

බົဨ㸦ᅜ，┴，ᕷ⏫ᮧ㸧 12 ே

㎰ᴗᅵᮌ㛵㐃Ẹ㛫௻ᴗ㸦ᅵᮌᘓタ， 㔞タィ，ࢺࣥࢱࣝࢧࣥࢥな࡝㸧 8 ே

ᅋ体㸦⊂❧⾜ᨻἲே，ᅵᆅᨵⰋ஦ᴗᅋ体，㎰༠な࡝㸧 2 ே

㎰ᴗᶵᲔ㛵㐃Ẹ㛫௻ᴗ㸦㎰ᴗᶵᲔ࣓࣮࣮࢝，㈍኎，㣗ရ㛵㐃な࡝㸧 1 ே

その他 3 ே

  

(2) 㞟ィ⤖ᯝ

問䠍 あなたは௨๓から JABEE を▱䛳ていましたか。

は࠸ 22 ே

࠼࠸࠸ 6 ே

問 2 問䠍で䛂はい䛃とᅇ⟅された方におᑜ䛽します。

  農業工学ศ㔝に JABEEはᚲせ性䛜あるとお考えでし䜗うか。

は࠸ 20 ே

࠼࠸࠸ 㸰ே

⌮⏤

 ᴗົ࡛౑⏝すࡵࡓࡿ

 ᢏ⾡ኈ⿵の㈨᱁がᚓࠊ࡜ࡇࡿࢀࡽ

 Ẹ㛫௻ᴗྠࡓ࠸࡚ࡵ࡜ࡘ࡟ᴗ⪅の᪉がᢏ⾡ኈはᚲせࠋࡽ࠿ࡓࢀࢃ࠸࡜ࡔ

 ᑵ⫋ࡽ࠿࡚ࡋはຮᙉすࡿ᫬㛫がな࠿なࢀ࡜࠿な࠸の࡛ࠊᏛ⏕のྲྀ࡟ࡕ࠺ᚓ࠾࡚ࡋ

ࠋ࠺ᛮ࡜ࡔ௒ᚋがᴦ࡜ࡃ

 ᅵᮌ࡟㛵すࡿᇶ♏▱㆑をᖜᗈࡃ⩦ᚓす࡜ࡇࡿが࡛ࡵࡓࡿࡁ

 JABEE の科目はᘓタᴗをす࡛࠼࠺ࡿᚲせ࡜ᛮࠋࡽ࠿࠺

 ᢏ⾡⪅୙㊊ࡿࡼ࡟ᑓ㛛▱㆑の⋓ᚓ࢔ࢽࢪ࢚ࣥ࡜☜ಖのࠋࡵࡓ

 ᢏ⾡ኈᤕ(ᢏ⾡ኈ୍ḟヨ㦂)がච㝖ࡽ࠿ࡿࢀࡉ

問䠏 ࠋ࠿す࡛ࢇなࡣる㈨᱁࠸࡚ࢀࡉ᪤にྲྀᚓࡀなた࠶

ᢏ⾡ኈ⿵， 㔞ኈ⿵，ᑠᆺ⛣ືᘧࢺࣇࣜࢡ࣮࢛ࣇ，࣮ࣥࣞࢡ㐠㌿ᢏ⬟ㅮ⩦，

ECO᳨ᐃ，ᅵᮌ᪋ᕤ⟶⌮ᢏኈ୍⣭࣭஧⣭，༴㝤≀எ㸲

問䠐 あなた䛜これから取ᚓしたいとお考えの㈨᱁はな䜣ですか。

ᢏ⾡ኈ，ᢏ⾡ኈ⿵， 㔞ኈ， 㔞ኈ⿵，ᅵᮌ᪋ᕤ⟶⌮ᢏኈ୍⣭࣭஧⣭，ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ

デ᩿ኈ，࣮ࢠࣝࢿ࢚⟶⌮ኈࠊ㟁᳨ࠊ㟁Ẽᕤ஦ኈࠊ㣗ရ⾨⏕㈐௵⪅ࠊ㣗ရ⾨⏕⟶⌮⪅，

ᛂ⏝᝟ሗᢏ⾡⪅，ࣉ࣮ࢺ࢜ࣅ⟶⌮ኈ，⎔ቃィ㔞ኈ

問䠑 ᮏ学科で学䜣だ科┠で，♫఍にฟてからᙺに❧䛳た䜒のは何ですか。

ᑓ㛛科目，ᐇ㦂࣭ᐇ⩦࣭₇⩦科目，༞ᴗㄽᩥ，⌧ሙㄪᰝ，ᩍ㣴科目㸦⮬↛科Ꮫ㸧，ㄒ

Ꮫ

ၥ㸴 ◊✲ᐊ࡛のάືࡣ㸪♫఍にฟ࡚ࡽ࠿ᙺに❧ࡋࡲࡕたࠋ࠿

㠀ᖖ࡟ᙺࡿ࠸࡚ࡗ❧࡟ 10 ே

ᙺࡿ࠸࡚ࡗ❧࡟ 17 ே

そ࡝࡯ࢀᙺ࠸࡚ࡗ❧࡟な࠸ 1 ே

⌮⏤

 ᑓ㛛ᢏ⾡がᏛࡓࡲࠊࡵࡓࡓ࡭◊✲ᐊ࣭◊✲άື࡟㛵ࡿࢃከࡃの᪉࡜ࠎฟ఍ࡵࡓࡓ࠼

◊✲ᐊ࡛Ꮫ࡜ࡇࡔࢇがそのࡲࡲά⏝࡛ࠋࡵࡓࡿ࠸࡚ࡁ

 ♫఍ே࡚ࡋ࡜のᩍ㣴を㌟ࠋࡽ࠿ࡓࡅࡘ࡟

 ே࡟ㄝ᫂をすࡿ㝿࡟は࡝の࠺ࡼな㈨ᩱがᚲせࠊ࠿㈨ᩱのసᡂ࡚࠸ࡘ࡟の▱㆑をᏛ࡭

ࠋࡵࡓࡓ

 ◊✲ᐊάືを㏻࡚ࡌே㛫㛵ಀཬࡧ༠ㄪᛶ➼࡚࠸ࡘ࡟᪥ࠎᏛ࡜ࡇࡪが࡛ࠋࡓࡁ

 ࠊຊ⬟ࣥࢮࣞࣉ，ຊ，ᑓ㛛▱㆑⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

 ᴗ⪅࡜のࡾ࡜ࡾࡸの୰࡛ᑓ㛛⏝ㄒがฟ࡚ࠊ࡟ࡁ࡜ࡓࡁ⌮ゎ࡛ࠋࡿࡁ

 ♫఍࡛のᇶᮏ的な࣮ࢼ࣐をᏛࡪሙ࡚ࡋ࡜はⰋ࠸の࡛は࡜ᛮࠋ࠺

 ຮᏛ௨እࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊࡶ࡟⬟ຊࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡸのᖜをᗈ࡟ࡿࡆは  
㔜せࠋ♫఍࡟ฟ࡚ࡶ⤖ᒁᚲせなのはᑐேຊࠋ

 ồࡿࢀࡽࡵ⤖ㄽࠊ⤖ᯝ࡟ᑐ࡚ࡋのㄽ⌮的ᛮ⪃ཬࢫࢭࣟࣉࡧᵓ⠏のᇶ♏ࠊᕤල➼のྡ

๓ࠊ౑⏝᪉ἲを㌟࡜ࡇࡿࡅࡘ࡟が࡛࡜ࡓࡁឤࡵࡓࡿࡌ

 ࡵࡓࡓࢀࡽࡌຊのྥୖをឤ⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉ

ၥ㸵 農業工学技術にᚲせなᇶ♏ⓗ科┠は何だとお考えですかࠋ

ᩘᏛ，≀⌮Ꮫ，⏕≀Ꮫ，໬Ꮫ，ᅜㄒ，೔⌮，ⱥㄒ，୍⯡ᩍ㣴

ၥ㸶 農業工学技術者教育におけるᑓ㛛ᇶ♏およ䜃ᑓ㛛ศ㔝にᚲせなᤵ業科┠は何だとお

考えでし䜗うか。

ᇶ♏ຊᏛࠊᵓ㐀ຊᏛࠊᅵ㉁ຊᏛࠊỈ⌮ᏛࠊỈ฼᪋タᕤᏛࠊ㐨㊰ᕤᏛ， 㔞ࠊᅵᮌᮦ

ᩱࠊ㎰ᴗᇶ♏ࠊỈ฼Ꮫ，ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥᕤᏛ，Ỉ฼᪋タᕤᏛ，ᅵተ≀⌮Ꮫ，㎰ᴗᐇ⩦，

㎰ᮧィ⏬Ꮫ，

」ᩘேࡿࡼ࡟ㄢ㢟◊✲を⾜࠺な࡝のࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⬟ຊを㣴ࢫ࢕ࢹࣉ࣮ࣝࢢ࠺

，⣔のᤵᴗࣥࣙࢩࢵ࢝

බඹ஦ᴗのࡾ࠶᪉࡜そ࡟ࢀ㛵࣮ࣖ࢖ࣞࣉࡿࢃのᐇ㝿をᏛࡪ科目

ၥ㸷 ᮏ学科で୙㊊していたとᛮ䜟れる学問㡿ᇦ䛜ありましたら教えて下さい。

CAD の₇⩦㸦ᅵᮌศ㔝㸧ࠊ㐨㊰のタィࡧࡼ࠾Ỉ㊰のタィ

CAD 2D࡛のసᅗ⤒㦂㸧ࠊのኚ᭦᪉ࢺ࢘࢔࢖ࣞࡸタᐃࣥ࣌のᇶ♏▱㆑㸦࡚࠸ࡘ࡟

ᅵᮌタィ〇ᅗ

⌧㒊◊ಟ㸦ᅵᆅᨵⰋ᪋タな࡝のぢᏛ㸧
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III䠊༞業⏕にᑐする䜰䞁䜿䞊䝖㞟ィ⤖ᯝ

(1) ᅇ⟅者ᩘ䠖28ே

බົဨ㸦ᅜ，┴，ᕷ⏫ᮧ㸧 12 ே

㎰ᴗᅵᮌ㛵㐃Ẹ㛫௻ᴗ㸦ᅵᮌᘓタ， 㔞タィ，ࢺࣥࢱࣝࢧࣥࢥな࡝㸧 8 ே

ᅋ体㸦⊂❧⾜ᨻἲே，ᅵᆅᨵⰋ஦ᴗᅋ体，㎰༠な࡝㸧 2 ே

㎰ᴗᶵᲔ㛵㐃Ẹ㛫௻ᴗ㸦㎰ᴗᶵᲔ࣓࣮࣮࢝，㈍኎，㣗ရ㛵㐃な࡝㸧 1 ே

その他 3 ே

  

(2) 㞟ィ⤖ᯝ

問䠍 あなたは௨๓から JABEE を▱䛳ていましたか。

は࠸ 22 ே

࠼࠸࠸ 6 ே

問 2 問䠍で䛂はい䛃とᅇ⟅された方におᑜ䛽します。

  農業工学ศ㔝に JABEEはᚲせ性䛜あるとお考えでし䜗うか。

は࠸ 20 ே

࠼࠸࠸ 㸰ே

⌮⏤

 ᴗົ࡛౑⏝すࡵࡓࡿ

 ᢏ⾡ኈ⿵の㈨᱁がᚓࠊ࡜ࡇࡿࢀࡽ

 Ẹ㛫௻ᴗྠࡓ࠸࡚ࡵ࡜ࡘ࡟ᴗ⪅の᪉がᢏ⾡ኈはᚲせࠋࡽ࠿ࡓࢀࢃ࠸࡜ࡔ

 ᑵ⫋ࡽ࠿࡚ࡋはຮᙉすࡿ᫬㛫がな࠿なࢀ࡜࠿な࠸の࡛ࠊᏛ⏕のྲྀ࡟ࡕ࠺ᚓ࠾࡚ࡋ

ࠋ࠺ᛮ࡜ࡔ௒ᚋがᴦ࡜ࡃ

 ᅵᮌ࡟㛵すࡿᇶ♏▱㆑をᖜᗈࡃ⩦ᚓす࡜ࡇࡿが࡛ࡵࡓࡿࡁ

 JABEE の科目はᘓタᴗをす࡛࠼࠺ࡿᚲせ࡜ᛮࠋࡽ࠿࠺

 ᢏ⾡⪅୙㊊ࡿࡼ࡟ᑓ㛛▱㆑の⋓ᚓ࢔ࢽࢪ࢚ࣥ࡜☜ಖのࠋࡵࡓ

 ᢏ⾡ኈᤕ(ᢏ⾡ኈ୍ḟヨ㦂)がච㝖ࡽ࠿ࡿࢀࡉ

問䠏 ࠋ࠿す࡛ࢇなࡣる㈨᱁࠸࡚ࢀࡉ᪤にྲྀᚓࡀなた࠶

ᢏ⾡ኈ⿵， 㔞ኈ⿵，ᑠᆺ⛣ືᘧࢺࣇࣜࢡ࣮࢛ࣇ，࣮ࣥࣞࢡ㐠㌿ᢏ⬟ㅮ⩦，

ECO᳨ᐃ，ᅵᮌ᪋ᕤ⟶⌮ᢏኈ୍⣭࣭஧⣭，༴㝤≀எ㸲

問䠐 あなた䛜これから取ᚓしたいとお考えの㈨᱁はな䜣ですか。

ᢏ⾡ኈ，ᢏ⾡ኈ⿵， 㔞ኈ， 㔞ኈ⿵，ᅵᮌ᪋ᕤ⟶⌮ᢏኈ୍⣭࣭஧⣭，ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥ

デ᩿ኈ，࣮ࢠࣝࢿ࢚⟶⌮ኈࠊ㟁᳨ࠊ㟁Ẽᕤ஦ኈࠊ㣗ရ⾨⏕㈐௵⪅ࠊ㣗ရ⾨⏕⟶⌮⪅，

ᛂ⏝᝟ሗᢏ⾡⪅，ࣉ࣮ࢺ࢜ࣅ⟶⌮ኈ，⎔ቃィ㔞ኈ

問䠑 ᮏ学科で学䜣だ科┠で，♫఍にฟてからᙺに❧䛳た䜒のは何ですか。

ᑓ㛛科目，ᐇ㦂࣭ᐇ⩦࣭₇⩦科目，༞ᴗㄽᩥ，⌧ሙㄪᰝ，ᩍ㣴科目㸦⮬↛科Ꮫ㸧，ㄒ

Ꮫ

ၥ㸴 ◊✲ᐊ࡛のάືࡣ㸪♫఍にฟ࡚ࡽ࠿ᙺに❧ࡋࡲࡕたࠋ࠿

㠀ᖖ࡟ᙺࡿ࠸࡚ࡗ❧࡟ 10 ே

ᙺࡿ࠸࡚ࡗ❧࡟ 17 ே

そ࡝࡯ࢀᙺ࠸࡚ࡗ❧࡟な࠸ 1 ே

⌮⏤

 ᑓ㛛ᢏ⾡がᏛࡓࡲࠊࡵࡓࡓ࡭◊✲ᐊ࣭◊✲άື࡟㛵ࡿࢃከࡃの᪉࡜ࠎฟ఍ࡵࡓࡓ࠼

◊✲ᐊ࡛Ꮫ࡜ࡇࡔࢇがそのࡲࡲά⏝࡛ࠋࡵࡓࡿ࠸࡚ࡁ

 ♫఍ே࡚ࡋ࡜のᩍ㣴を㌟ࠋࡽ࠿ࡓࡅࡘ࡟

 ே࡟ㄝ᫂をすࡿ㝿࡟は࡝の࠺ࡼな㈨ᩱがᚲせࠊ࠿㈨ᩱのసᡂ࡚࠸ࡘ࡟の▱㆑をᏛ࡭

ࠋࡵࡓࡓ

 ◊✲ᐊάືを㏻࡚ࡌே㛫㛵ಀཬࡧ༠ㄪᛶ➼࡚࠸ࡘ࡟᪥ࠎᏛ࡜ࡇࡪが࡛ࠋࡓࡁ

 ࠊຊ⬟ࣥࢮࣞࣉ，ຊ，ᑓ㛛▱㆑⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ

 ᴗ⪅࡜のࡾ࡜ࡾࡸの୰࡛ᑓ㛛⏝ㄒがฟ࡚ࠊ࡟ࡁ࡜ࡓࡁ⌮ゎ࡛ࠋࡿࡁ

 ♫఍࡛のᇶᮏ的な࣮ࢼ࣐をᏛࡪሙ࡚ࡋ࡜はⰋ࠸の࡛は࡜ᛮࠋ࠺

 ຮᏛ௨እࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊࡶ࡟⬟ຊࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࡸのᖜをᗈ࡟ࡿࡆは  
㔜せࠋ♫఍࡟ฟ࡚ࡶ⤖ᒁᚲせなのはᑐேຊࠋ

 ồࡿࢀࡽࡵ⤖ㄽࠊ⤖ᯝ࡟ᑐ࡚ࡋのㄽ⌮的ᛮ⪃ཬࢫࢭࣟࣉࡧᵓ⠏のᇶ♏ࠊᕤල➼のྡ

๓ࠊ౑⏝᪉ἲを㌟࡜ࡇࡿࡅࡘ࡟が࡛࡜ࡓࡁឤࡵࡓࡿࡌ

 ࡵࡓࡓࢀࡽࡌຊのྥୖをឤ⬟ࣥࣙࢩ࣮ࢸࣥࢮࣞࣉ

ၥ㸵 農業工学技術にᚲせなᇶ♏ⓗ科┠は何だとお考えですかࠋ

ᩘᏛ，≀⌮Ꮫ，⏕≀Ꮫ，໬Ꮫ，ᅜㄒ，೔⌮，ⱥㄒ，୍⯡ᩍ㣴

ၥ㸶 農業工学技術者教育におけるᑓ㛛ᇶ♏およ䜃ᑓ㛛ศ㔝にᚲせなᤵ業科┠は何だとお

考えでし䜗うか。

ᇶ♏ຊᏛࠊᵓ㐀ຊᏛࠊᅵ㉁ຊᏛࠊỈ⌮ᏛࠊỈ฼᪋タᕤᏛࠊ㐨㊰ᕤᏛ， 㔞ࠊᅵᮌᮦ

ᩱࠊ㎰ᴗᇶ♏ࠊỈ฼Ꮫ，ࢺ࣮ࣜࢡࣥࢥᕤᏛ，Ỉ฼᪋タᕤᏛ，ᅵተ≀⌮Ꮫ，㎰ᴗᐇ⩦，

㎰ᮧィ⏬Ꮫ，

」ᩘேࡿࡼ࡟ㄢ㢟◊✲を⾜࠺な࡝のࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⬟ຊを㣴ࢫ࢕ࢹࣉ࣮ࣝࢢ࠺

，⣔のᤵᴗࣥࣙࢩࢵ࢝

බඹ஦ᴗのࡾ࠶᪉࡜そ࡟ࢀ㛵࣮ࣖ࢖ࣞࣉࡿࢃのᐇ㝿をᏛࡪ科目

ၥ㸷 ᮏ学科で୙㊊していたとᛮ䜟れる学問㡿ᇦ䛜ありましたら教えて下さい。

CAD の₇⩦㸦ᅵᮌศ㔝㸧ࠊ㐨㊰のタィࡧࡼ࠾Ỉ㊰のタィ

CAD 2D࡛のసᅗ⤒㦂㸧ࠊのኚ᭦᪉ࢺ࢘࢔࢖ࣞࡸタᐃࣥ࣌のᇶ♏▱㆑㸦࡚࠸ࡘ࡟

ᅵᮌタィ〇ᅗ

⌧㒊◊ಟ㸦ᅵᆅᨵⰋ᪋タな࡝のぢᏛ㸧
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ၥ 10 これからの技術者教育では，主としてどのような内容に取り組むべきであるとお考えで

すか。

ᩥ❶ຊ，ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⬟ຊ，ᐇ㦂ᢏ⾡，ᑓ㛛▱㆑，୍⯡ᩍ㣴

問 11 当学科のような農業工学関連学科における教育の今後の方向性について，ご意見をお

聞かせください。また，大学の技術者教育に何を期待しますか，ご意見をお聞かせ下さ

い。

 ᑓ㛛ศ㔝をᏛ࡜ࡇࡪは㠀ᖖ࡟኱ษ࡛すがࠊ኱Ꮫ 4ᖺ㛫࡛㌟ࡶࡃࡘ࡟のは㝈࠸࡚ࢀࡽ

の࡛はなࡿ㢗࡟を⤒㦂ࡧᏛࠊすがࡲࡾ࠶ࠎはከ࡜ࡇࡪᏛࡽ࠿ฟ࡚࡟᪉♫఍୍ࠋすࡲ

࠸࡛ࢇ⤌ྲྀ࡟⫱なᢏ⾡⪅ᩍ࠺ࡼࡿࡅ࠸࡚ࡋᡂ㛗ࡾࡼࠊ࠸ྜࡁྥ࡟ࡧᏛ࡟ᴟ的✚ࠊࡃ

ࠋすࡲ࠸㢪࡜ࡽࡓࡅࡔࡓ

 ㎰ᴗを主体࡜すࡿᅵᮌのࢺ࣮࣏ࢧのᚲせᛶをᮇᚅࡲࡋす࡟≉ࠋᆅ᪉の㎰ᴗࠋ

 ࡁ࡛⾜をᐇ࡜ࡇࡓࡗᚐ࣭ᩍᤵがᛮ⏕ࠊ኱Ꮫ࡛ࡿ࠶⤫ఏࠋすࡲ࠸ᛮ࡜࠸Ⰻ࡛ࡲࡲのࡇ

ࠋすࡲ࠸ᛮ࡜ࡔࡁ࡭ࡿ࠶኱Ꮫ࡛ࡿ

 ༞ᴗᚋࡶ㎰ᴗᕤᏛ࡟ᦠࡿࢃேᮦを㍮ฟ࡜࠸ࡓࡁࡔࡓ࠸࡚ࡋᛮࡲ࠸すࠋ

 ᢏ⾡⪅࡜఍ヰฟ᮶ࡿ▱㆑ཬࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥࠊࡧ⬟ຊ

ၥ 12 ᮏ学科のᚋ㍮࡬のຓゝࡋࡲࡾ࠶ࡀたࡽグධ࡚ࡋୗࠋ࠸ࡉ

 ኱Ꮫ࣭◊✲ᐊのάືࠊࡶそࢀ௨እのࢁ࠸ࢁ࠸ࠊࡶ࡜ࡇ体㦂࡚ࡋከࡃの⤒㦂をࡃ࡚ࡋ

㸟࡚ࡗ㡹ᙇࠊ࡟࠺ࡼࡿࢀをは⬚ࠊ࡟ࡁ࡜ࡓ࠼⤊4ᖺ㛫ࠋ࠸ࡉࡔ

 ຮᙉをࡾ࠿ࡗࡋ㡹ᙇࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡚ࡗ

 ே࡟ㄝ᫂すࡿᶵ఍がከ࠸の࡛ࠊᏛ⏕の㛫࡟⦎⩦を࡜࠸࠸࡜ࡃ࠾࡚ࡋᛮࡲ࠸すࠋ

 ⮬ศ࡟⣲┤࡜ࡇ࠸ࡓࡾࡸ࡟を࡜࠸ࡼࡤࢀࡸᛮࡲ࠸すࠋ

 ᖖࣝࣛࢺ࣮ࣗࢽ࡟なẼᣢ࡛ࡕ㡹ᙇ࠸ࡋ࡯࡚ࡗ

 CAD を౑ࠊ࡜ࡿ࠼タィࡸᕤ஦࡟㛵ࡿࢃே࡟は㠀ᖖ࡟ᙺ❧࡜ࡘᛮࡲ࠸すࠋ

 ◊✲ᐊ࡟ධᐊࠊࡽࡓࡋ༞ᴗすࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛ࢇ⤌ࡾྲྀࡾ࠿ࡗࡋ࡛ࡲࡿ཰✭⚍の‽ഛࠊ

༞ᴗㄽᩥᡭఏࠊ࠸᪥ࠎの◊✲ᐊάື➼が♫఍࡟ฟࡓ᫬࡟ᙺ❧ࡘ᫬が᮶࡜ࡿᛮࡲ࠸すࠋ

 ༢఩をྲྀ࡜ࡇࡿを目ᶆ࡟すࡿの࡛はなࠊࡃ▱㆑をᚓ࡜ࡇࡿを目ᶆ࡚ࡋ࡜が࡚ࡗࡤࢇ

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ

「技術術者倫理」担当講師・鮫島先生より（日本技術士会所属）

　JABEEコース修了生は各国（ワシントンアコード加盟国）の専門技術者として登録を

受けることのできる資格として認知され、海外において技術者として活躍できる大きな

アドバンテージになります。是非チャレンジしてください。
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ၥ 10 これからの技術者教育では，主としてどのような内容に取り組むべきであるとお考えで

すか。

ᩥ❶ຊ，ࣥࣙࢩ࣮ࢣࢽ࣑ࣗࢥ⬟ຊ，ᐇ㦂ᢏ⾡，ᑓ㛛▱㆑，୍⯡ᩍ㣴
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 ◊✲ᐊ࡟ධᐊࠊࡽࡓࡋ༞ᴗすࠋ࠸ࡉࡔࡃ࡛ࢇ⤌ࡾྲྀࡾ࠿ࡗࡋ࡛ࡲࡿ཰✭⚍の‽ഛࠊ
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 ༢఩をྲྀ࡜ࡇࡿを目ᶆ࡟すࡿの࡛はなࠊࡃ▱㆑をᚓ࡜ࡇࡿを目ᶆ࡚ࡋ࡜が࡚ࡗࡤࢇ

ࠋ࠸ࡉࡔࡃ

�ɽٕज़ऀ教育ʢٕज़ऀཆ੒ίーεʣにରすΔଔۀ生͔Βのཁ๬

　平成17年度に「生産環境工学科教育システム評価委員会」を立ち上げて以降、年に一回（収

穫祭開催時期）定例委員会を開催している。これにより、継続的に卒業生などから意見や要

望を聞く機会を設けている。

　これまでに卒業生から得られた具体的な意見と要望の主なものは以下の通りである。

（1）就職状況を見ると専門就職が少なく、サービス業が多く見受けられる。現在の社会情

勢を鑑みれば、専門就職の意志があっても実現できない状況は理解できる。しかし、

技術者養成コース卒業者には、ぜひ専門領域での活躍を期待したい。

（ 2）ISOとの関連で、環境関連の仕事が増えてきている。またバリアフリー対応や景観関連

の仕事も増えてきている。これらの分野を工学的視点から考究できる能力が要求され

ている。

（ 3）義務教育の質の低下がみられ、これが学生の向学心や卒業後の進路選択に影響を及ぼ

していると考えられる。このため低学年における動機付けが重要であり、各教員の研究

を反映した実習を充実させると良い。また、インターンシップも有効であると考えられる。

（ 4）専門知識を基礎に新たに自分で知識を積み上げていく能力が重要である。このため専

門基礎教育が重要である。

（ 5）現場では測量が重要であるため、測量実習をしっかりとやらせて欲しい。

（ 6）現場に出て自分で課題を見つける能力が乏しい。

（ 7）受け身の学生が多く、人の話を良く聞き理解する能力、また話を引き出す能力、すな

わちコミュニケーション能力がない。この能力を身につけさせるためには、授業中にお

ける発言の機会を増やすことも重要である。また、人に対して説明できる能力、プレゼ

ンテーション能力を養う必要がある。

（ 8）農大卒ということで農業の知識を持っていると期待されている。

（ 9）語学、特に英語と中国語が重要である。

（10）技術士の資格は重要であるが、ぜひコース修了者を増やして欲しい。

（11）研究室活動を通じて培ったプレゼンテーション能力、礼儀作法等は非常に役立っている。

（12）公共事業等を行う上では技術士の資格が重要なので、JABEEコース修了者（技術士補

有資格者）は貴重な人材である。

（13）既修得科目の成績を遡って変更することができれば、JABEE 登録者の増加のみならず、

卒業生の質的向上にもつながることから、ぜひとも実現して欲しい。
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（14）プレゼンテーションを行う機会を多くし、①質疑に対する受け答え、②制約時間内で

の実施、に関する訓練を行ってみてはどうか？また、他人の発表に対して質問する訓

練をするのも有効である。

（15）企業では技術者が有するべき倫理観を養うことが求められているため、「技術者倫理」

の開講は有効である。しかし、技術者に求められる資質のうち、優先順位が高いのは「倫

理観」であるという社会情勢を考慮すると、技術者倫理に関する学習・教育目標の達

成度は今よりも上げる必要があるのではないか。

（16）JABEEコース修了生をフォローアップ（例えば技術士を取る時など）できるようなシス

テムがあるとより良い。

（17）技術者養成コースの学習・教育到達目標（A：人類社会における技術の位置づけ）の中

に JABEE 基準の（f：コミュニケーション能力）、（h：制約下でのデザイン能力）を満た

すような科目群を配置してはどうか。

（18）半年ごとに行う成績チェック以外に成績をだすまでに学生個人が達成度を認識するこ

とができるシステムを構築する必要がある。

（19）建設分野・ものづくり分野への就職希望者が少ない現状がある。動機づけや正しい業

務内容の周知のため、インターンシップのJABEE 必修化を検討する必要がある。

（20）新卒者を採用する立場として、言われたことしかやらないという場合が目立つようになっ

た。コミュニケーション能力の向上が重要である。また、文章力も重要である。

（21）学科名にある「環境」に興味をもって入学する学生が多いと思うが、課題はほかにも

たくさんある。少子高齢化や TPPの問題、ストックマネジメントや農業のロボット化な

ど様々な技術が期待されている。環境問題だけでなく、新しい課題に挑戦できる多種

多様な能力形成が必要。人文科学の分野の教養科目を充実させても良いのでは？

（22）最近の学生は、社会に対する知見や認識が薄い傾向にあるため、社会と大学とのつな

がりについて、先輩が在学生に助言するべきである。さらに、技術士の社会での位置

づけを、学生が理解できる取り組みが必要である。

　本コースではこれらの意見・要望を踏まえ、必要に応じて学習・教育目標やコース履修規

定の検討、見直しを行っている。今後もOB・OGも含めた学外からの意見や要望の聞き取り

を継続して教育システムの改善につなげていくこととしている。
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�. ਪનਤॻҰཡ
書　　　名 著者・編者 発　行　所

（環境問題）

凍った地球

スノーボールアースと生命進化の物語
田近英一 新潮社

沙漠学事典 日本沙漠学会 丸善

ジブティの沙漠緑化100景

もう一つのアフリカガイド
東京農大沙漠に緑を育てる会編 東京農大出版会

（農地・農村）

農業水利学 飯田俊彰・加藤亮 編 文永堂

（工学）

あたらしい測量学

－基礎から最新技術まで－
岡澤宏ら コロナ社

（情報）

スマホ脳 アンデシュ・ハンセン 新潮新書

（その他）

農業土木標準用語辞典 農業土木学会編 農業土木学会

土壌物理用語事典 土壌物理学会 養賢堂

最新版 大学生のためのレポート・論文術 小笠原喜康 講談社現代新書
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世田谷キヤンパス １号館（教室）案内図

コンピュータ実習室５

p103.pdf   1   2019/02/20   11:35:�8
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世田谷キヤンパス 18号館（演習）案内図

15号館（教職実験室）案内図

ԋश室

஍学・Խ学࣮ݧ室 ෺ཧ・生෺学࣮ݧ室

8$

&7

2Ｆ
大学・ຽ間ا業։ൃࣄ業

ൃ生޻学࣮ݧ室

૯߹研究ॴ

8$

&7

1Ｆ
ೳղੳセンλーػ生໋࣍ߴ

ೖޱ

ೖޱ

ೖޱ

アカデミアセンター案内図世田谷キヤンパス

˟1��-��02　東京都ੈా୩区1ٰࡩஸ໨1൪地

ܯ උ ࣨ
ਤ ॻ ؗ
ҭ ӳ ྈ
੨ Ӣ ྈ
ࡩ ٰ ŋ ए 草 ྈ
常 ൫ ྈ
ް ໦ キ ャ ン パ ス
ҏ ੎ ݪ 農 ৔
෋ ࢜ 畜 ࢈ 農 ৔
Ԟ 多 ຎ ԋ 習 林
ٶ ݹ ѥ 熱 帯 農 ৔
生 物 ࢈ 業 学 部
໢ ૸ פ ྫྷ 地 農 ৔

農 ༑ 会 総 ຿ 部
農 ༑ 会 จ ࿈ 本 部
農 ༑ 会 ମ ࿈ 本 部
Ԡ ԉ ஂ
生 活 ڠ ಉ ૊ ߹
 ʏ ॻ ੶ 部
レストランすずしΖ
カフΣテリアグリーン
ߍ ༑ 会
教 ҭ 後 ԉ 会

03-342�-�0��
03-�4��-2�2�
03-�4��-2���
03-�4��-2��0
03-�4�0-��00
03-�4��-2���
04�-2�0-�220
04�3-�4-�43�
0�44-�2-000�
042�-�3-33�2
0��0-��-�3�3
01�2-4�-3�11
01�2-4�-31��

03-3�0�-�4�2
03-342�-42�4
03-342�-�44�
03-�4��-21�0
03-342�-��11
03-342�-��13
03-3420-411�
03-342�-���2
03-342�-1��3
03-�4��-2��4

電　話　番　号

９ 階 理事長室 内部監査室 学長室 常務理事室 副学長室 学部長室他

８ 階
戦略室 総務部(総務課／人事課)
財務部(財務補助金課／経理課) 施設部(施設課／環境管理課)

７ 階

図書館

６ 階
キャリアセンター
コンピュータセンター
コンピュータ自習室

1号館
連絡ブリッジ

５ 階

４ 階

３ 階
1号館

連絡ブリッジ

２ 階
教職等支援課

学事課 国際協力センター
1号館

連絡デッキ

１ 階
入試センター エクステンションセンター 総合案内 展示室
守衛室 メール室(郵便物・宅物・学内便等)

地下１階 横井講堂(281座席＋車イススペース1人分)

階別レイアウト

教務課 学生課
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階別レイアウト

9 階 理事長室　　学長室　　企画広報室

8 階

内部監査室　　総務・人事部（総務課／人事課）

財務・施設部（財務企画課／財務会計課／施設課／システム管理課）

経営企画部　　初等中等教育部事務部

7 階

図書館

6 階
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1号館
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学務課　グローバル連携センター

1号館

連絡デッキ

1 階
入学センター　総務課（環境管理）　展示室

メール室（郵便物・宅物・学内便等）

地下1階 横井講堂（281座席＋車イススペース1人分）
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電　話　番　号

９ 階 理事長室 内部監査室 学長室 常務理事室 副学長室 学部長室他

８ 階
戦略室 総務部(総務課／人事課)
財務部(財務補助金課／経理課) 施設部(施設課／環境管理課)

７ 階

図書館

６ 階
キャリアセンター
コンピュータセンター
コンピュータ自習室

1号館
連絡ブリッジ

５ 階

４ 階

３ 階
1号館

連絡ブリッジ

２ 階
教職等支援課

学事課 国際協力センター
1号館

連絡デッキ

１ 階
入試センター エクステンションセンター 総合案内 展示室
守衛室 メール室(郵便物・宅物・学内便等)

地下１階 横井講堂(281座席＋車イススペース1人分)

階別レイアウト

教務課 学生課

〒156-8502　東京都世田谷区桜丘1丁目1番地

電　話　番　号

単位・履修・試験について

教務課：03-5477-2225

学費の延納について

地域環境科学部事務室：03-5477-2911

奨学金・事故・事件・その他トラブルについて

学生課：03-5477-2681（奨学金）　　03-5477-2228（それ以外）

健康診断，ケガ，病気になったとき

健康サポートセンター：03-5477-2231

世田谷キャンパスにおける緊急時の連絡先

地域環境科学部事務室：03-5477-2911　警備本部：03-3426-6087（夜間・休日）

－97－



生 産 環 境 工 学 Ψ イ υ

発行日：2021年（ྩ࿨3年）݄̐̍日
編　集：東京農業大学 地域環境科学部 生産環境工学科
発行者：
　　　　˟1��-��02 東京都世田谷区桜丘１－１－１
　　　　　　　　　 5E- 03ʵ�4��ʵ2331（学科作業室）
　　　　　　　　　 http://www.nodai.ac.jp
印　刷：株式会社 共立
2021　Department of #ioprodVction and EnWironment Engineering

　　　5okyo 6niWersity of AgricVltVre

2022年（令和4年）4月1日

TEL 03-5477-2911（学部事務室）



背幅 5ミリ

受講にあたってのルール

・単位の取得には、毎回 2時間の予習および復習をしなければならない
・授業にふさわしい雰囲気づくりのため、受講にあたっては以下の行為を禁ずる

（1）授業開始後の入退室
（2）私語
（3）無許可での飲食
（4）情報端末（スマートフォン等）の無許可利用・無許可撮影
（5）受講にふさわしくない服装（無許可での帽子等）の着用
（6）レポート等におけるインターネットからの無断引用
（7）その他、授業の進行を妨げたり、雰囲気を悪くする行為

生産環境工学科

学科 Web サイト
http://www.bee-nodai.jp/

生産環境工学科では Instagram と Facebook により、研究・教育活
動、学科の各種イベントを随時掲載しています。フォローをよろしくお
願いします。

Instagram URL

Facebook URL

生産環境工学科オリジナル Web サイト

生産環境工学科では Instagramと Facebook により，研究・教育活動，学科の各種イベント
を随時掲載しています。フォローをよろしくお願いします。

  

@BEE.TokyoNODAI
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